
05一 開一 〇3

データベース構築促進お よび技術開発 に関する報告書

知的資源型 データベ ースの調査研 究

平成6年3月

財 団法人 デ ー タベ ース振興 セ ンター

'緩
ゾ 委 託 先(株)ジ ャパ ン コミュニケーションズ イ ンスティテユー ト

班



て実施 したものです競輪の補助金 を受この事業oo



ー

」





序

データベースは、わが国の情報化の進展上、重要な役割を果たすものと期待 されている

。今後、データベースの普及により、わが国において健全な高度情報化社会の形成が期待

される。さらに海外に対 して提供可能なデータベースの整備は、国際的な情報化への貢献

および自由な情報流通の確保の観点からも必要である。 しか しなが ら、現在わが国で流通

しているデータベースの中でわが国独 自のものは1/3に すぎないのが現状であり、わが

国データベースサービスひいてはバランスある情報産業の健全な発展を図るためには、わ

が国独 自のデータベースの構築およびデータベース関連技術の研究開発を強力に促進 し、

データベースの拡充を図る必要がある。

このような要請に応えるため、(財)デ ータベース振興センターでは 日本 自転車振興会

か ら機械工業振興資金の交付を受けて、データベースの構築および技術開発について民間

企業、団体等に対 して委託事業を実施 している。委託事業の内容は、社会的、経済的、国

際的に重要で、また地域および産業の発展の促進に寄与すると考えられているデータベー

スの構築 とデータベース作成の効率化、流通の促進、利用の円滑化 ・容易化などに関係 し

たソフ トウェア技術 ・ハー ドウェア技術である。

本事業の推進に当って、当財団に学識経験者の方々で構成されるデータベース構築 ・技

術開発促進委員会(委 員長 山梨学院大学教授 蓼沼良一氏)を 設置 している。

この 「知的資源型データベースの調査研究」は平成5年 度のデータベースの構築促進お

よび技術開発促進事業として、当財団が(株)ジ ャパンコミュニケーシ ョンズインステ ィ

テユー トに対 して委託実施 した課題の一つである。この成果が、データベースに興味をお

持ちの方々や諸分野の皆様方のお役に立てば幸いである。

なお、平成5年 度データベースの構築促進および技術開発促進事業で実施 した課題は次

表のとおりである。

平成6年3月

財団法人 データベース振 興セ ンター



平成5年 度 データベース構築 ・技術開発促進委託課題一覧

分野 課 題 名 委 託 先

社 会

1CD-ROMに よるテ レビ視聴率テ㌧タへ㌧スの構築

2輸 入畜肉貨物の規格 ・重量等の検証用テ㌧タベースの構築

3知 的資源型テ㌧外㌧スの調査研究

4ビ ジネス雑誌記事テ㌧タへ㌧スの共同構築とその利用に関する調査

研究

5新 しい電子情報サービスに関す る調査研究

6研 修用教材テ㌧タへ㌧スのプロトタイプ作成

7マ イクロマシン技術情報テ㌧タへ㌧スの構築調査

(株)ビ デ オ・リサーチ

五十 嵐 冷 蔵(株)

(株)ジ ャハ。ンコミュニケーションズ インスティテユート

経 済 文 献 研 究 会

(株)日 本 経 済新 聞社/(株)日 経 テ㌧ タ社

(財)大 阪 科 学 技術 センター

(財)マイクロマシンセンター

中小企業振興

地域活性化

8異 分野研究 のための知 的オリエンテーション・テ㌧タへ㌧スシステムの構

築

9関 西 広域テ㌧ タへ㌧スセンター設立 のための調査 研究

10地 域活性化 のための産 ・学交流 支援テ㌧タへ㌧スのフ。ロトタイ

フ。作 成

11中 小企業技術情報テ㌧タへ㌔ スの構築

12地 域情報 を対象 に した分散協調型テ㌧タへ㌧スシステムの開発

(株)け いはんな

関西テ㌧タへ㌧ス協議会

東北インテリジェント・コスモス学 術機構

(株)オーネット

(株)エマース"

海 外

13電 子デバイス情報の海外提供サービスに関する調査

14薬 日キーワード変換機能をもっテ㌧タへ㌧ス検索システムの開発

15CD-ROMに よる5ヶ 国対訳特許用語辞典及び関連諸制度

一覧の構築

電子デバ イス情報サービス(株)

カテナ(株)

丸善(株)

技 術

16人 体形 状画像テ㌧タ合成 のための技術開発

170CRを 利用 したキーワード 自動 抽 出に関す る調査研究

18既 存画像データのフォーマット変換 システムのフ。ロトタイフ。作成

19安 全研究 にお け る多重シソーラス・システム構築 のための基本安

全用語テ㌧タへ㌧ スの開発

20テ ㌧タへ㌧ス検索 サボ。一トシステムのフ。ロトタイフ.作成

21グ ループワーク支援 のための分散 型 トランザクション管理方式 の調

査研究

(社)人 間生活工 学研究センター

(株)エレクトロニック・ライブラリー

(株)シ㌧ ・サーチ

(株)紀 伊 國屋書店

セントラル開発(株)情 報 図書館

RUKIT

(株)新 世代 システムセンター
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第1章 調査計画と概要

1.1問 題意識 と調査の 目的

情報化社 会 ということが 言われ るよ うにな ってか ら、す で にか な りの年 月が経 ってい る。

その間、 コン ピュー タを 中心 とす る情報機器 のハー ドウ ェアの発展 は、文字通 りす さま じ

いばか りで あ った し、 また ソフ トウ ェアの発達 も極めて 目覚 ま しい。 しか しそれ では情報

化 が社会 にそれだけ大 き な変化 をもた らしたであろうか といえば、 それ は大いに疑わ しい。

実際1960年 代 に情報化 社会 にっいて語 られた ことは、 その当時 の、今か ら思 うと貧

弱 な情報技術 を手掛か りと しなが ら、壮大 な夢 というべ き ビジ ョンに満 ちていた。 そ う し

て情 報 技術 の発達 に よ り、 そ の よ うな夢 は現実化 す る もの と思わ れ た ので あ る。 コン

ピュー タを中心 とす る情報 機器、ハー ドウ ェアの発達 は、 その当時の も っとも大胆 な予想

を越 え る ものであ った。 しか しそれ にもかかわ らず、情報化社会 の 「夢」はむ しろ凋 んで

しま った ように思われ る。

言 いか えれば、 情報 の流通 、処理 、蓄積 は格段 に拡大 した に もか かわ らず 、それ だけ

人 々が賢 明 にな った であ ろ うか、 また社会 的 な意志決定 が よ り適切 にな ったで あろ うか、

ということは大いに疑問で ある。

情報技術 の発達 と普及 は、今後 ます ます進み、マルチ メデ ィア、バ ーチ ャル リア リテ ィ

な どの新技 術 も開発 され、 また現実 に普 及す るであろ う。 しか しこれ までの経験か ら考え

る と、その ような技術が発達す るだけで、社会 に大 きな進歩が見 られ るとはいえないであ

ろう。

基本 的 な点は 「情報」 をただ形式 的に捉 えて客観的(最 も広 い意味 での)な 事象 の記述、

或 はそ ういう意味で の 「一次情報 」 とだけ考えるな らば、それ をただ大量に集 め、伝達 し、

蓄積す るだけで は、真 の意味 の情報 の高度利用 には結びつか ない とい うことであ る。一次

情報 を膨 大 に集 めたデー タベースは、それが有用 な情報 を大量 に含 んで いた と して も、そ

れ を うま く利 用す るこ とは不 可能 に近 い。生 な素材 と して の情報 だ けを大量 に提供 して、

その利用法 は利用者の 自由に委ね るということでは、適切 な利用 は期待 できない。

一次情報 を組織化 し、抽象化 した二次情報、更にそれか ら描 き出 された三次情報 という

よ うな高次 の情報 が必要 であ り、それが人間の判断や意志決定 に有 用 な情報 となるので あ

る。 そ のよ うな高次情報 その もの、或 は高次情報 を組織化す る方法 、 ない し高次情報 を利

用す る方法 を、単な る一次情報 の意味で の 「情報」 と区別 して、 ここで は 「知的資源」 と

呼ぶ ことに したい。

このよ うに考 え ると、情報技術 の発達 にもかかわ らず 、情報化 社会 において、人 々が よ
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り知的 に或は より賢 明 にな った といえないのは、知 的資源の開発 ・利用が不十分 であ った

ためで はないか、 とい うのがわれわれ の基本的 な問題意識で あ り、知的資源 を一層 開発 し、

よ り有効に利用す るにはどう した らよいか というのがわれわれ の課題であ る。

情報 という言葉 は、昔 はintelligenCeと い う言葉 の訳 語 と して用 い られ ていた。 これ は

軍事 的意味合 いの強 い言葉で あ って、諜報 と訳 され る こともあ り、秘 密を探 りだす という

ニ ュア ンスが 強 か った。 シ ャ ノ ンの理 論 が 紹 介 され る ころ か ら、情 報 と い う言 葉 が

informationの 訳語 と して用 い られ ると共に、意味論を離れ た形式的 な意味で用い られ るよ

うにな った。 そ う して それ は コン ピュー タを中心 と した情報技 術 の発達 に適 した概 念 と

なった。 しか し逆 にそれがす べてで あると考え られ るように な ったと した ら、それ は有 害

で あ る。 現 在で は む しろ改 め て情 報 の 中か ら意味 を汲み取 る ことが重要 に な って い る。

従 って再 びinformationか らintelligenceへ の発展 が望 まれ るのであ る。

今年度 は、 このような問題意識 を前提 に して、識者 の意 見を聞 くために アンケー ト調査

を行 った。 調査 の 目的 は、現代 の 日本 、あ るいは世 界が 直面 して い る重要課題 にっ いて、

知的資源 を どのように利用すべ きか、それにっ いて どこに問題が あ り、 どの ような対策 が

取 られ るべ きか、 にっいて識者 の考 えを求め ることにあ り、それぞれ の課題 につ いての識

者 の解答、或はその分布 を明 らかにす るとい うことでは ない。従 ってまた重要 なのは解答

の内容では な く、思考の道筋であ る。 このような点で、ただ多数 の回答、或 は高い回答率

を追求す るのでは な く、あ ま り数が多 くな くて も、 よ く考 え られ た回答 を得 ることを 目的

と した。

そ こで問題文は、あ る意味で挑発 的な問 いかけ を述べ、 それ に対す るコメン トを求め る

ことを主眼 とした。

1.2第1回 調査一現在直面 している課題とその困難性

1.2.1第1回 調査計画 と概要

①調査名:「21世 紀にむけての我が国の課題対応と知的資源の整備にっいての有識者

調査」(第1回 調査)

②調査方法:ア ンケー ト用紙を郵送 し、記入後返送の郵送法(無 記名式)

③調査時期:平 成5年10月 下旬～11月 下旬

④調査対象者:学 術研究者、民間企業の管理職、行政関係者、各種民間団体の代表者、
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その他の分野の有識者計L500名 を対象として実施

⑤サンプル数 と回収率:合 計210サ ンプル、回収率14%

1.2.2第1回 調査結果概要

第1回 調査では21世 紀に向けて5っ の具体的な課題にっいて、その解決の困難性を指

摘 し、その困難がどこにあり、解決の手掛かりをどこに求めたらよいかを尋ねた。

取 り上げた5っ の課題は、①安全保障 ・国際貢献 ・国際化問題、②地球環境保全 ・エネ

ルギー需給 ・食糧問題、③ 日本的経営のあり方 ・複合景気対策、④東京一極集中 ・地方整

備問題、⑤ 日本人の社会 ・家庭生活の変化 であり、それぞれが一つの問題というより、

大きくかっ複雑な問題群 というべきものであった。問題の趣旨はこのような問題にっいて

の具体的な答えをもとめるのではなく、それをどのように把握 し、理解 していくべきかを

尋ねることである。

結果は、ほとんどすべての人がこれ らの課題の困難性を認めた。

その上でそれぞれの課題の解決に当たって重要 とおもわれるキーワー ドをあげることを

求めた。ここでは特に変わ ったものは出なか ったが、多 くのものがあげ られた。

更にこのような課題の解決に当た っての困難が何によるかを尋ねた。多 くの答えが挙げ

られたが、それは、①思想 ・哲学 ・理念の問題、及びそれと結び付 く国民の意識の問題、

②意志決定 メカニズム、そのための政治 ・行政組織制度の問題、③情報の不備、その報道

のされ方、④人材不足 ・教育の問題 の4つ の群に大別される。

ものの考え方の転換、或はいわゆるパラダイムシフ トを強調する人が多かったことは予

想されたことであるが、価値観や意識の変革を強調する意見が多か ったことは注目され る。

それは単にモラルや思想をといったものではなく、問題を体系的に理解 し、具体的な行動

に結び付けていくための原理原則を確立することの重要性を指摘 したものと理解すべ きで

ある。

次にこれ らの問題に関連 して、情報の高度利用、知的資源のあり方に問題があるのでは

ないか という問いに対 しても、ほとんどの人が同意すると同時に、知的資源の整備に困難

があると答えた。

そう して具体的な問題点 とその打開にっいては①知的資源にかかわる基本理念の明確化

とそれに沿 った制度の改革、②情報の収集、データベース化 ・利用の改善 と促進、がいろ

いろ具体的な形であげられた。ここでも情報にっいての 「ものの考え方」を変える必要が

強調されていた。
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1.3第2回 調査一問題解決のために必要な考え方と知的資源の利用

1.3.1第2回 調査計画 と概要

①調査名:「21世 紀にむけての我が国の課題対応 と知的資源の整備にっいての有識=者

調査」(第2回 調査)

②調査方法:ア ンケー ト用紙を郵送 し、記入後返送の郵送法(記 名式)

③調査時期:平 成6年1月 下旬～2月 下旬

④調査対象者:第1回 調査と同一対象者1,500名

⑤サンプル数と回収率 合計151サ ンプル、回収率10%

1.3.2第2回 調査結果概要

第2回 調査では、第1回 調査 の結果 にもとづき、具体的な課題 にっいては、課題解決の

ため の考 え方や手続 きにっいて質問 した。最初に'「困難の解決 にあた っては"新 しいパ ラ

ダイム"を 見出す必要が ある、 と同時 に問題 を多面 的に考察 し、単一基準 による最適解を

求め るのでな く、多 目的同時解決型 の解 を見 出す ことが求め られて いる」 という ことを前

提 と してのべ、 このような命題それ 自体 に対す る賛否を求めた ところ 「考え るより行動す

ることが重要 である」 とす る2、3の 人を除いては、 この命題の表現 には反 対であ っても

考え方は結局同 じ方向 にあ る人 もあ り、基本的にはほ とん ど全員賛成 であ った。

また、第1回 調査 の結果を もとにま とめた問題点にっいて、重要 度を尋ね たところ、①

思想 ・哲学 ・理念の欠如、② 国民の行動 ・意識の問題、③政治 ・行政の不備 、を挙 げた も

のが多か ったのは、第1回 調査の結果 が数値的 に裏付け られた ものと考え られ る。

また問題 解決 に当た って、 「情報 資源 ・利用 システム ・利用技術」が相互 に関連 し、体

系化 された もの と して 「知的資源 」 という概 念を導入 し、その重要性 を強調 した文章にっ

いて は 「大筋 と してその通 りとお もう」が大多数 であ り、 「知的資源 」の定義 の仕方や、

その表現 にっいては問題があ って も、知的資源 の重要性はほ とん どの人が認 めていると理

解 され る。

さ らに このような意味での知 的資源 にっいて①情報資源、②利用 シス テム、③利用技術

に関 し、 どのようなものが求め られ るかを 自由記入で尋ねた ところ、非常 に多 くの ことが

挙げ られた。情報資源 については、困難の原因の認識 に対応 して、具体 的な課題 に直接関

係す るデー タや情報 よりも、歴史、文化、思想 、或 は感性 というような、 より広 い、或は
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よ り深 い レベルでの情報 の重要性、ない し必要性 を強調す るものが多 か った。現 に利用 シ

ステムにっ いて は、客観 情報 とともに主観情報、感性情報 をも提供す る、情報 の一方 的な

流れで はな く、対話型 システ ムを通 じて理解のダイナ ミックな発展 を可能 にす る、 そ して

そのため にマル チメデ ィアなどを利用す る、 というような方 向性が示唆 された。 また利用

技術 と して は、上記の ような利用 システムを実現す るような コン ピュー タ、マルチメデ ィ

ア、情報 ネ ットワークの ソフ ト・ハー ド技術が具体的 にいろいろ挙げ られた。 この ことは

全体 と して、現在 の情報 技術の課題 には、 コン ピュータや情報ネ ッ トワー クのハー ドウェ

アの整備、或 はデータベ ースの構築、情報処理、情報利用のふつ うの意味での ソフ トウェ

アの開発 という レベルで はな く、よ り高次の知的資源利用の技術 の開発、その システムの

整備が重要 にな っていることを示 してい る。そ してその中では人間の意識や考え方 、或 は

人間の組織や、人 と人 との関係 も同時 に考慮 されなければ ならないことも示 されてい る。

更 に知 的資源整備 のための具体的政策については、具体的なイ ンフラス トラクチ ャーの

整備、基本 的な ソフ トウ ェアの開発整備、教育、人材養成、法 的制度 の整備 ・改善 、そ し

て国際協 力の5つ の レベ ルについて、多 くの回答が寄せ られた。 それ は極めて一般 的な も

のか ら非常 に特殊、具体的 なもの まで多岐にわた っている。

1.4具 体的 な提言 にむけて

二回の調査とその間行われた委員会、及びこの報告書の取 りまとめに際 して行われた討

論を通 じて 「知的資源」のコンセプ トとそれをめ ぐる問題が明らかにされてきている。

次の、そ して最も重要な我々の課題はそれを具体的な提言に結び付けることである。こ

のような委員会での提言はともすれば、理念論に終始 して具体的な方策に結びつかないか、

逆にあまりに現実的な利害調整策にすぎないものになるか、の2っ の危険性を含んでいる。

われわれの方針はむ しろ理念か ら出発 して、具体的な提言に向かって 「下 っていく」こと

である。この委員会が狭い意味の情報技術、情報科学の専門家だけでなく、広 く情報 に関

連する諸分野の専門家を含んでいるのは、広い視点か ら形成された理念の下に、体系的な

提言を行うためである。

具体的な提言をまとめることが次年度の中心課題であり、これまでの調査はそのための

準備である。

この委員会が行った調査、研究、その他の場での討論、そしてそれ らをまとめて提言に

至るプロセスは、それ 自体一つの知的資源の利用の具体例、或は実施例 と見なすこともで

きる。そのことも念頭に置きなが ら次年度に研究を完成させる予定である。
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第2章 有識者調査(第1回 調査)結 果の概要

この調査の回答 にっ いて、総論的 にいえ ることは、例示 した5つ の課題が、 この数年現

実的な問題 と して各方面で種 々論 じられていることもあ り、回答 に表 われた意見や キー

ワー ドは、 「平和維持」、 「文化交流」、 「産業 の空洞化」等、 これ まで の 日本社会の中

で提起 され、問題 点 と して挙げ られ てきた一般的 なテーマが どの設 問に於 いて も多数を 占

めた ということであ る。その一方で 、 「多文化主義」、 「創知産業化 」、 「高齢化 に対す

る哲学」等従来の視点 と異 なった新 しいテーマを提起す る注 目すべ き意見 も収集 された。

これは、これ までに問題提起 され 、議論 され っづけて きた数多 くのテーマが未 だ解決 さ

れず、依然 と して古 くて新 しいテーマ として残存 して いることを示す とともに、冷戦構造

の終焉や構造的不況の時代背景か ら新 たに派生 したテーマが併行的 に提起 され ていること

を示唆 していよう。

このことは従来 のように単一 目標 毎に、 タイム シェア リング方式で解決 してい くことで

はな く、多 目標 を同時解決 してい く、即 ち、総体 と して対処す るという新 しい発想 と手法

が求め られてい ると考え られ る。

次 回調査への備 えと して設問 した 「知的資源の整備 にっいて」 に於 いては、 「知 的資

源」 という言葉 自体が新 しく、概念が定着 して いないため、ほ とん どの人が 「情報 」 と し

て理解 した感があ り、回答 もその流れ に沿 った ものにな った といえ る。即 ち、過去 「情

報」 につ いての議論 の中で論 じられて いる 「情報公開」 「知的所有権保護」 「情報過多」

な どが圧倒的多数 であ り、知 的資源の整備以前 の現実的課題が解決 され ない ままであ るこ

とを再確認す ることにな った。 その反面、 「知識 ・知恵の価値の認識 」 「情報 の価値は蓄

積 ではな く活用」 「ネ ッ トワーク意識 に基づ いて、部分 ・全体 を考え る発想」 「次世代の

世界像づ くりと知 的資源」 など知的資源の整備 の在 り方や方 向性 にっ なが る意 見 もみ られ

た。 このことか ら、よ り具体的な知的資源の整備 の在 り方 にっ いて の調査の必要性が 明 ら

かに なり、第2回 調査 の方向付けが示唆 された。

2.121世 紀 への問題提起

調査の前提として、概略次のような問題提起を した。

「21世 紀 にむか って、世界全体 もまた 日本 も、多 くの問題、困難 をかかえて いる。そ

の解決のためには、多 くの分野 の情報 、専門的知識を総合的に判断 して意 思決定 を し、具

体的 な政策や行動 にうっ さねばな らない。 しか し、現実にはこのような課題解決 は困難 な
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状態 にある。」

(注)調 査対象 とな った有識者 に提示 した問題提起の全文は、巻 末の資料編参照(P1)。

このような問題提起 に対 して、 「その とお りである(解 決 は困難 であ ると思 う)」 と考

えている人 は60.5%で あ り、 「そ うは思わない(解 決す ることがで きると思 う)」と考

えている人 の19,5%を 大幅 に上回 っている。 なお、 「どち らともいえない」 とい う人

は20.0%で あ った。

問題提走己で示 した課題の解決は困難であると思うか

対象者:210人

有識者の間では、21世 紀にむけて世界あるいは日本がかかえている課題の解決は容易

ではないと考えている人が半数以上を占めている。
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2.25つ の課題への対応

21世 紀 にむけて解決すべ き具体 的な課題 と して、 ①安全保障 ・国際貢献 ・国際化 問題 、

②地 球環境保全 ・エネルギー需給 ・食糧 問題、 ③ 日本的経営のあ り方 ・複合景気対策 、

④東京一極集 中、地方整備問題、 ⑤ 日本人の社会 ・家庭生活の5っ を取 り上げた。

次 に、 これ らの5つ の課題 について、その解決が 困難であ るとい う前提をおいて、有識

者 の意見 をたずねた。

(注)調 査対象となった有識者に提示 した前提の全文は巻末の資料編参照

(①P4,②PlO,③P16,④P20,⑤P24)。

2.2.1課 題解決 の困難度

有識者に5っ の課題の解決が困難 と思うか否かをたずねた結果は次のようになっている。

5っ の課題それぞれの解決は困難であると思うか

①安全保障 ・国際貢献
・国際化問題

②地球環境保全 ・エネルギー
需給 ・食糧問題

③ 日本的経営のあり方 ・
複合景気対策

④東京一極集中
・地方整備問題

⑤ 日本人の社会 ・家庭生活

そう思う
大筋 と しては
そのとおりだと思 う そうは思わない

.4%

5,7%

11.0%

6.7%

安全保 障 ・国際貢献 ・国際化 問題 、地球環境保全 ・エネルギー需給 ・食糧 問題 、 日本人

の社会 ・家庭生活に関 しては、 「大 筋 と してはそう思 う」 という人 を含め ると、 「課題解

決 が困難 である」 という人が90%を 越 えてい る。 日本的経営 のあ り方 ・複合景気対策 、

東京一極集 中 ・地方整備問題にっいては、 「解決で きる」 とい う人 の割合がやや高 くなっ

てい るが、それで も大勢 としては、解決 は困難であるという人 が圧倒的 に多い。

有識者 は、21世 紀 にむけて世界あ るいは 日本がかか えてい る具体 的な課題に対 して も、

その解決 の可能性にっいて疑念を も っているといえる。
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2.2.2解 決 に あ た って の キ ー ワー ド

5っ の課題それぞれの解決 にあた って、有識者が重要であ ると考 えているキー ワー ドを

あげて も らった。その うち特 に、重要で あると思われ るものを例示す る と次 のよ うになる。

多数 を占めた のが既 にこれ まで議論 されて きたテーマ群であ り、その下 に例示 したのが、

少数であ るが これ まで と視点 を変えたパ ラダイムシフ トを意識 したキー ワー ド例 といえ よ

,

つ 。

① 安全保障 ・国際貢献 ・国際化問題

国際動向に関連するもの 民族 ・部族対立

国際対応に関連するもの 平和維持、軍縮、人的交流、文化交流

経済活動に関連するもの 貿易自由化

● 日本も含め全体がネ ットワーク連携の意識を ●利益至上主義から"環 境(地 球)保 全主義'

持つこと(宇 宙船地球号)へ の転換

●多国家共存の思想 ●異文化コミュニケーシ ョン拡充

●多文化主義 ●東洋の無の思想の普及

●異なった価値体系の(相 互の尊重と)共 存 ●普遍性のある日本文化の輸出、理解促進(日

●世界を相対的に捉える歴史観 本食、日本語、多神教の寛容性など)

● 物(ハ ー ド)か らソ フ トへ の移 行 ● 富(資 源 ・資 本 ・技 術 ・知 識 ・情 報 な ど)の

●進化しない人間の精神 偏在

●国を越えた文化、 しかも統一的でないものを ●世界各国から尊敬される民族づ くり

提案する最初の国家になること。 しかも中心 ●国益の否定

になってはならない ●芸術

② 地球環境保全 ・エネルギー需給 ・食糧問題

環境破壊に関連するもの 熱帯雨林保全、森林保全

エネルギーに関連するもの 新エネルギー、再生可能なエネルギー

食糧に関連す るもの コメ市場開放、農業政策

国民意識 ・行動に関連するもの 価値観の変容、リサイクル

政策対応に関連するもの 人口問題、持続可能な発展、社会システム

●自然の創造者への畏敬の念 ●環境問題の視覚化

●種の多様性の保全

●人口問題や宗教問題との関連付け

●世界規模での分配の適正化

●知識一地球の歴史

●エネルギーの効率的移動方法の開発

●消費者 ・生活者の意見が集約されるシステム

をっ くる

③ 日本 的経 営 の あ り方 ・複 合 景 気 対 策

企業体質の変革に関連するもの ……… 非効率部門の変革、流通システムの改革、

終身雇用 ・年功序列、能力主義
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産業構造の変革に関連するもの

制度に関連するもの

企業戦略に関連するもの

技術開発に関連するもの

産業の空洞化、量的拡大不能、質的発展、

土地政策

規制緩和、税の公平化

独創性、高付加価値化、自由競争、

国際協調

基礎研究、技術移転

●柔軟な複眼思考

●人間は休暇のために働く

●創知産業化

●経営者の倫理の確立

●国際分業の徹底

●日本的経営の行き過ぎを正す

●日本的経営の行き過ぎを正す

●手仕事の尊重(多 様なニーズの尊重)

●銀行融資のインディケータを変える、新 しい

担保を見つける

●消費者の経営参加システムの開発

●政府の指導全廃

④ 東京一極集中 ・地方整備問題

首都機能の移転に関連するもの

地方の整備に関連するもの

社会インフラの整備に関連するもの

中央 ・地方に関連するもの

首都移転、大学の移転

地方の活性化、自助努力

ネ ットワーク型への転換

三次産業の集中、過密

●多核文化

● 自然の価値の認識

●地方の情報発信力の酒養

●情報化によるネ ットワーク型社会の構築

●情報通信ネ ットワークの整備

●地方の人材のネ ットワーク化

●情報化は進展したが、問題解決力は弱い

●多様な混在空間様式の展開

●国税を減らし、地方税を増やす

●国土維持としての費用負担

●人材取得負担金

●さらなる集中化を可能とする技術

⑤ 日本人の社会 ・家庭生活

高齢化に関連するもの

家族 ・家庭に関連す るもの

価値観 ・意識に関連するもの

教育に関連するもの

社会 ・労働に関連するもの

医療費負担、社会福祉

出生率低下、小子化

価値観多様化、個の確立 ・自立、ゆとり、世代間ギ ャップ

家庭教育、生涯学習

若年労働者不足、先進国病、

社会システムの変革、情報化

●歴史観に基づく自己認識

●生態系との共生

●参加型社会

●高齢化に対する哲学

●意識～ 「愛」という言葉

●世界市民 ・地域市民

●男女共同参画型社会の構築

● 「ゆとり」の精神的意味の再検討

● 「生活大国」から 「心の大国」へ

●外国人に開かれた社会

●地域 コミュニティの解体

● コミュニティとしての企業の解体

●異家族共同生活
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2.2.3課 題解決 のため の最大の困難

ここで取 り上 げた5っ の課題のそれぞれを解決す るにあた って、有識者 に最大 の困難 は

どこにあ るか をたずねた。課題解決 のための問題点は多岐 にわ た って いるが、回答 され た

内容を もとにグルー プ分けを した結果、① 思想 ・哲学 ・理念 の欠如、 ②意思決定の欠如、

③ 合意形成 の欠如、④政 治 ・行政 の不備、⑤組織 ・制度 の不備、⑥企業行動 ・意識の問題 、

⑦ 国民の行動 ・意識 の問題 、⑧人材 の欠如、⑨ ジャーナ リズ ムの問題 、⑩教育 の不備、⑪

情報 の不備の11の 問題点 に まとめ ることがで きた。代表 的 な回答例 を示す と次の ように

なる。

①思想 ・哲学 ・理念 の欠如

・安全保障 ・国際貢献 ・国際化問題にっいては
、 「国と しての主張 の欠如」が顕著 であ り、

これは 「対米関係が思考 の軸 となっている」 ことや、 「アジアへ の認識の欠如」がベ ー

ス とな っているものと考え られている。 このほか、 「国益 中心 の思考への偏 重」 「ボー

ダ レス思想 のなさ」 とい った視野の狭 さもあげ られている。

・地球環境保全 ・エネル ギー需給 ・食糧問題 にっ いては
、 「生産=者優先 と経済効率優先思

考 の変換」 「ミクロか らマ クロへ の思想の変換」が求め られてい る。 そのため には、物

質 的な豊か さのみ を求め る 「私権 の抑制」が必要 である。

・日本的経営 のあ り方 ・複合景気対策 にっいては
、 「経済効率 を重視」 した成長路線が問

題 とな ってい る。 また旧来型 の労働価値観 を継承 した 「終身雇用 ・年功序列へ の依存

(労働力の流動 化の不 足)」 があ り、 これが 「集 団主義の中での個 の軽視」 「平等主義

による多様化 の拒否」 を生 んで いる。

・東京一極集中 ・地方整備 問題 にっ いては
、 「地方 自治や地方分権制度 を変革す る意欲の

欠如」があげ られ てい る。

・日本人の社会 ・家庭生活 につ いては
、 「自由主義 の行 きす ぎ(権 利 と責任感のア ンバ ラ

ンス)」 があ り、 これが 「個 の確立や 自立の欠如」 を加速 させ ている。

②意思決定の欠如

・安全保障 ・国際貢献 ・国際化問題にっいては
、 「問題提起 とそれ に対す る議論 が欠如」

してお り、問題発生解決型の システムでは なく 「中央集権型」 システムにな っていると

ころが問題で あるという指摘があ る。

・地球環境保全 ・エネル ギー需給 ・食糧問題では
、 「経済利益へ の思考が優先」 してお り、

「長期 的 ・グローバル な視点が欠如」 してい ることが問題で あ り、 「柔軟 な思考」が求

め られ ている。
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・東京一極集 中 ・地方整備問題 にっいては、 「政治が貧困」であ り、 「政策、実行力が 欠

如」 している ことが取 り上 げ られて いる。

③合意形成の欠如

・安全保障 ・国際貢献 ・国際化 問題 について は、 「利害対立」 があるところで、 「本音 と

建前 の使 い分け」は通 じないことを認識すべ きであるとい う意見がみ られ る。

・地球環境保全 ・エネルギー需給 ・食糧問題 にっいては、 「妥協 を認めない抵抗勢力」 が

存在 し、 「個人 ニーズの調整」がで きない ところが問題で ある。 また 「総論賛成、各論

反対 の意識」が存在 してお り、 「官庁 の古い組織的対応」 の不備 も見のがせ ない。

・東京一極集 中 ・地方整備問題では、 「土地利用形態」等 にっいての 「住民同意 の欠如」

が取 り上 げ られてい る。

④政治 ・行政の不備

・安全保障 ・国際貢献 ・国際化 問題 につ いては、 「長期 的 ビジ ョン、国際感覚 の欠如」が

あ り、 「政策立案 ・実行能力の なさ、決断力のなさ」 「発想 の貧困」 に陥 っていると考

え られている。

・地球環境保 全 ・エネルギー需給 ・食糧問題 にっ いては、 「国家 ビジ ョンが欠如」 してお

り、 「食糧安全保障 などにっ いて政治的 な認識が なされ る」 ことが少 ない。反面、 「利

益擁護 の観点」が強 く、 「過保護政策」が と られてお り、 「担 当省庁の能力の欠如」が

柵指摘 されて いる
。

・日本的経営 のあ り方 ・複合景気対策では、 「農業 、商業、金融機 関な どに対す る過保

護」や 「護送船団方式」 の施策が実施 され てお り、 これが 「企業活 力の低下」 にっ なが

るとい う意見がある。規制緩和 にっ いては、 「省庁 ・官僚 の抵抗」があ る。

・東京一極集中 ・地方整備問題では、 「地域政策へ の国の関与」 が強 いことが指摘 されて

お り、東京優遇対策 にみ られ るよ うに 「バ ランスをと らない過剰投資」がみ られ る。

・日本人 の社会 ・家庭生活 にっ いては、 「社会保障、社会資本形成 の未整備」 をあげ る意

見があ る。

⑤組織 ・整備 の不備

5つ の課題のそれぞれ にっいて、 「たてわ り、なわば り」による官僚型の組織へ の問題

があげ られて いる。 このような組織体制 は 「利権、既得権」 に結 びつ く可能性が高い。

⑥企業 の行動 ・意識の問題

・日本的経営 のあ り方 ・複合景気対策 にっいて、 「企業 モラルの欠如」 「企業経営者 の責

任 の欠如」 があげ られてい る。 また 「創造性 ・独創性が欠如」 してお り、 「行政依存体

制」 も強い と思われてい る。

⑦ 国民の行動 ・意識 の問題
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5っ の課題全般的 にあては まる要件 と して、 「エ ゴイズ ム」 「独善性」 「意識の固定化

(人 なみ意識 など)」 「道徳心の欠如」 などとい った 日本人の好 ま しか らざる面が表現 さ

れてい る。

・地 球環境保全 ・エネル ギー需給 ・食糧問題 にっいては、 「モノへ の価値の無知」 「自己

中心的な生活態度」 「母親世代 の環境保全意識の不足」 などによ り 「過剰 消費」が生起

してい ると考 え られて いる。 「事態 に対す る認識 の不足 ・想像力 の欠如」が原因の一つ

であ る。

⑧人材の欠如

・安全保障 ・国際 貢献 ・国際化問題 につ いて、 「政治家が現実 的な議論 を しない」 「官僚

の質が悪 い」 「企業 の トップの視野が狭い」 といった意見が述べ られて いる。

・地球環境保 全 ・エネルギー需給 ・食糧問題では
、 「正 しい ことを正 しいと主張す る倫理

観の不足」があげ られ ている。

⑨ ジ ャーナ リズムの問題

5つ の課題に共通す る意見 と して、 「報道の偏向」にっいての問題が述べ られてお り、

「理念 の欠如」 「固定観念 の強 さ」 「大衆迎合」 などが指摘 されてい・る。

⑩教育の不備

5っ の課題に共通す る意見 と して、 「個性や創造性を育む教 育」 「独立心、 自立心を育

む教育」の不備 があげ られてい る。 また 「家庭教育(し っけ)の 欠如」 も問題で ある。 大

学等高等教育機 関が大都市圏 に集中 して いることも改善の余地 があ る。

⑪情報 の不備

・安全保障 ・国際貢献 ・国際化問題 につ いては
、 「外国の歴史 ・文化 ・民族 に関す る情報

・分析 の不足」 「国際情勢分析の不足」が指摘 されている。

・地球環境保全 ・エネルギー需給 ・食糧問題では、 「情報公開」が不十分で あ り、 「正 し

い情報 が提供 され ていないこと」 「科学的データの蓄積が不足 していること」が問題 と

なる。

・東京一極集中 ・地方整備問題では
、 「情報の偏在」が取 り上 げ られ ている。

2.2.4課 題 解決 のための方法

5つ の課題に関する問題点を解決するための方法にっいて有識者にたずねた。回答され

た内容をもとにしてグループ分けを した結果、 ①思想 ・哲学 ・理念の変革、 ②政治行政

施策の変革、 ③組織制度の変革、 ④企業の変革、 ⑤ジャーナリズムの変革、 ⑥国民の

変革、 ⑦研究 ・技術開発の推進、 ⑧教育の変革、 ⑨情報環境の整備の9っ の方法にまと
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① 思想 ・哲学 ・理念 の変革

・安全保障 ・国際貢献 ・国際化問題 にっいては
、 「国益概念を明確化」 し、 「国の役割 、

任務 に関す るビジ ョン」を確立す ることが急務 と考え られている。 「内政外交 の一体化

した施策の立案」 をすすめ ると共 に、 「絶対平和主義か らの脱却」 も必要であ る。

・地球環境保全 ・エネルギー需給 ・食糧問題では
、 「経済成長の付加価値 を環境保全に投

資配分」す ると共 に、 「負の価値観 の導入」 が求め られ ている。

・日本的経営 のあ り方 ・複合景気対策では
、 「市場 メカニズムを重視」 した 「産業構造の

変革」が必要であ る。 「企業の社会的責任の認識」や 「共生 の発想 」を もち、 「量的拡

大か ら知的 な付加価値へ のシフ ト」が求め られている。

・東京一極集 中 ・地方整備問題では、 「地方 の自立 ・自主性」 を尊重 し、 「権限の地方分

散 ・委譲」 が必要であ る。

・日本人の社会 ・家庭生活では、 「多様化す る価値観」 をどう受容す るかが重要であ ると

考え られてい る。

② 政治行政施策の変革

・安全保障 ・国際貢献 ・国際化 問題 にっいては
、 「世論形成」や 「国民の合意形成」 をす

すめ るため に、 「国民へ の政策 の提示 と討論」 の機会を与 えることが望 まれて いる。

・地球環境保全 ・エネルギー需給 ・食糧問題では、 「経済原則 を無視 した規制」 を緩和 し、

「公正な競争 と配分を保護す るシステム」 を導入す ることが求め られてい る。具体的 な

施策 と しては、 「エネルギー供給 の多元化」 「農業 の自由化」 「公共事業 費の配分 の変

更」 などがあげ られている。

・日本的経営のあ り方 ・複合景気対策にっ いては
、 「規制緩和 による競争原理 ・市場原理

の導入」をはかるほか、 「税制改革」 「財政、金融政策 の改善」 などが求め られてい る。

・東京一極集中 ・地方整備問題で は、 「自治体職員の立案能力の強化や意識変革」 をすす

め、 「規制緩和」や 「財政改革、税制改革」 によって 自治体 を活性化 させ ることが求め

られている。

・日本人 の社会 ・家庭生活では、 「福祉 ・高齢=者施策の ビジ ョンづ くり」が望 まれ ている。

③組織制度 の変革

5っ の課題 のそれぞれ につ いて、 「国会の意識改革」 「政界再編」 のほか に、 「行政組

織 の簡素化」 「癒着の排除」など 「官庁 ・官僚制度の変革」が求められている。

④企業の変革

・日本的経営のあ り方 ・複合景気対策では
、 「自助努 力」 「能力主義」 「創造性 の開発」

を重視 し、 「ピラ ミッド型 か らネ ッ トワーク型への経営 システ ムの変革」 を行 うことが

望 まれて いる。 また 「高齢 化、教育 ・社会活動」や 「株主」 に対す る責任 を果 たす こと

が求め られてい る。
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・日本的経営 のあ り方 ・複合景気対策では、 「自助努力」 「能 力主義」 「創造性 の開発」

を重視 し、 「ピラ ミッド型 か らネ ッ トワーク型へ の経営 システムの変革 」を行 うことが

望 まれ ている。 また 「高齢化、教育 ・社会活動」や 「株主」 に対す る責任を果 たす こと

が求め られて いる。

⑤ ジ ャーナ リズムの変革

5つ の課題 全般 にわ た って、 「公正な報道 ・情報」 の提供が求め られて いる。

⑥国民の変革

5っ の課題全般にわた って、 「経済第一主義」 の消費者意識 を変革 し、 「文化的価値 を

重視」す ることが期 待 されている。 また 「独立心 を酒甕」 し、対外的には 「知的で ソフ ト

な貢献」 を果たす ことが求め られてい る。

⑦研究 ・技術開発 の推進

・安全保障 ・国際貢献 ・国際化問題 にっいては、 「国際問題 にっ いての長期的 な研究 をす

る機 関」 「被援助 国の真のニーズを研究す る機関」 「情報収集分析 とその統合 をす る機

関」 が求め られて いる。

・地球環境保 全 ・エネルギー需給 ・食糧問題では、 「エネルギー供給需要網の分散 化」

「公正な技術開発 に対す る政策対応」 「確度の高い予測の研究」 などが必要 であ ると考

え られてい る。

・日本的経営 のあ り方 ・複 合景気対策では、 「基礎研究 の重視」 「人類 の将来 に関す る研

究の実施」が望 まれてい る。

・東京一極集中 ・地方整備問題で は、 「一極集 中のメ リット ・デメ リットの研究」 が求め

られて いる。

⑧教 育の改革

5っ の課題 それぞれ にっ いて、 「画一的教育」 を排除 し、 「個性化教 育」 「社会 性 ・倫

理観の酒養」が 求め られ ている。具体的な教育 と しては、 「国際教育の強化」 「高等教育

の国際化」 な どがあげ られて いる。

⑨情報環境 の整 備

・安全保障 ・国際貢献 ・国際化問題では、 「情報公開」 を促進 し、あわせて 「国際情報

ネ ッ トワー クの構築 」や 「人材ネ ットワークの形成」 を推進す ることが求め られ ている。

また 「放送法の改正 と自由化」が重要であ る。

・日本的経営 のあ り方 ・複合景気対策では、 「企業情報の公開 とデー タベ ース化」 をはか

ることにな どによ って 、 「知的資源の共有化」が望 まれている。
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2.3知 的資源の整備

知的資源の整備にっいては、概略次のような前提を置いた。

知的資源の整備に関 しては、必要な情報が集められていない、存在す る情報がうまく利

用されていない、情報か ら適切な判断が導かれていない、正 しい結論が実行に移されてい

ないなどの問題がある。また、知的資源の過度 ともいえる保護や情報公開、プライバシー

保護といった制度的な障害もある。先に示 した5っ の課題を解決するための知的資源の整

備には多大な困難をともなう。

(注)調 査対象となった有識者に示 した問題提起の全文は、巻末の資料編参照(P29)。

2.3.1知 的資源の整備 の困難 度

上記 のような前提 に対 して、 「そ う思 う」 とい う人 は59.0%、 「大筋 と してはそ う

思 う」 という人は29.5%で あ った。 なお 「そ うは思わ ない」 という人 は、11.4%

となっている。

知的資源の整備は困難であると思うか

対象者:210人

全体として、5つ の課題やその他の難問を解決するための知的資源の整備については、

困難であると考えている人が90%近 くを占めている。
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2.3.2知 的資源 の整備 につ いて のキーワー ド

知的資 源の整備 にっ いて、有識者 に重要であると思われ るキーワー ドを挙げて も らった。

その うち、 これ までに繰 り返 し議論 され、今 回 も多数 を占めたキーワー ドを①項 に、 また、

少数ではあ るが、注 目すべ きと考え られ るキー ワー ドを②項 に例示す ると次 のようになる。

①多数を占めたキーワー ド

a)情 報公開に関す るもの

●情報公開 ●プライバシーの保護 ●知的資源の保護

b)情 報提供に関するもの

●データベース化 ●ネ ットワーク形成 ●アクセス(料 金)

c)制 度に関するもの

●規制緩和 ●制度的障害

d)情 報環境に関するもの

●情報過多 ●情報不足 ●情報の高度利用 ●技術研究開発

②注 目すべ きキー ワー ド

●ネ ットワーク意識に基づ く一部、全体を考える発想

●次世代の世界像づ くりと知的資源

●次世代の日本の姿と知的資源での貢献

●情報統合(の 連合)一 脳の連合野をイメージ

●情報 自体が価値があるという認識ではなく(そ の様な情報は情報洪水を招くのみ)

情報活用能力に価値があるという認識

●情報は蓄積することに意味があるのではない"い かに利用するかに意味がある"

●C.G.の 使用で個人が自分のイメージを組めるようにすること

●伝統的な知恵の集積 と容易な適応法の公開
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2.3.3知 的資源整備のための最大の困難

知的資源整備についての問題点を、回答された内容をもとにグループ分けをした結果、

次のようにまとめることができた。代表的な回答例を示すと以下のようになる。

①知的資源整備に関する基本理念の欠如

知的資源の整備が 「利用者側のニーズではなく、提供者側の都合」によってなされてお

り、 「合 目的性」に欠けることが問題となっている。 また評価や組織化するための意思決

定の欠如があげられている。

②情報内容についての問題

「必要な情報が不足」 しており、かっr選 別が困難」となっている。 「画一的なハウ

ツー情報が多い」 ことも指摘されている。

③情報提供方法にっいての問題

「ネ ットワーク化、オープンシステムへの立ち遅れ」や 「情報の秘匿」があげられてい

る。

④制度 ・組織 ・体制についての問題

「情報重視の政治的姿勢」が欠如 しているために、 「新 しいシステム導入の遅れ」や

「知的所有権保護体制の不備」がある。また 「人材の不足」がみ られる。

⑤情報の利用についての問題

「情報公開に関する一般的なコンセンサスの欠如」があげられている。

⑥情報産業に関す る問題

「事業化が困難」であるため、 「利益追求型のシンクタンク」が出現す ることへの懸念

が述べ られている。

⑦情報に対する意識や対応

「情報の必要性に対す る認識の不足」があり、これが 「情報を正 しく判断できない」状

況を生起させている。 「独創性を養わない教育」にも問題がある。

⑧情報技術の問題

「光ファイバーによる大規模情報網の整備の遅れ」などの 「技術研究不足」が指摘され

ている。

2.3.4課 題解決 のための方法

知的資源整備の問題点を解決するための方法について、回答された内容をグループ分け
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した。代表的 な回答例 を示 す と以下 のようになる。

①知的資源整備の理念の明確化

「知識の社会資本化」をはか り、 「知識ではなく知恵(高 次情報)」 の提供を目指すこ

とが必要であると考え られている。

②情報内容にっいての留意

「学術研究など質的に高度な情報の蓄積と利用体制の確立」をはかると共に、 「データ

ベース化の促進」が望まれている。

③情報機器についての留意

「情報入力の簡素化」 と 「家庭用機器の普及」が必要であると考え られている。

④施設 ・ネ ットワークの整備

「国 ・自治体 ・企業の協力 したネ ットワーク」や 「ネットワークの国際化」が必要であ

る。 「データベース提供機関相互の連携」も望まれている。

⑤教育 ・意識の変革

知的資源への 「理解」や 「解析」 「情報公開」などにっいての教育が必要である。 また

「情報関連政策の策定のための意識改革」が望まれている。

⑥ 推進体制

「教育 レベルの情報システムの整備」をすすめ、それを 「民間に開放」することによっ

て、 「民間プロジェク トを主体」とした推進体制に移行す ることが期待されている。

⑦ 制度の改善

「情報通信ネ ットワークに対する行政制度の撤廃」や 「知的所有権、特許制度の国際制

度との調整」が求められている。
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第3章 有識者調査(第2回 調査)結 果の概要

第1回 調査の結果から抽出された課題解決のための問題点を把握 し対処 していくために

必要な知的資源の在 り方として、 「情報資源(リ ソース)」 にっいては、課題を解決 して

いく上で必要 とおもわれる高次情報や新たな情報である感性情報、さらに今まで埋もれて

いた領域での情報、など従来のテキス ト情報を越えた広範囲な情報資源の必要性が提示さ

れた。回答は各分野ごとに多種多様に提起されており、知的資源活用の潜在的、顕在的な

ニーズの大きさが浮き彫 りにされたといえよう。

今 日のネ ットワーク化の進展にっれて、産業、学問、さらに物事の考え方においても

ボーダ レス化が進み、厳密な境界を置 く必要が薄れ、これまでのテキス トデータによるア

プローチの限界が叫ばれている。このような背景の中で、 「利用システム」についてはこ

れまでにない柔軟な視点がシステム構築には要請が強まってきたと考えられる。設問にあ

た って提示 した 「局面情報プラス全体比較可能情報へ」や 「客観的情報プラス思考的情報

へ」等の視点に特に賛同する回答者が多 く見 られ、利用システムを考えていくときには、

まず基本的な視点を見直す必要があることが再確認された。また、 「単一思考型か ら多層

型思考にむけての情報システム」等の独 自の興味ある視点を提示 した回答もあり、それ ら

は総合的、包括的、多面的に利用できるシステムを求めているようである。従 って、情報

資源の開発にあた っては、これまでのテキス ト情報の高度化、精密化を追求するアプロー

チから、より人間のアプローチ方法 に近いやわ らかな論理への転換の必要性が高まってき

たといえよう。

「利用技術」 にっいては望 まれ る情報 資源や利用 システムがテキス ト情報以上 に高度 な

ものであ るのに伴 い、利用技術 もい ままでのアプ ローチ方法 と異 な る情報処理技術が必要

になることが示唆 された。 回答 に参 考 となる利用技術の分類例を提示 した ところ、特 に

「マルチ メデ ィアの利用、感覚 デー タのデー タベース化」、rAI機 能 と結 び付 けた 素

人'ユ ーザーに対す るサー ビスの改善」、 「シミュ レー シ ョン結果 のマルチ メデ ィアによ

る表示」 の ように、利用者 にわか りやす い コン ピューータ技術やマルチ メデ ィアの利用 など

に高い関心が寄せ られて いることが 明 らか にされた。 また、回答者独 自の視点か らの要望

によれば、 これ までのテキス ト情報処理技術の高度化 よ り、む しろ 「初期的情報 を人間の

思考過程 に合わせ て加工」す る技術や 「情報 を加工 して 自らの結論や考え方 を形成す る技

術」の ような課題解決型技術や判断 ・評価技術、 「人間の感性 に近づけ る ヒューマ ンイン

ター フ ェース」、マル チメデ ィアやバ ーチ ャル リア リテ ィを利用 した 「高度 なプ レゼン

テー シ ョン技術」な ど、 より人間 の意思決定 に貢献 し、人間の感覚 に近 い柔軟性 をも った
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情報処理技術が求め られていることが示唆された。

総観 してみ ると、知的資源 を一層 開発 し、賢 明な意思決定 に有効に活用 してい くために

は、従来の枠組み に とらわれ ない考え方での情報資源、 システ ム、技術 の必要 性が特 に強

調 されてい るように思われ る。すなわち、多様性 をもっ情報(例 えば、東洋 と西洋、人間

と自然の様 な厳 密 な区別 を行わ ない)や 、感性 デー タなどの高度 な情報 のデー タベース化

が求め られ、 さ らに、そのような高度な情報 の利用 を可能 にす るためには、従来の直線的、

一方通行的 ツ リー構造 の システムではな く、競争性、安全性、選択性に優れたネ ッ トワー

ク構造 をもつ システ ムが強 く望 まれているようである。 また、 よ り自由で簡便 な、かっ有

効 な情報処理や情報 への アクセスを可能 にす るため に、従来 の符号、手続 きなどの 「硬直

的」 「直線的」 な論理 に基づ く技術か ら、 カオス、 フ ァジー、AIの ようにどのような局

面 に も相対的 に対処 して いけ る 「しなやか な」論理 に基 づ く利用技術へ の要望が提示 され

た。今後 は本調査で明 らかにされた利用者の立場か らの知的資源整備の要請 を専 門的視座

に よって更 に深化、具現化 し、 しば しば提供者視点で言及され るハー ドウェア主導型の普

及思想 とは異 な った立場か らの研究開発が望 まれ るであろ う。

3.1多 目的同時解決型の解についての問題提起

3.1,1課 題解決 のための問題点 の重要度

有識者調査(第1回 調査)で は、①安全保障 ・国際貢献 ・国際化問題、②地球環境保

全 ・エネルギー需給 ・食糧問題、③ 日本的経営のあり方 ・複合景気対策、④東京一極集

中 ・地方整備問題、⑤ 日本人の社会 ・家庭生活 の5っ の課題を対象者に示 して、その解

決にむけての問題点をあげてもらった。

ここで得 られた問題点の重要度を明らかにするために、5っ の課題を同時に解決する

(同時解決型の解を求める)こ とを考慮 した場合、①最も影響が大きい問題点、②2番 目

に影響が大きい問題点、③3番 目に影響が大きい問題点 をそれぞれ1っ ずっ対象者に選

んでもらった。結果は次に示 したとおりである。
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一

思想 ・哲学 ・理念の欠如

政治 ・行政の不備

意思決定の欠如

合意形成の不備

組織 ・制度の不備

国民の行動 ・意識の問題

教育の不備

企業の行動 ・意識の問題

人材の問題

ジャーナリズムの問題

0 50

(注)対 象者数:151人
なお、結果は 「1番 目」 「2番 目」 「3番 目」に選ばれた問題点 を合計 して
パーセン トで表示 してある。

対象者が課題解決 に対 して影響が大 きい と考 えている問題点 と しては 「思想 ・哲学 ・理

念の欠如」 「国民の行動 ・意識 の問題」 「政治 ・行政の不備」が上位 にあげ られて いる。

特に 「思想 ・哲学 ・理念の欠如」が課題解決 に大 きな影響 を与え るもの と してクローズ

ア ップされて いるが、 これ は5っ の課題の解決 にあた ってきわめて根源 的な視座が欠けて

いることを表 明 した もので あ り、当然 のことなが ら影響の程度 は大 きい と判 断され ている。

次いで、 「国民 の行動 ・意識の問題」 と 「政治 ・行政の不備」 という2っ の問題点が あげ

られてい るが、 これは、課題解決 にあた っては 「国民」の側 に もか なりの問題 があ ること

に加 えて、国民の総意を表わす 「政治 ・行政」が十 分に機能 していない ことを表 明 してい

るものと思われ る。

上位3っ の問題点 に次いで、 「意思決定 の欠如」 「合意形成の欠如」 「組織 ・制度の不

備」 「教育の不備」があげ られて いる。 「意思決定の欠如」 「合意形成 の欠如」 「組織 ・

制度 の不備」は、 「政治 ・行政 の不備」 との関連が深い ものと考え られ、意思決定、合意

形成 あ るいは組織 ・制度の不都合が、望 ま しい政治 ・行政 をもた らしていない ところが問

題 とな っている。 また同様 に、 「教育の不備」 は 「国民の行動 ・意識 の問題」 ときわめて

関連が深 いもの と考え られ、教育の不備 によって望 ま しい国民の行動 ・意識 が醸成 され て

いない ことが問題 とな って いる。

なお、 ここで取 り上げた10の 問題点 の中では、 「企業の行動、意識 の問題」 「人材 の
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欠如」 「ジャーナ リズムの問題」にっいては、影響が比較的少 ない と思われて いる。企業

や ジ ャーナ リズムにかか わる問題は、どちらか というと個別 の問題 であ り、企業や ジ ャ[

ナ リズムがそれぞれ独 自に対応すべ きであるという意向が示 されているもの と考え られ る。

人材 の欠如 にっいて も同様 の解釈 ができるものと思われ る。

3.L2知 的資源の整備の必要性

第1回 調査の結果をもとにして、概略次のような第2回 調査への問題提起 をした。

現在は時代の転換期にあり、 「新 しいパラダイム」を見出し、それをどう扱 うかが課題

となっている。 日本も世界も解決すべき問題点は多いが、かつての高度成長期のように、

単一の明確な目標にむか って努力をすればよいという局面ではない。多様な問題の多 くの

側面を考慮 して、いくっかの 目標、基準を同時に満たすような解(多 目的同時解決型の

解)を 見出す ことが求め られている。 しか し、その困難性が方向性の喪失として現れてい

る。

(注)調 査対象となった有識者に提示 した問題提起の全文は、巻末の資料編参照

(P34,35)。

この ような問題提起 に対 して、 「その とお りだ」 と思 う人は2L9%、 大筋 と しては

その とお りだ」 と思 う人 は66.9%で あ った。反対 に、 「そ うは思わ ない」 とい う人は

11.2%で あ った。

問題提起で示 した内容にっいてどう思うか

議'＼㍉
、
翻

ご
.ら

矢筋とじてはぞ∂'

.欝 鷺1ン
・ノ/

」、＼
/ノ

対象者:151人
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有識者 の間では、多 目的同時解決型の解 の必要性にっ いては、大筋 と して はその とお り

であるとい う人を含め ると、ほぼ90%の 人たちが肯定的 な回答 を して いる。

なお、上記 の問題提起 に対 して、 「そ うは思わない」 という人に、 なぜ そのように思 う

かをたずねた。得 られた回答 の多 くは、 「多 目的同時解決型 の解」 を見出す のが 困難で あ

るとい う内容 にな ってお り、全般 と して問題提起の主 旨とは矛盾 してい るものではない。

代表的な回答 の例 を以下 に示す と次 のようになる。

・多 目的同時解決型の解 はない。 い くっか の 目標 に優先順位 をっけて、やれ るもの とやれ

ないものを弁別 して取 り組むべ きである。 国民的利益 と地球人全体の利益 は多 くの側面

で対立す る。 国益 を損な って も人類 の利益 に寄与す るとい うパ ラダイム変換 こそが必要。

・い くっかの 目標、基準を同時 に満 たす解 を無理に見 出す ことが求め られて いるのではな

く、複数 の 目標 を超越 した ビジ ョンを示 す ことが求め られている。

・国力の 中心は、軍事力、経済力で あ り、その上 に立 って国家戦略が展開 され る国民合意

というのは夢想 にす ぎず、多様 な意見 を集約 し、 目標 を設定 して解 を求め る行為 は リー

ダーの役割で ある。 リーダーの不在、 リー ダーを育成 した くない風土 が 「顔 」のない 日

本 を現 出 させ ている。

3.1.3知 的資源整備へ の問題提起

今後我が国における知的資源の整備にっいて、概略以下のような問題提起を した。

我が国においては、多様な問題の多 くの側面を考慮 して、い くっかの目標、基準を同時

に満たすような解(多 目的同時解決型の解)を 導きだすような体制は極めて不十分であ

る。……このような状況の下でまず第一になすべきことは、問題、状況の正確な把握であ

り、それに対処する明確な方針を打ち立てることであると思われる。そのために可能な知

的資源を最高度に利用することが必要である。ここで知的資源とは、1.情 報資源、2.

利用システム、3.利 用技術 が相互に関連を持ち、それ らが融合 したある形を持つもの

である。……狭義の情報技術だけで知的資源の高度利用が可能になるわけではない。その

ためには、知的資源を広 く情報公有財として利用できるための公正な処理機構が必要にな

ると思われる。そ して、情報技術を手段 として有効に活用するための 「メタ技術」やある

いは 「社会システム」が作 り出されなければならない。そのためには何をなすべきか?そ

れがわれわれの基本的問題である。

(注)調 査対象となった有識者に提示 した問題提起の全文は、巻末の資料編参照

(P36,37)。
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この ような問題提起 に対 して、 「そのとお りだ」 と思 う人は21.9%、 「大筋 と して

はそのとお りだ」 と思 う人 は62.3%で あ った。反対 に、 「そうは思わない」 とい う人

は15.9%で あ った。

問題提起で示 した内容にっいてどう思うか

対象者:151人

上記の問題提起に対 しては、大筋としてはそのとおりだという人を含めると、ほぼ8

4%の 人が肯定的な回答を してお り、有識者の間では知的資源整備へめニーズが高いこと

が明らかである。

なお、上記の問題提起 に対 して、 「そうは思わない」という人の理由をたずねた結果で

は、知的資源を狭義のデータや情報としてとらえたり、問題提起の文章が不完全であると

いう意見が多 くみ られることから、全般的には問題提起の主 旨とは大きくかけはなれてい

ないとみることができる。代表的な回答例を例示すると以下のようになる。

・人間の知恵ではすべての因子を見透 して複雑にか らんだ問題を知的に解けるとは思えな

い。要は トライアルアンドエラーによる前進であり、知的資源はこのような方向にすす

むための手段である。

・日本の進む方向が見えないことによって、 目先の利害にとらわれているのであり、知的

資源の必要性とは関係ない。知的資源整備のビジ ョンや必要性をもっと深 く考える必要

がある。

・未来の超技術社会あるいは文明後社会といった人間本来の社会に対立するような管理社

会あるいはオー トメーシ ョン社会の到来を恐れる。情報技術の高度化は次世代に求め ら

れる知的生産の支援分野ではないか。

・ 「情報」中心にシステムをつくり出すことは、情報以外の部分の切 り捨てになる。情報

の取捨選択 と評価や情報の形で現れてこない知的資源の保持をはかることが先決。
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3.2知 的資源整備についての方策

3.1で は、多 目的同時解決型 の解を求めて い く上で障害 となると思われ る10の 問題

点 の重要度を明 らかに した。そ して、その問題点 を正確 に把握 し、それ に対処す る明確 な

方針 を打 ちたててい くためには知的資源を最 高度 に利用 してい くことが必要 という意 見に

集 約 され た。 、

本節では、第1回 調査か ら抽 出された10の 問題の中で、特に対象者が5つ の課題(①

安 全保障 ・国際貢献 ・国際化問題、②地球環境保全 ・エネルギー需給 ・食糧問題、③ 日本

的経営のあ り方 ・複合景気対策、④東京一極集中 ・地方整備問題、⑤ 日本人 の社会 ・家庭

生活)に 関 して、解決 に大 きな影響 を与え ると考 え られ る問題点 を把握 し対処 してい くた

め に、知的資源 をいか に高度に利用 してい くべ きか とい う、知的資源整 備の在 り方 につい

て意見 を聞いた。 ここでは知的資源 を、1.情 報 資源(リ ソース)、2.利 用 システム、

3.利 用技術 、の3っ の領域 に分け、各 々が相互に関連を もち、それ らが融合 したものと

定義 し、それぞれ にっいて意見を求めた。

3.2.1情 報 資 源(リ ソー ス)

次に、対象者か ら得 られ た具体的 な回答を もとに して、 これ らの情報資源(リ ソース)

の内容を明 らかに した。

① 歴史 ・文化 ・民族 に関す る情報資源(リ ソース)

課題解決 にあた っては、歴 史に学ぶ ことが重要で あり、そのためには、 日本を含めた世

界の歴史に関す る情報資源(リ ソース)の 提供を望む意見が多か った。 た とえば、 日本人

の特性 を知 るため には 「公家社会 、封建社会、家族制度 などの歴史」が重要であ り、世界

の秩序形成のた糸 「ローマ帝 国、サラセン帝国などの歴史」 を知 ることが必要で ある

とい った意見が述べ られてい る。 また、 「異 なる価値観を もっ 民族 の思考法」 を知 るため

に、各 国の文化 に関す る情報資源(リ ソース)の 必要性を述べ る意見 も多か った。

このほか、歴 史 ・文化 を含めて、世界各 国の 「国民性、風俗 、習慣、宗教、言語体系 、

経済 、気象、教 育 レベル」 などを総 合的に網羅 したエ リアス タデ ィ型 の情報資源(リ ソー

ス)の 必要性を訴 える意見 もある。

〈思想 ・哲学 ・理 念の欠如 に対 して〉
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● 世界情勢の変化の歴史(文 化、宗教、アメリカの進出等)

● 思想 ・哲学 ・理念の欠如によって生まれた人類の荒廃を分析 した歴史情報

● 秩序形成の経験則(ロ ーマ帝国、サラセン帝国、イギ リス、アメリカの事例など)を

図形化

● 西洋的価値観と東洋的価値観を融合 し、新 しい融合文化を提示

● アジア文化や宗教に関す る情報

● 日本の誇 り得る文化

● 日本民族の歴史 ・文化 ・精神を伝達するような知識情報 と情動情報

● 歴史、国と国との関係、民族、宗教、経済指標データと、それを使 ったシミュレー

シ ョン結果

● 世界各国の民族分布、歴史、国民性、文化、風俗、習慣、宗教、言語体系、経済、工

業、気象、教育 レベルなどのリソース

● 人類、民族別の生活環境と生活感情などの関連を把握するのに役立っ高次情報

〈意思決定の欠如に対 して〉

● 日本人の特性を知る リソース(前 例主義、立場主義など意思決定時の要因を知る)。

公家社会、忠臣蔵の要素、封建社会、家族制度など、 日本人が長年たどってきた経緯

を世界と対比 し、 日本人固有の特性 リソースとする

● 社会組織、慣習に関する知見

● 異文化 コミュニケーシ ョンのために必要な情報

〈合意形成の欠如に対 して〉

● 日本及び世界の歴史上の主要事項にっいてのイメージ(動 画)

● 民族化(部 分)と 国際化(全 体)と の調整情報

● 国家の限界への認識

〈国民の意識 ・行動の問題に対 して〉

● 東洋哲学、民族の行動原理

● 人類の歴史、生態に関する視覚 ・聴覚情報

〈教育の問題に対 して〉

● 社会生活の中で 日本の伝統文化をどう生か していけばよいかを文字または画像で示す
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〈教育の問題に対 して〉

● 社会生活の中で 日本の伝統文化をどう生か していけばよいかを文字または画像で示す

情報

● 日本独特の学校文化の調査

② 思考方法に関する情報資源(リ ソース)

課題解決 にあた っては、世界の歴史 ・文化に学ぶ と共 に、一歩すすんでその歴 史 ・文化

か ら生 まれ てきた思考方法 を学ぶ ことの必要性 を示 した意見がみ られ る。 これには、欧米

諸 国の 「価値体系、行動規範、意思決定メカニズ ム」あるいは 「政策論争の プロセ ス」、

「パ ワーポ リテ ィクスや政治思想史」 に加えて、 「東洋思想へ の回帰」 も見 られ る。 また、

既存の宗教 に関す る情報資源(リ ソース)へ の関心 も高い。

〈思想 ・哲学 ・理念の欠如に対 して〉

● 欧米諸国などの価値体系、行動規範、意思決定メカニズム等に関す る情報

● 欧米のパワーポリティクスや政治思想史についてのパースペクティブ(例 えばマキャ

ベ リズムの応用)

● 西欧近代化の思想(デ カル ト主義の思想)

● 循環的思考にもとついた生活 ・時代 ・農業情報

● 日本や世界各国の思想 ・哲学及びその根底に流れる民俗、文化、地政学上の要素など

の情報

③ 価値観 ・モ ラルに関す る情報資源(リ ソース)

国民の意識や行動 を改善 してい くためには、 「経済性以外 の価値観」 とい った人 間の 自

律的な人生観 ・価値観 に関す る情報資源(リ ソース)の 必要性 が述べ られ てい る。

このような自律的 な人生観、価値観 に対 して、一方で は 「公共心、義務 感、モ ラル」 な

どとい った社会か らの規範 を反映 した情報資源(リ ソース)も 求め られてい る。我 々が社

会生活を行 ううえで、容認 されてい ることとそ うで ない ことの限界を知 ることは重要であ

る。
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〈国民の意識 ・行動の問題に対 して〉

● 経済的価値観以外の価値観

● 新家族、家政学、生きがい論

● ライフスタイルとその予測を映像で示す情報

● 公共心、義務感、モラルの向上のための多様な人生観が得 られる情報

● 権利 と義務、社会的活動の範囲を示す情報

● 自我の確立 と社会的倫理観の関係についての認識

④ 人物 ・人材 に関す る情報資源(リ ソース)

課題解決 にあた っては、 「先人 の知恵」か ら学ぶ ことが大切で ある。 また人材育成 の面

か らは、人 間の潜在 能力を測 る方法が重視 されている。 、,

一方、現在 の変 転はげ しい世界 に対す る方向性を得 るためには、 「各界有識者 や リー

ダーた ちの ものの見方や行動」 を規範 とす ることが必要であ り、これが人材 デー タベース

(世界共通 の人材登録情報)へ の要請 とな ってあ らわれて いる。

〈思想 ・哲学 ・理念の欠如に対 して〉

● 先人の知恵か ら学べるような体系化された情報

● 昔の人、知恵のある人、技術の伝統を守る人の研究

● 世界の動向に関係の深い人物の行動、演説等のイメージ(動 画)で の検索

● 産 ・官 ・学及び市井の人か らなる賢人会議か らの叡智

〈人材の欠如に対 して〉

● 各分野の逸材の情報

● 人間の潜在能力を測 るモノサシの研究

● 世界共通の人材登録情報。人材データベース

〈教育の問題に対 して〉

● 尊敬できる人や生き方の発掘

● 人間の個性や独創性に関する情報
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⑤ 科学に関する情報資源(リ ソース)

課題解決にあた っては、自然界における人間を含めた生物生存の法則を研究 し、そのア

ナロジーとして人間社会における課題解決のための方策を見出すという方法がある。 「動

物の生息様式や生存本能 と人類の興亡 との関連」や 「宇宙物理法則と生命体の普遍法則と

の関連」を求める情報資源(リ ソース)が これにあたる。

一方、人間の思考や行動を支配 している脳に対する直接的なアプローチをするために、

「脳の連合野、統合野」あるいは 「前頭葉」の解明にっいての情報資源を求める意見もあ

が っている。

〈思想 ・哲学 ・理念の欠如に対 して〉

● 動物の生息様式と生存本能の系統的なまとめと、人類の興亡の実態 との本源的な関連

性を調べた情報

● 宇宙物理法則と生命体の普遍性法則との情報

〈組織 ・制度の不備に対 して〉

● 脳の連合野、統合野的な組織を動かす高次情報

● 思想や人材の評価 システム。

● 自然の中での生物の共生や生存システムなどの高次情報

〈教育の問題に対 して〉

● 生きた学問体系(例 えばNHKの 「驚異の人体」シリーズのようなもの)

● 未来向けの新 しいエンサイクロペディア

● 近代科学がデータ化 した情報資源を関連づけて判断 ・学習 していく過程やひらめきの

構造(第 六感)の 解明。脳の前頭葉の働きの解明

● ひらめきの助長(右 脳の活用)

● 多 目的同時解決型ゲームソフ ト

● 歴史的な試行錯誤や思考 ・理念の積み重ねである科学技術情報'
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⑥ 政 治 ・行政施策 に関す る情報資源(リ ソース)

具体的 な課題解決 の方法 と して、 「行政情報 の公開」があげ られてい る。 また、これ を

裏支えす るもの と して 「政治 ・行政 のメカニズム情報や内部情報 」、 「政 治 ・経済 ・行政

の透明化 を促す情報 」な どが求め られて いる。

政治 ・行政 を動かす政治家 については、 「政治家の思想 ・行動 」 などの個人情報 の公開

に加えて、 「政治 ・行政 におけ る人間のモ ラルに関する情報」、が要請 されてい る。

また、海外 におけ る政治 ・行政のあ りかた を知 り、 これ を我が国の施策 に生かす ことを

目ざ して、 「各国の議会ルール」や 「政治行政の実態」あるいは 「各国民の反 応」を得 る

ため の情報資源(リ ソース)が 求め られて いる。

〈政治 ・行政の不備に対 して〉

● 政治 ・行政の内部情報(国 家指針、計画、予算執行)

● 政治 ・行政のメカニズム情報

● 政治 ・行政の理想的なあり方についての多面的情報

● 政治 ・経済 ・行政の透明化を促す情報(政 治資金、意思決定、行政改革、官民との関

係など)

● 政治家の思想 ・信条の是非の認知

● 政治家の公的活動の記録、個人情報

● 失敗 した行政手段の事例分析、データベース

● 日本の政治文化の実態調査(永 田町の論理や霞が関の文化など)

● 政治 ・行政における人間のモラルに関する情報

● 国内外の政治、行政の実態。政策に対する各国民の反応

〈意思決定の欠如に対 して〉

● 公的機関(官 公庁、自治体、政府系機関)で 実施された全ての計画、政策、調査研究

のプロセスとその成果

● 地球規模での政治 ・社会事情データベース

● 各国の議会のルールとその分類

〈合意形成の欠如に対 して〉

● 政策決定時の価値観を形成する情報
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〈思想 ・哲学 ・理念の欠如に対 して〉

● 政策決定者の思考 ・論理 ・理念の妥当性分析

〈組織 ・制度の不備に対 して〉

● 地方社会 と自治の実態

〈国民の行動 ・意識 の問題 に対 して〉

● 国、地方の政治 リーダー による住民へ の直接 メ ッセージ

⑦ 組織形成に関する情報資源(リ ソース)

省庁などに代表 され る 「たて割 り型」、 「硬直型」の組織 を改善す るための情報資源'

(リ ソース)が あげ られ ている。

これ らの組織 のもた らす 「弊害や不利益の予測」 をもとに して、 「あ りうべ き組織 ・人

材 の形態」 を示 し、 「最適化 、説得、納得の構 造研究」 をすすめ ることが必要 であろ う。

〈組織 ・制度の不備に対 して〉

● たて割 りになっている省庁の情報の一元化 と公開

● 省庁の権益擁護 、保身の弊害を検証 した情報

● 組織や制度の硬直化がもたらす不利益の予測評価モデル

● ありうべ き組織、人材の形態

● 最適化、説得、納得の構造研究

● 日本人が歴史的につくってきた組織の論理パターン(階 層的なもの及び 「座」や

「講」などの水平的なもの)

⑧ 国際化に関する情報資源(リ ソース)

政治 ・外交施策などの特定の課題解決にあた って、海外での対応や体制に関する事例を

知 り、我が国における新たな施策を立案する際の参考とするという意見が大勢を占めてい

る。 「世界各国の外交経済政策の内容とその理念 ・背景 ・考え方」あるいは 「各国の制度

32



とそ の背景 につ いて の歴 史的視点の分析」な どが これにあたる。

一方
、 「一つ の政策 にかかわ る国内外への影響度」や 「日本の存在価値観を示す尺度」

な どのように、 日本 の情報 の海外への移 出を述べた意見は少 なか った。

〈思想 ・哲学 ・理念の欠如に対 して〉

● 世界各国の外交経済政策の内容 とその理念、背景、考え方

● 海外での考え方 と日本での考え方のデータベース化

● 課題に対す る現状、原因、対応策に関す る各国の情報及び 日本における過去の類似課

題に対す る対応の概要や関連文献

● 日本の存在価値観 を示す尺度

〈政治 ・行政の不備に対 して〉

● 一つの政策にかかわる国内外の政策への影響度や相関図

● 世界各国の経済 ・社会情勢、主要政策 とその背景となる情報

● 外国人による日本の制度の評価、批判

● 国際化のすすんだ都市の状況を体験的、総合的に教えるための情報

〈組織 ・制度の不備に対 して〉

● 各国の制度とその背景についての歴史的視点の分析

● 諸外国の制度やシステムに関す る情報

● 海外の組織 ・制度の紹介

〈合意形成の欠如に対 して〉

● 国際的な感覚を養 うために、'海外での思考方法や生活感覚と日本との比較情報

⑨ 消費者 ・企業 に関す る情報資源(リ ソース)

消費者 の生活 向上 に関 しては、消費者 のニーズを正確 に把握 した情報が必要 であ る。

一方
、消 費者 はモ ノを消費す ることによ って、社会や 自然環境 に対 して多大 なイ ンパ ク

トを与 えてお り、 この ことは消費者 自身が十分に認識 していなければな らない。

この ような背景か ら、消費が環境に及ぼす影響 を示す情報資源(リ ソース)が 要請 され

てい る。
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〈企業の行動 ・意識に対 して〉

● 消費者の真のニーズを正確に把握 した情報

● 人間の社会活動に関係する広い分野の定量 ・定性情報

● 地域、人などを含めた環境情報

● 個別の消費形態とそれが環境 と資源に与えるインパクト情報

企業に関 しては、 「経営理念 ・戦略」などの企業活動にともなう情報の透明化や公開が

求め られている。

また、企業経営や採算性とは直接的な関係がない 「企業文化」に関する情報への要請も

み られる。

〈企業の行動 ・意識に対 して〉

● 経営理念 ・戦略の変化と内容調査

● 企業活動の透明化を促す情報(目 的、意思決定、モラルなど)

● 企業文化を豊かにす る非金銭的、非数値的尺度の構築に役立っ情報(社 員の喜怒哀楽

に関する情報など)

⑩ ジ ャーナ リズ ムに関す る情報資源(リ ソース)

ジャーナ リズムに関 しては、報道 の偏 向性 にっ いての問題が取 り上げ られてい る。誇張

した表 現 を しがちなジ ャーナ リズ ムに対 して 「自己抑制」を求め、 「報道 と情報 の区別」

を要請す ると共に、 「歴史 ・哲学 に裏打 ちされた客観的 ・多面的 な情報」 「事象 を記録す

るだけで な く、判断 を求め る情報 の伝達」が今求め られ ている。

● 報道と情報の区別をするための情報

● 歴史 ・哲学に裏打ちされた客観的 ・多面的情報

● 事象を記録するだけでなく、判断を求める情報の伝達

● 「新聞の新聞」的なデータの収集と公表
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⑪ 日本人 の意識 ・行動 に関す る情報資源(リ ソース)

政 治 ・行政 の不備や国民の行動 ・意識を正すためには、国民の意識や ニーズ を把握す る

ための調査 を行 い、その結果 を情報資源(リ ソース)と して提供す ることが求め られてい

る。対象者か らの回答 の中では、 「国民意識、生活、福祉」 に関す るニーズ を正確 に把握

し、それ に基づ いた政 策立案がで きるデータベースが求め られ ている。

〈政治 ・行政の不備に対 して〉

● 国民意識、生活、福祉に関するニーズを正確に把握 し、それに基づいた政策立案がで

きるデータベースを リアルタイムで表示。地図を活用。人 々の表情 ・動作、日常会話、

意見なども活用

● 国民の意識動向、国際世論の動向情報

● 地域に基づいた生活情報

〈国民の意識 ・行動に関 して〉

● 国民の主要課題に対するアンケー ト調査の結果(国 民の意識の変遷)

● 感性を活用 した調査 と解析(本 音を引き出せる意識調査)

● 公正な世論調査(国 内外の一般市民対象)

● 生活満足度、人生設計調査

● 国際的な問題解決の現状や国民の意識

〈合意形成の欠如に対 して〉

● 世論調査等を通 じて、民意を数量化 した情報

● 国民の健康で快適な生活水準を確保するために必要な政治 ・経済 ・社会環境の指標と、

水準達成または維持するためのコス ト情報

〈思想 ・哲学 ・理念の欠如に対 して〉

● 人間の意識、論理、行動等に関する基礎的情報

● 自然環境にっいての国民の意識行動

35



⑫ 方法論に関する情報資源(リ ソース)

思想 ・哲学 ・理念 の欠如、政治 ・行政の不備、 あるいは国民の行動 ・意識や人材の問題

を正す ため には、感性 に訴え る情報 の重要性がのべ られ てい る。 「テ レパ シー、,第六感、

イメージ」 などによる情報資源(リ ソース)が これ にあた る。 「危機管理 システムにおけ

る リアル な情報提供」で は 「バーチ ャル リア リテ ィ」の活 用が期待 されて いる。

意思決定の欠如 を正す ためには、望 ま しい将来像 を得 るための シミュ レーシ ョンの必要

性 が述べ られている。

政治 ・行政の不備 に対 しては、経営工学の品質管理思想 を導入す ることが求め られてい

る。

〈思想 ・哲学 ・理念の欠如に対 して〉

● 感性に関する情報

● 現在の世界の任意の地点の状況をイメージ(動 画)で 検索(日 本と外国の情報を同一

手続 ・料金で検索)

● アメニティの感性評価

● 個々の課題に関す る原因、過程、結果、解決方法

● 地域の風土や思想的背景を形づ くる上で重要な知識の付与

● 人類の過去の遺産の百科事典的整理 とその有機的な連携

〈意思決定の欠如に対 して〉

● 複数の課題解決の条件と実行結果の予測値を文字あるいは画像で示 したもの(過 去、

現在、未来にっいてのシミュレーシ ョン)

● 過去と現在の因果関係を示す情報、シミュレーシ ョン

● 課題に関する関係因子 と、ある決定をした時の影響を得 られるサポー ト情報

● 理性的認識よりも感情的認識に訴えるような映像情報や感性情報

〈合意形成の欠如に対 して〉

● 少数意見を含めた個人の行動のデータベース化と多数決プロセスの解明(民 族間紛争、

国家間地域紛争を防 ぐための 「全地球規模の将来像」の提示)

● 複数の主観的情報を互いに論争 させるような場のリソース
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〈政治 ・行政 の不備 に対 して〉

● 危機管理 シス テムにおける リアルな情報提供(視 覚、聴覚、触覚 に訴え るバーチ ャル

リア リテ ィ)

● 温か くうるお いのあ る情報(や わ らか な情報伝達)

〈国民の行動 ・意識 の問題 に対 して〉

● テ レパ シー。人間 の感性(嗅 覚、第六感)。 パ ニ ックイメージ情報

● 映像情報。多 チ ャンネル情報。総合情報

● 論点 にっいての考 え方、キーワー ド、 ロジ ックを明確 に理解 でき る情報

〈人材の欠如に対 して〉

● 第 六感 など創造力、感性、 イメージを生み 出す サポー ト情報

● 自然 ・社会 ・経済 システムの相互関係 の追求
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3.2.2利 用 システム(情 報資源 を活 用す るための システム)

情報資源(リ ソース)を 活用す るための利 用システムについて、その考え方 と具体 的な

システムの事例に分け て、対象者か ら得 られた回答 をもとに して明 らか に した。

① 利用システムについての考え方

主観 と客観、定性的 と定量的 とい った情報 資源(リ ソース)を 包括的 に利 用で きるシス

テムを指向 した ものにな っている。 それには柔 らか な論 理、 システムへの 自由なア クセス、

簡便な利用 とい ったものが前提 とな ってい る。

〈主観情報、客観情報の取扱い方〉

● 定性的情報 と定量的情報を長期にわたって連続的に得るシステム

● 主観と客観が入 り交 じった情報を扱 うシステム(客 観性にはバ リデ ィテ ィ(妥 当性)

の基準が必要)

● 主観情報と客観情報を分離 して提供す るシステム

〈未来情報、予測 シミュ レー シ ョン、モデル化〉

● 現在の課題か ら将来の予測がで きるシステム

● ツ リー構造か らネ ッ トワーク構造への転換

● 非数値モデルで も解が得 られ るような計量モ デル化

〈対話型、参加型システム〉

● 同時参加型 システム(臨 場感を重視)

● 対話型で利用でき、理念や意思決定によって、それがもたらす影響や結果をシミュレ

ーシ ョンして、誰でも容易に観察できるように視覚化

● 他の人との意見交換ができ、そのプロセスを体験す ることにより自己形成ができるよ

うなシステム

● 人間の五感すべての面で表現された情報の展開

● 行動を通 じて習得することができる情報の利用システム

〈課題設定解決型 システム〉

● 課題設定自己解決型システム
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● 情報を判断 し、行動計画をっくるシステム

● 課題に対 して情報を自動的に検索 し、関連事象の有無を提供できるシステム

● 個 々のリソースをどう選択 し組み合わせるかといった価値判断の入った総合的情報提

供

● 問題発掘型 システム

〈柔 らか なシステ ム〉

● 個 々人 の情報理解力 に応 じて情報の量 ・質が決定 され るシステム

● フ レキシブル、 ソフ ト、 フラ ット構造 を重視

〈情報の選択 ・加工〉

● 情報を平面化、立体化 し、イメージとして把握(情 報 ・数値の類型化)

● 言語処理にあたり、情報検索から意味分析、内容分析、数量化へすすむシステム

〈アクセスが容易なシステム〉

● 誰でもどこでも比較的安いコス トで リソースが入手でき、多面的に利用できるシステ

ム(リ ソース利用の民主化)

● 情報流通の多チ ャンネル化

● 自由な情報アクセス

● 情報発信者か ら受信者に至る中間段階ができるだけ短い直接メッセージシステム

〈システム構築の方針〉

● ワンポ イン ト情報 の高次加工(第1段 階)、 ハー ド構造か らシミュ レーシ ョン可能 な

形態へ の移行(第2段 階)、 行動の とれ る情報へ(第3段 階)

● 個別情報 か らグローバル に共通す る情報へ。積み上げ思考か らコンセプ ト重視思考へ。

時間管理か らビッ ト管理へ

● 標準化、情報交流 の促進、相互運用性 の確保 をはか るためのオー プンシス テム(マ ル

チベ ンダーマシン方式等)

● マルチ メデ ィア利用情報

● リサ イクル を考えた システム(有 益 な情報 が創造 され て も利用過 程で廃棄 され ること

が多い)

● 機器がすべて共通 のイ ンターフェースで連結 されること

● 複雑 な社会 ・自然現象 を全体 と して把握で きるシス テム
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● 判断材料を提供できるシステム(例 えば、産業構造のアナロジーとして、生態学的な

すみわけ論や遺伝学的生き残り論 など。政治判断のアナロジーとして歴史や文学な

ど)

● 関連分野をすべて含み、二次元的、三次元的にとらえられるシステム

● マルチメディア型の文化遺産検索システム

〈環境整備、支援体制〉

● 公的機関における民間データベースの利用

● 社会システムの構築のための世論形成

● 情報の共有化

● 社会文化の仕組みを改善 し、在来の通信 ・放送以外の分野(医 療、教育、福祉等)の

制度の改変

● アシス トシステムの充実(辞 書、関連情報などの付随情報が瞬時に得 られる)

② 具体的な利用システムの事例

双方向 ・広域ネ ットワー ク、表示機能 の多様化、高度化 とともに、意 思決定 のための情

報 資源(リ ソース)の パー ソナルなシステムに関す るものが多 い。

〈知識 ・知恵 の活用 に関す るもの〉

● 人間の知識 を蓄積 したマルチメデ ィア ・デー タベースへ共通 のネ ッ トワー ク/イ ン

ター フ ェースでアクセスで きるシステム

● 入手 したデータを利用者が 自由に編 集 ・加工 し、新た な情報 を創造で きるシステム

● 常識的 な知識 データベースの活用 シス テム(ベ ビーブーマー、OLな どとい った、か

な り流動的で意思決定や選択 に影響 を及ぼす常識 ・知識 の活用)

● 様 々な背景 をもっ人間の評価 ができるシステム

● 知的資源 の活用 に関す るスペ シ ャリス トが必要資料の検索、紹介 などを行 う新 しい図

書館

〈体験学習システムに関するもの〉

● 他者の体験を自らの経験として習得できる学習システム(戦 争体験、エイズなどの体

験を通 じて相手を理解 し、発言できる国際人の育成システム)
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● 政策選択 の結果 が一定 の条件の もとで シ ミュ レー シ ョンで きるシステム(選 択肢 に

よ って環境指標 が変動 し、 コス トや政策 の評価が可能 となる)

● 生涯教育 と して、大学 の講義が受講 でき、質問で きるシステム

〈翻訳、言語伝達システムに関するもの〉

● 多言語の自動翻訳可能なネットワークシステム

● 世界の言語 自動教育システム

● 法令等の意味解釈システム

〈技 術 イノベー シ ョンに関す るもの〉

● 双 方向 システム

● 広域 ネ ッ トワークシステム(例 えばB-ISDN、 インターネ ッ ト、通信衛星 システ ム)

● 画像 ・映像の分類検索 システム

● 過去の情報か ら未来 の情報へ の転換 システム(非 平衡的、非線型 的情報、CGに よる

呼び 出 し、情報 の評価機能が必要)

● 状態 ・状況傾向等説 明システ ム

● 説 明付推論 システム

● イメージ獲得、イメージ認識 コー ド変換 システム

● 音声獲得 システム

● 官能、 感覚属性獲得 システム

〈情報利用の利便性を高めるシステム〉

● 公共メディアを通 じて、ファイルされた国際情報(技 術、芸術、環境、福祉等)を 中

央で管理 し自由に選択できるシステム

● 多数の国民に情報を発信 し、意見を受信できるシステム

● 公正な組織体系をっ くり、それと契約 した家庭が情報を受け取るシステム
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3.2.3利 用技術(情 報資源や システムを活用す るための技術)

情報資源(リ ソース)や システムを活用するための利用技術について、その考え方と具

体的な技術の事例に分けて、対象者か ら得 られた回答をもとにして明らかにした。

① 利用技術にっいての考え方

符号、手続 き、論理 とすす んで きたアプローチか ら、パ ター ン、感性 とい った柔 らか な

論理 による利用技術へ と移行 している状況を読み とることがで きる内容 とな って いる。 い

わ ゆる、 カオス、 フ ァジー とい った キーワー ドで表わせ る もので ある。

〈課題解決型技術〉

● 若干のあいまいさを許容 して、推論を重ねる論法の開発

● 情報を加工 して 自らの結論や考え方を形成する技術

● 初期的情報を人間の思考過程に合わせて加工 し、現状及び将来の方向性を示す技術

● 専門分野、一般分野など利用 目的ごとのニーズ分析技術

〈判断 ・評価技術〉

● 総合的判断に対する評価技術(通 信添削の実現)

● 評価技術(シ ステム評価、データ評価、結果の評価)

〈情報処理技術〉

● 情報処理技術と複雑適応系科学の相互補完

● 情報処理過程のデ ィスクロージャー

● 情報独占を排除するための操作性の向上

● 関連情報を検索する技術

● 定性的要因の定量的手法あるいは定性的要因を直接変数 として処理する技術

● データベース高度化にともなうハー ド面、 ソフ ト面での互換性を高める技術

● 認識に関す る基礎的研究

② 具体的な利用技術の事例
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オブジ ェク ト指 向、 自動翻訳 とい った コンピュー タテクノロジー、 デー タベー スの機能

向上 や情報圧縮技術 、マルチメデ ィア、バーチ ャル リア リテ ィとい ったプ レゼ ンテーシ ョ

ン技術 があげ られて い る。

〈ハ ー ドウェアに関す る もの〉

● 自己組織化 コン ピュー タ

● ハ ー ドフ リー アクセス、 日常言語型 プログラム、 自然語 によるオペ レーテ ィングシス

テム稼働、マルチ メデ ィアアクセス型 などが可能 なコンピュー タ

● 並列 プロセ ッサ利用技術

● 入力技術(あ らゆる情報が入 る貯蔵庫づ くりと、そ こか らユーザーが 自由に情報 を取

り出す技術)

● 心身 にハ ンデ ィキ ャップをもった人が アクセスで きる入力技術や機器の開発

● 高度情報 ネ ッ トワー クを低廉で簡便に利用で きるようにす る情報圧縮技術

〈イメージ ・プ レゼ ンテー シ ョンに関す るもの〉

● 人間の 「気」 と西洋 的な知的技術の融合

● 高度プ レゼ ンテー シ ョン技術(異 なる分野の理解を促進す るため、マルチ メデ ィア、

バーチ ャル リア リテ ィなどを駆使 し、 インタラクテ ィブに表現す る技 術の開発)

● 人間の感性 に近 づける ヒューマ ンインターフ ェースやハ イパ ーメデ ィア、二世代 フ ァ

ジーに関す る技術

● ホ ログラフ ィによ って人の立体映像を送 り、遠 くにいる人 が同 じ部屋で会議がで きる

よ うにす る技術

〈言語、翻訳に関す るもの〉

● 日本語意味理解技術(長 文の要約、キーワー ド抽出等を自動化する技術の開発)

● 自動翻訳技術

● 知的秘書/司 書機能をもつ端末機の開発技術

● 言語翻訳、音声認識技術

〈デー タベースに関す るもの〉

● オブ ジ ェク ト指 向 と分散 デー タベース

● デー タベースの機能 向上(自 動構成 システム。編集機能等)

● モニ タ リング とデータの評価 をす る技術
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3.3知 的資源整備に関する具体的な政策

知 的資源 の整備 をはか ってい くためには、次のようなものが必要 となろう。 まず、情報

基盤を含むハ ー ドウェア と基本的 なソフ トウ ェアの開発、それ らを活用 して くため の教

育 ・訓練(経 験 ・叡智)、 さ らにその環境 を整え るための法制度の改善 と国際化 の推進が

あげ られ る。

以下に、対象者か ら得 られ た具体 的な回答 をもとに、知的資源整備 に関す る具体 的な政

策の内容 を明 らかにす る。

3.3.1情 報 に関す る基本的社会的 インフラス トラクチ ャーの整備

光 ネ ッ トワー ク、マルチメデ ィア情報網、衛星通信 システムとい った研究 レベルの段 階

か ら、インターネ ットやCATVの ような既存 の商用 レベルの ものまで の整備 と普及 ・育

成が要請 されて いる。情報資源(リ ソース)の 利用形態の特色は、双方 向性、 インタラク

テ ィブ性 にあ り、その使用 にあた って は価格の低減化 を指摘 してい る。

〈情報通信 ネ ットワー クの整備 に関す る もの〉

● 情報通信ネ ッ トワークの整備(光 通信、マルチメデ ィア、衛星通信 、B-ISDN)

● インターネ ッ トの普 及とCATV網 の育成

〈情報通信の具体的内容に関す るもの〉

● 視覚をともなう双方向ネットワークの整備

● 対話型システムの普及促進

● ハイビジ ョン技術を含む映像技術

● マルチメディア、バーチャル リア リティ等の技術開発への助成

〈情報通信の整備に関するもの〉

● ミニテル レベルの安価な簡易端末の普及

● 通信費用の低減化

● 情報格差の是正
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〈データベース に関す るもの〉

● 科学技 術庁や工業技 術院傘下 の国立研究機関 の間で、研究開発情報 、データベ ース、

ソフ トウ ェアがや りとりできる基幹ネ ットワークの整備

● 専門家がサー ビスを提供す るNPO(NonProfitOrganization)を 全 国9ブ ロ ック

に設置。

〈コン ピュー タに関す る もの〉

● 大記憶容量 の高速小型 コン ピュータの普及

● ハー ドの単機能化(シ ンプル化)。 多機 能はオプシ ョンとす る

〈研究開発〉

●R&Dへ の投資

● 実証的研究の実施

〈情報関連施設の整備に関するもの〉

● 博物館、資料館の専門化

● 学術情報ネ ットワークの整備、ネ ットワークベース(電 子図書館)の 設置

● 国家的な情報機関の設置

● 情報資源と利用システムを研究開発する機関の設立(国 立長期政策研究所の設立、地

球環境戦略シンクタンクの設置、国家的課題対応シンクタンクの設置)

● 情報化相談所。 コンピュータ訓練センターの設置

● 分散型オフ ィス、マルチ ・ハ ビテーシ ョンの産業業態やライフスタイルの変容に対応

した活動拠点の整備

● マルチメデ ィアセンター等の次世代型の情報の受発信、利用 ・活用拠点の整備

● 財政投融資を道路 ・港湾から光ファイバー、人工衛星、センター開発へ

3.3.2基 本 的 ソ フ トウ ェアの整 備

ソフ トウェアの利便性か ら、それ ら相互の互換性 と標準化が あげ られ る。 また、ユーザ

フ レン ドリなイン ターフ ェースの開発や 、既にあ る公的 な情報資源(リ ソース)の デー タ

ベース化や統合化 の整備 が望 まれてい ることがわか る。
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〈ソフ トウ ェアの利用 に関す るもの〉

● ソフ トの互換性、標準化

● パ ソ コン通信 ・マル チメデ ィア通信 ソフ トの開発

● アプ リケーシ ョン機能 を越えて協調作業 の推進をはか るグループウ ェアの技術 構築

●UNIX系 ソフ トの開発

● 情報操作 の危険回避 のための ソフ トウェアの開示

● 目的別OSの 整備 、開発及び標準化

● オープ ンシステム構築 のための ソフ ト開発

● 多 目的パ ッケージの開発

● パ ソコン、 ワープロ機種 間のデータ交換を容易 にす る

〈利便性 に関す るもの〉

● プ レゼ ンテー シ ョンを有効にす るグ ラフ ィック化技術の開発

● 汎用簡易 シ ミュ レーシ ョン

● 多面的 な相関関係 を追跡で きるシミュ レーシ ョンソフ トの開発

●OSや ソフ トウ ェアを意識 しないで コンピュー タが利用で きること

● 難解 な ソフ トを含む コン ピュー タ用語の廃止

● リアル タイムで調査 データの表示で きるソフ トの開発

● 素人 が簡単 にアクセスできるソフ トの開発

〈データベース に関す るもの〉

● デー タベース 自動更新 ソフ トウェア

● 学術 ・経済 ・産業分野の情報 のデータベ ース化

● 政治 ・経済、社会的環境指標 に関す る大規模デー タベ ース

● 専門家 の評価 ・選択 を経た情報 の整備

● 印刷物 ・映像情報 の所在 を示す デー タベース

● 国、地方 の政治 ・経済 ・文化 ・国民生活に関す るデー タベース

● 企業情報(財 務、経営管理、人事評価 など)の 整備

〈言語、国際化に関するもの〉

● 新 しい言語の開発

● 日本語アルファベ ットの研究(漢 字を含む一義単線的配列の決定)
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● 自動翻訳の実用化

● 国際規準に合ったソフ トの開発

● 日本語処理、翻訳等のソフ ト開発

〈研究開発 ・助成に関す るもの〉

● ソフ ト開発のため の国家予算の増額

● 基本 ソフ トを整備す る情報 セ ンターの設 立

● ユーザ インターフ ェース開発 の支援

● 基本 ソフ トの開発投資 とオープ ン化

● ソフ トの貯蔵庫づ くりの支援

3.3.3教 育 ・訓 練 の推 進

初等教育か らの情報教育 の推進 ・強化 を指摘す る意見が多 い。 一方、大学や公共施設の

利用 と リカ レソ ト教 育の確立 も指摘 されて いる。情報教育の内容では、モ ラル、 リテラ

シーという面 に重点がおかれた ものにな って いる。

〈学校教育の充実に関す るもの〉

● 初等 ・中等 ・高等教育における情報教育の推進

● 大学における情報教育の強化

● 大学施設の開放と生涯教育、社会人教育制度の確立

● 障害者への配慮をもった教育環境

● 高齢者への適応可能な教育設備

〈教育方針 ・教育内容に関す るもの〉

● 創造性開発教育

● 情報マ イ ンド/リ テラシーの酒養

● 考え ることに重点 を置 く教 育

● 情報 の選択眼や情報 の権利 関係 に関す る教育

● コミュニケー シ ョン、プ レゼ ンテーシ ョン、デ ィスカ ッシ ョン能 力の向上 プログラム

● 知識 を使 いこなせ る知恵あ るいは情報操作の重視

● 文化面 での教育 ・実習体制

47



● 言語、歴史、地理教育

● 人間の生き方、あり方、倫理、モラルに関す る教育

● 日本文化の発展を促す創造力教育

● 世界観に基づ く教育と総合的判断能力の向上

● 知的触発や人間関係の増幅に視点を置いた 「意識通信」

● 専門家の人間性、社会的常識の酒養

● 情報を理解 しその重要性を認識できる国民 レベルの向上

〈人材養成に関するもの〉

● 図書館ライブラリアンの養成、図書館司書資格授与制度(単 位、カリキュラム、教員

等)の 改革

● 総合的な判断が可能な人材の育成

● 情報を抽出 し、発信する人材の育成
、

● 情報 プロデ ューサー、 リー ダーの育成。専 門家 に高度 な訓練 を行 う集 中投資型教育

● サテライ ト ・コーデ ィネー ター などのニ ューメデ ィア時代 に対応 した新専 門職 の育成

〈教育制度に関す るもの〉

● 個性化に向けた変動カリキュラムと自宅学習制度を取 り入れたフリータイム(フ レッ

クス)制 の導入

● 異事門間協業を推進する学際対策

● 教育訓練の民営化

〈施設整備に関するもの〉

● 高等研究所の設立(情 報資源の高度利用)

● 情報資源開発訓練機関の設置

● 図書館博物館などで個人が自由に体験 しなが ら学べる場の提供

● 情報センターにおける教育

3.3.4法 的制度の整備 ない し改善

規制緩和 と法制度の見直 しを指摘するものが多 く見られる。また、知的所有権の保護と

保護対象となる情報資源(リ ソース)の 利用との調整の必要性が要請されている。 コン
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ピュータ創作物 の権利 保護や マルチメデ ィア ・ソフ トの権利処理 とい った ものが提言段階

にある状況 を反映 した もの とな ってい る。そ して、 プライバ シー保護 と情報公開の促進が

同 じ割合で あげ られて いる。

〈制度改革に関す るもの〉

● 規制緩和

● 企業合併の緩和

● 情報の 目的外利用の禁止

● 国立国会図書館法、図書館法、 日本科学技術情報センター設置法など、既存情報サー

ビス関連法の見直 し。国立総合情報処理センターの設立

● 移動体通信などの通信分野の充実

● 通信 と放送との障壁の除去(NTTの 分割)

● 医療 ・教育 ・福祉等の行政手続が通信ネ ットワークで処理できるように、法制度の見

直 し

● マルチメデ ィアに対応 した権利の制限

〈知的所有権に関するもの〉

● 知的所有権の保護と著作権、複写権の保護

● 特許法改正

● 情報の高度利用 と権利(人 格権、所有権、財産権)の 調整

● ソフ トウェアの権利保護制度の見直 し(著 作権法、工業所有権以外の法的保護の検

討)

● ソフ トウェア開発契約の改善(代 金支払条件の法的改善)

● 情報使用権、情報参加権の体系化

〈プライバ シー保護と情報公開に関するもの〉

● プライバシー保護と情報公開

● 情報セキ ュリテ ィと情報公開の トレー ドオフ

● 国や特殊法人の研究成果の固有財産に関する問題

● 省庁への情報の収集 と提供の義務づけ

〈犯罪の防止に関す るもの〉

● 情報倫理に関す る体系化
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● 情報犯罪の防止

〈資格に関するもの〉

● 情報処理技術者認定試験を資格試験に変更

● 情報資源取扱資格の認定

● 法制度 コンサルタン ト業務の認定

3.3.5国 際協 力

〈国際情報ネ ットワークの構築に関す るもの〉

● 国際情報通信ネ ットワークの整備

● 標準 ソフ トや機器の共通規格化

● 巨大 プロジェク トの設立と相互協力

● インターネ ット端末の増設と東南アジアへの拡大(日 米協力が必要)

〈途上国援助に関するもの〉

● 技術移転 ・援助

● 発展途上国への機器や ソフ トウェアの供与

● 通信衛星や処理機器による情報ネ ットワークの整備

● 東南アジアに対する国際協力体制の確立

● 政府援助以外の協力体制の確立

〈国際交流に関するもの〉

● 人的交流の推進

● 人材の国際的な公募

● 研究者、学者の交流の増加

● 途上国の人的資源、文化資源 との交流

● 長期滞在型プロジェクトによる日本の人文 ・社会 ・自然科学の紹介

〈情報公 開、情報交流データベース整備 に関す るもの〉

● 各 国の政治 ・経済 ・文化 ・生活 に関す るデー タベースの共有

● 各国の文化育成、環境保全活 動 などの情報 の収集 ・提供
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●

●

●

●

●

各国の情報センター、在外公館との情報交換と研究協力

情報資源国際協力機関の設置

海外への情報公開

情報の平和利用への協力

環境問題にっいての情報交換

〈国際的な法体制の整備に関するもの〉

● 法制度のハーモナイゼーション

● 国家安全に対する秘密保護

● ハ ッカー防止対策

〈言語、翻訳に関するもの〉

● 日本語データベースの英文化

● 翻訳機能の改善

● 自動翻訳システムの整備

● バ イリンガル出版物の作成
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〈資 料 編〉

資料1

「21世 紀にむけての我が国の課題対応 と

知的資源の整備についての有識者調査」 (第1回 調査)

調査項目と集計結果





有 識'者 調 査(第1回 調 査)の 結 果

調 査 概 要

1.調 査対象者
(回収数)

大学等 の高等教育機関 ・研究機関 81

民間企業 67

行 政機 関 ・行 政 関 連 団 体 40

評 論 家 ・ ジ ャ ー ナ リ ス ト、 民 間 団 体 等 22

合 計1210

2調 査方 法 郵 送 法

3.調 査 時 期 平 成5年10月 下 旬～ll月 下 旬

21世 紀 へ の 問 題 提 起

121世 紀 に 向 か 。て、 世界 全体 もまた 日本 も、多 くの 課 題 、困 難 を抱 え て い ます 。

高度 技 術 化 、 高度 情 報化 の進 展 の な かで 、社 会 の多 くの 面 は ます ます 密 接 に結

びつ き、 そ の 関係 は よ り一 層 複 雑 化 しっ っ あ り ます 。 ま た、 グローバ ル化 の進 展

の 中 で、 世 界 全 体 と 日本 との結 びつ きは強 ま り、 日本 が 国 際 的 な 貢献 を求 め られ

る こ と も多 くな って きま した。 す べ て の問題 は、 総 合 的 、 全 地 球 的、 そ して 長期

的 な観 点 か ら考 え な け れ ば な らな くな りっ っ あ ります 。 そ して、 多 くの 課 題 を解

決 す るた め に は 、 多 くの分 野 の情 報 、専 門 的知 識 が 必 要 と され るだ けで な く、 そ

れ らを高 い 見地 か ら見 て、 総 合 的 に判 断 し、 具 体 的 な 意 思 決 定 に結 びつ けな け れ

ば な りませ ん。 さ らに、 それ を具 体 的な 政策 や行 動 を通 して 、 実際 に有 効 に適 用

しな けれ ば な り ませ ん。

しか し、 現 実 に は、 そ れが 円滑 に行 わ れ て い る とは 言 え な い場合 が 多 く、 少 な

か らぬ 問 題 、 困難 にぶ つ か って い ます。

問1.あ なた は 、上 記 の よ うな問 題 提 起 にっ い て 、 ど うお 考 え で す か。

賛 成(解 決 は 困難 で あ る と思 う) 127 60.5%

反 対(解 決 す る こ とが で き る と思 う) 41 19.5

どち ら と もい え な い 42 120.0

合 計12101100.0%

問2あ な た が そ の よ うに お考 え に な る のは なぜ で す か。

1解 決は困難 であるという理由1

〈思 想 ・哲 学 ・理 念 の 問 題 〉(15)

● 歴 史的 ・民 族 的 な 差 異 を超 越 した思 想 の 欠 如

●
●

●

●

●

●

●

学識 を越 え た 広 い 世 界 観 を もつ り一ダ ー ・思想 家 の 不 在

価値 観 ・歴 史 観 の 「個 人 の幸 福 の 追求 」へ の変 革

経 済 効 率 が 通 用 しな い こ と

過去 の企 業 倫 理 を 越 え た協 調 が必 要で あ る こ と

経 済 的価 値 の 重 視 に よ って、 人 類 を豊 か に す る手 段 を 目的 化 して い る こ と

国民 意 識 が 国 益 や 公 共 の福 祉 よ りも個 人 の プ ラ イバ シー を優 先 して い る こ と

私権 の主 張 が 強 す ぎ る こ と
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●

●

●

●

●

●

●

一国 の利益 は あ りえ な い とい う シ ェア リング の思 想 の欠 如

全地 球 的、 長 期 的 な 自生 へ の 思 い や りの 欠如

問題 が 複 雑 かっ 多 角 的 で あ り、線 型 な 小 問題 に分 離 で き な い

異 な る価 値観 、 専 門 的 知 識 の 総 合化 が 困 難

解 決 に必要 な の は知 識 よ り知 恵 で あ る とい う考 え 方 の欠 如

知 的活 動 の質 の 向上 を 中 心 と した経 済 成長 を考 慮 す る こ とが 必 要

物質 文 明 を追 求 す る あ ま り、 精 神文 明 とのバ ラ ンス を欠 い て い る

〈世 界 の情 勢 が 不安 定 で あ る と い う問 題 〉(28)

● 利害 の異 な る国 の合 意 ・協 調 が 困難(7)

● 奪 い合 い の世 界 を調 整 す る機 能 の欠 如

● 国益 に立脚 した主 張 が通 りや す い風 潮

● 国家 の政 策 ・行 動 が 総 合 的 な 見 地 に立 って行 わ れ て いな い

● 新 しい秩 序 がで き る まで 混 乱 が 続 く(2)

● 国益 や民族 ・宗 教 の利 益 が 優 先 す る(3)

● 国家 間の主 義 主 張 、 政 治 体 制 、 利害 が 異 な って い る

● 紛争 解 決 を す る よ りど こ ろ とな る主 義 主 張が な い

● 先進 国 と途 上 国 と の価 値 観 の 相違(2)

● リー ダ ー シ ップ を とる国 や グル ープが 存 在 しな い

● 先進 国 の途 上 国 の人 口問 題 等 へ の 支援 対 応が 不 十 分

● 民族 化(部 分)と 国 際 化(全 体)と の調 整 が困 難

● 地 球 は有 限 の土 地 ・資 産 で あ るに もか か わ らず 、 無 秩 序 な 成 長 が 続 いて い る こ と

● ボー ダ レス 化が う ま く進 展 しない(2)

● 西欧 的 価値 観(技 術 重 視)と 東 洋 的価 値 観(精 神 重 視)と の 相 剋 が あ る

〈意 思 決定 の問 題 〉(11)

● 総 合的 な判 断 を し、 決 定 を す る人材 の不 足(2)

● 政 治家 が 決断 しな い こ と

● 情報 を分析 し、 総 合 判 断 をす る政策 ス タ フ(グ ル ー プ)の 欠 如(2)

● 長 期 的 な展 望 で の判 断 が 不 十 分(2)

● 最 適解 とア ク シ ョ ン との 乖 離

● 時 を 待 たな い素 早 い判 断 の欠 如

● 全地 球 的 な視 野 を も って 決 断 す る勇気 の 欠如

● 受動 的な 国際 貢 献

〈合 意 形成 の問 題 〉(14)

● 国 内 での 利害 対 立(4)

● 総 合 的、 全地 球 的、 長 期 的 観 点 か らの合 意形 成 の不 備(2)

● 世 界 の指 導者 と して行 動 す る コ ンセ ンサ スの欠 如(2)

● 政治 的 ・経 済 的 対 立 回 避 に向 けて の リー ダ ー シ ップ の欠 如(2)

● 指導 者 が 利 己 的

〈政 治 ・行政 の問題 〉

●

●

●

●

●

●

●

●

●

(12)

総 合 的、 全 地球 的思 考 の欠 如(4)

硬 直 的 な対応 。 近視 眼 的 な シ ス テム

規 制.、保 護 政策 慣 行 の存 在

官 僚 の意 識 が 低 い こ と

政 治 家 が地 域 利益 に走 る こ と

官 僚 を リー ドす る 政治 の欠 如
一一貫 した政 策 展 開 が 困難(与 野 党 対立)

役 割 分担 が 不 明 確

政 治 ・行政 の 目的 が不 明 確

〈組織 ・制 度 の問 題 〉

●

●

●

●

●

(6)

総 合 的 な判 断 を す る人材 ・組 織 ・研 究 の不 足(2)

既 得 権益 を もっ 組織 の硬 直化

セ クシ ョナ リズ ム に よる 全 体 的視 野 の欠 如

規 制 に よる既 得 権 の 護持

官 僚 制度 の弊 害
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〈企 業 の 問題 〉(3)

● 目先 の利 益 に走 る

● グ ローバ ル化 へ の 対 応 が 不十 分

● 企 業 至上 主 義 の社 会 制度

〈日本 人の 行 動 ・意 識 の問 題 〉(17)'

● 議 論 ・デ ィベ ー トが 下手(2)

● 国 際 的 義 務 を 果 たす こ とに 消極 的

● 和 を以 て 貴 し となす は 、 国 際 的 には 通 用 しな い こ と

● 戦 後 の 平 和 な 時代 に育 った 人 が増 え て い る こ と

● 意 識 や教 養 が 低 い(事 象 の 背 景 を考 え た り、 議 論 を つ くす訓 練 が欠 如)

● 国 際 問 題 に対 す る無 関 心

● 異 質性 を嫌 い 、 同質 性 を 好 む メ ンタ リテ ィ

● 現 地 化 に よ る分 権 は不 得 手

● 専 門家 が いな い の で 、広 く浅 い対 応 とな る こと

● 急 速 な国 際 化 は 困難 な こ と

● 自己 中心 的 な 意 識

● 自己抑 制 が で きな い

● 各 論 優 先 の国 民 性

● 過 剰 な 自己顕 示 と 自信

● 閉 鎖性 が 強 い

● 宗 教 ・文化 に対 す る理 解 が 足 りな い

〈情 報 に っ い て の 問題 〉

●
●
●

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

●
●

(19)

政策決定に必要 な情報の欠如

事業推進機関が十分な情報を持 っていないこと

知識のみで知 恵の情報が欠如

国際的な コ ミュニ ケーシ ョンの不備(2)

情報や知識が どのよ うに役立つかが不明確

情報化の メリットが生か されていない

情報収集分析が弱体

情報収集 に対す る情報加工技術の遅れ

正 しい判断をす る情報が少ない こと

立場 によ って情報が入手で きない こと

情報公 開が不十分(3)

専門化に より、総合的な視野か らの学際的研究の欠 如

専門 化によ り、知識全体 と個人の認知能力の乖離

情報 の独 占

判断 基準に思想がない

情報入手のための社会的基盤 の未整備

解 決 す る こ とが で き る とい う理 由

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

日本 人 の知 的 水準 は 高 くな って きて い る

人 間 の 知 識 に は無 限 の もの が あ る(2)

人 類 は歴 史 か らの 教訓 を知 って お り、 先 見 の明 が あ る(2)

時 間 はか か るが 、技 術 の進 歩 、人 間の 英 知 に よ り、 解 決 可能(3)

現 在 は歴 史 の転 換 期。 不 安 定 な 時期 を脱 出 す る過 程(3)

総 合判 断 は現 在 で は 困難 で も、将 来 は可 能

意 思 決定 の模 索 は 可 能

我 々 の思 考 や政 治 ・経 済 、 企 業 等 の体 制 を環 境 に順 応 させ れ ば 、 解 決可 能

国 連 の 指 導 力 強化 、 各 国 間 の交 流 、世 界 理 念 の統 一 を 図 る こ とは 可 能

先進 工 業 国 間 の問 題 は 解 決可 能 。

最 適 化 の た め の評 価 関 数 を グロ ーバ ルな視 点 に 変 え れ ば、 大 局 的 に は判 断 で きる

情 報 処 理 能 力 は急 速 に進 ん で お'り、 各種 デ ー タの整 備 が あれ ば可 能(2)

高 度 技 術 化 、 高度 情 報 化 に よ り可 能

有 効 に機 能 す る シス テ ムを 構築 す る こ とが必 要

政 治 ・行 政 シ ステ ム の変 革 が必 要

知 的 資 源 を有 効 に活 用す る専 門機 関 が必 要

国 民 意 識 の変 革 が必 要
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1ど ちらともいえないと些 璽 郵

〈問題 解 決 は 可能 で あ る とい う理 由 〉

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

(15)

官 公 庁 機構 の 改 革 や 、地 方 と中 央 との分 業 も可 能

発 想 を 転換 し、 世 界 貢献 で き る市 民 組織 の形 成 は可能

古 い枠 組 みか ら脱 却 して、 意 識 改 革 も進 む

グロ ーバ ル な解 決 方 法 は あ る

総 合 的 、 全地 球 的 、 長 期 的 な考 察 は可 能

国民 の努 力 に よ り、 長期 的 な視 野 に立 て ば 解 決可 能

相互 扶 助 の精 神 で 、 身 近 な こ とか ら解 決 す る こ とが 重 要

コ ミュニ ケ ー シ ョンの 拡 充 を は か る こ とで 可能 。

官 僚機 構 以 外 か らの 意 見 を取 り入 れ る こ とが 重要

情報 の共 有 化 は進 ん で い る
一 方 的 な悲 観 論 、楽 観 論 は 誤 り

〈問題 解 決 は 困難 で あ る とい う理 由 〉(18)

● 民 族 ・宗教 の違 い に よ る体 制 の 分 裂 ・抗 争 が あ る こ と(2)

● 民族間の排他性、史観 の違い

● 科 学 の 発 展 に伴 い 、異 分 野 間 の ギ ャ ップ の あ る こ と

● 社会現象 サイクルの短期化 により、長期的な視野での解決が困難

● 多数決原理 による少数意 見の抹殺

●'政 治 的 な不 安 定

● 問題 解 決 に既 存 の シス テ ムで 対 応 で きな い こ と

● す ぐれ た 人材 ・知 識 を総 合 化 す る メ カニ ズ ム の欠 如

● 日本人の価値観 の多様化

● 日本人 はグローバ ルで長期的 な判断 は不得手

● 外交情報の収集が不備

● 基盤 の ない と ころ に技 術 移転 して も解 決 に は な らな い

● 新たな合意基準が必要であ るが、感性的な情報尺度 と記述方法を明確 にす ること
が困難

● 政 府 、官 僚 制 度 が国 際 化 に 向 け た 体制 にな って い な い

1コ 安 全 保 障 ・国 際 貢 献 ・国 際 化 問 題

「安 全 保 障 ・国際 貢 献 ・国際 化 問 題 」 に つ い て、 あ る有 識者 の意 見 を記 述 して み ま した 。

冷戦が終 り、世界は二超大国の核戦争の恐怖 か らは解放 され たが、重重 は進 ま
ぬ一 方 、 核兵 器 拡 散 の恐 れ もあ る。 旧 ソ連 な どか つ て の社 会 主 義 国 の 一 部 で は 、

民族 間 あ るい は改 革 派 と保 守 派 の間 で 内 戦 が起 こ り、 一 方、 ア ジ ア、 ア フ リカ諸一
国 の一 部 で は、 部 族 間 の紛 争 が 表 面 化 して い る。 国 家 間 の対 立 も とこ ろに よ って

は激 化 して お り、 また 一 部 の過 激 派 に よ るテ ロ行為 も頻 発 して い る。 世 界 の 平 和

が確 立 され た とい うには未 だ程 遠 い状 況 で あ る。
一方 、 日米、 日欧 間 で は貿 易 摩 擦 が 恒 常 化 し、EC統 合 も順 調 に進 ん で い な い一

な ど、先 進 国 間 の関 係 も多 くの 困難 を含 ん で い る。

この よ うな状 況 の 中で 、 日本 に対 して は、 世 界 の平 和 維 持 の た め に も、 ま た経

済 関 係 改善 の た め に も、 よ り大 きな国 際 貢 献 が 求 め られて い る。 しか し、 多 様 で

複 雑 な 国際 社 会 の 中で 、 我 が 国 の利 益 を守 りっ つ、 真 に実 りあ る国 際貢 献 を行 う

こ とは 容 易で は な い。
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問1.あ な た は、 上 記 の よ うな 意 見 につ いて、 どう お考 え で す か。

そ の とお りだ と思 う 123 58.6%

まだ 言 い足 りな い とこ ろ はあ るが、

大 筋 と して は そ の とお りだ と思 う 43 20.5

一 部 に そ うは思 わ な い と こ ろは あ るが 、

大 筋 と して は そ の とお りだ と思 う 41 19.5

そ うは思 わ な い 3 1.4

合 計1210[100.0%

問2あ な た が そ の よ うに お考 え にな るの はな ぜで す か 。

(代 表 的意 見)

巳 だ言い足 りないこ とのあるという人 い 言及すべ きことが らな ど)

●
●

●
●

●

我 が 国 の安 全 保障 は 日米 安 保 の みで よい の か とい う点

単 な る成 長 論 で よ い のか とい う点

平 和 、 国際 貢 献 、 国 益 を ど う と らえ るか とい う点

ネ ガテ ィブ な 視 点 に立 ちす ぎ る

デ ー タが示 さ れ て いな い

⊂ 部 そ うは思 わない とい う川(検 討 すべ きことが らな ど)

●

●

●

●

国際貢献や我 が国の利益 とは何か とい う点

我が国の利益 は誰が認 めるのか という点

国益を認めつつ国際貢献 をす るのは無理 である という点
我が国は国益 を守 る とい う意識が強い とい う点

[亘 は思わないという人1

● 日本の特性を生か した貢献 の方法はある

問&あ な たが 、 今 後 我 が 国 の 「安 全 保 障 ・国 際貢 献 ・国際 化 問 題 」 につ い て 重 要 で あ る

とお考 え に な るキ ー ワー ドを あ げて くだ さい 。

1代 表 的 な キ ー ワ ー ド1

〈国 際動 向 に関 連 す る もの 〉

*民 族 ・部 族 対 立(20)*国 家 の対 立(9)*テ ロ行 為(3)

〈国 際対 応 に関 連 す る もの 〉`

*平 和 維 持(20)*核 兵 器 の禁 止 ・廃 絶(36)*軍 縮(17)

*ア ジア の安 定(4)*国 連(19)*調 整協 調(8)*憲 法(ll)

*国 際 理 解(3)*人 的 交流(9)*文 化交 流(5)

*相 互安 全 保 障(3)*宗 教 文 化(2)*武 器 輸 出入(3)

〈経 済活 動 に関 連 す る もの 〉

*貿 易摩 擦(43)*国 益(37)*日 米協 調(3)*技 術 協 力(4)

*貿 易 自由化(4)
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問4.我 が国 の 「安全 保 障 ・国際 貢 献 ・国際 化 問 題 」 にっ い て 、 問 題 を解 決 す るた め の最

大 の困 難 は どこに あ る とお考 え で すか 。

問題解決のための課題(最 大の困難)

〈国 際 関 係 の複 雑化 〉

●
●
●
●
●

(14)

経 済格 差 の拡 大(3)

対 立紛 争(部 族 間、 民 族 ・宗 教 間 、連 邦 制 国 家 内)(6)

民 主主 義 の 未成 熟

国 益 の追 求

軍 保 有国 の 国際 協 調 の困 難 さ(2)

〈思 想 ・哲 学 ・理 念 の 欠 如 〉

●
●
●
●
●
●

●
●
●
●

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

●
●

●
●

(63)

憲 法 に対 す る解 釈 ・論 議 の不 統 一(12)

対米 関 係 が思 考 の 軸 とな って い る(6)

ア ジア へ の認 識 の 欠 如

ボラ ンテ ィアへ の 関 心 の 低 さ(5)
一国(平 和)主 義 へ の 偏 重(3)

民主 主 義 に 関す る思 考 の 不 備(2)

国 と して の主 張 の欠 如(3)

人 類全 体 へ の視 野 の欠 如

理 念 と現 実 との融 合 の な さ

利 己 と自 己 との 見 あ や ま り

人 権、 正 義 、 公平 へ の無 自覚

地 球 的 思考 の な さ

イデ オ ロ ギ ー対 立(2)

エ ゴ と排他 主 義(2)

公 開 、 参加 、 安 全 の 原 則 の な さ

ボー ダ レス思 想 の な さ

ナ シ ョナ リズ ムへ の 固 執

国益 中心 の思 考 へ の 偏 重(4)

国際 社 会 の 中 で の 日本 の 位 置 づ けの欠 如(2)

経 済活 動 以 外 の国 際 貢 献 の 方 法 の 欠如

海 外 との 対立 意 識 が あ る こ と

経 済面 を重 視 した誤 っ た一 流 国 意 識

文 化交 流 活 動 の立 ち遅 れ

第 二 次大 戦 へ の 反 省 の な さ

〈意 思 決定 メカニ ズ ムの 欠 如 〉

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

(29)

危機 管理 が不 十 分(2)

総 合 的 な シ ス テ ムの 欠 如(2)

問題 提 起 とそれ に対 す る議 論 の 欠 如

包括 的 提 案 の欠 如

問 題 発生 解 決型 の メカニ ズ ム

ビジ ョン不 足

参 加 す る人 が 限 られて い る

中央集 権 型 にな って い る

決定 が遅 い

本 当 の こ とが いえ な い体 制

〈合 意 形成 の 欠 如 〉

●

●

●

●

●

(29)

利害 対 立(8)

少 数意 見 が とお らない

他 国 での 理 解 が 得 られ て い な い

本 音 と建 前 の 使 い 分 け(2)

表 現能 力 が 未 熟(2)

〈政 治 ・行 政 施策 の不 備 〉(44)

● 政策 立 案 ・実 行 能 力 の な さ、 決 断力 の な さ(5)

● 国 際感 覚 の 欠 如(6)
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●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

長 期 的 ビ ジ ョンが ない(5)

グロ ー バ ル な視 野 を 欠 い て い る(3)

発 想 の貧 困

ム ー ドに基 づ く施 策

外 国へ の 関心 や ノ ウハ ウ の欠 如

外 国人 の思 考 方 法 へ の理 解 の欠 如(2)

外 交 政 策 の 日和 見 主義(2)

ODAは 途 上 国 へ の 日本 製 品 の 押 しつ け(2)

PKO等 の組 織 化 の 不備(2)

外 国 人 の 受 け入 れ の不 備(2)

外 交 ・軍 事 に関 す る政 治 活 動 の 不 足

国 際 収 支 へ の 対 応 が不 備

〈企業にっ いての問題〉(2)

● 対外進出の念が強すぎる

● 組織が独善的

〈人材 に つ い て の 問 題 〉

●
●
●

●
●
●
●
●
●

(37)

リー ダ ー シ ップ の不 足(7)

政 治 家 の 質 が 悪 い(9)

エ リー トの モ ラル が低 い

官 僚 の 質 が悪 い(5)

政 治 家 が 情 熱 的 な対 応 を して い な い

政 治家 が真 剣 で現 実 的 な 議論 を しな い

企 業 の トップ の視 野 が狭 い

世 界 を理 解 す る人 材 の不 足(5)

組織 の調 整 者 の不 足

〈組 織 ・体 制 の 不備 〉

●

●
●
●
●
●
●

(24)

組 織 ・制 度 の 不備(2)

た て わ り組 織 、 な わ ば り(9)

利 権 、 既 得 権(2)

政 党 の対 立

官僚 型 シ ス テ ム(2)

国際 問 題 を解 決す る組 織 の欠 如(2)

人 的交 流 ネ ッ トワ ー クの 不備(2)

〈ジ ャ ー ナ リ ズ ム の 問 題 〉(1'O)

●

●
●
●

●

偏 向(3)

理念の欠如(2)

固定観念が強 い

大衆迎合

国際感覚 のな さ

〈国 民 の 問 題 〉

●
●
●
●

(20)

エ ゴ イ ズ ム(4)

島 国 安 住 意 識 、 独善 性(4)

外 国 へ の 偏 見 ・拒 否反 応(2)

国 際 活 動 へ の 認 識 の欠 如(3)

〈教 育 の 問 題 〉

●
●

●
●
●
●
●

(16)

独立心、 自立心を育む教育の不備(2)

創造性を育む教育の不備

高等教育の不備

精神的 ゆと りのな さ

教育の偏向

国際感覚の欠如(2)

外国語教育の不備
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〈情報の収集 分析 の不備〉

●

●

●

●

●

●

●

(30)

外 国 の 歴 史 ・文 化 ・民族 に関 す る情 報 ・分 析 の不 足(5)

国 際 情 勢 分析 の不 足(4)

国 際 理 解 の 不足

ア ジア 全 体 の展 望 の 不 足

海 外 の 実 情 把握 の不 足(3)

研 究 者 交 流 の 不足
コ ミュニ ケ ー シ ョンの 不 足

問5.我 が 国 の 「安 全 保 障 ・国 際 貢 献 ・国 際 化 問 題 」 に っ いて 、 問題 の解 決 は どの よ うに

して可 能 で あ る とお考 え に な り ます か 。

問題解決のための方法

〈思 想 ・哲学 ・理 念 の変 革 〉

●
●
●

●
●
●
●
●
●

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

(46)

国 の 役 割 、任 務 に関 す る ビジ ョ ンの確 立(2)

国 益 概 念 の明 確 化(3)

ア ジア との 関係 の強 化

絶 対 平 和 主義 か らの 脱却(憲 法 見 直 し)(3)

成 長 中心 主 義 の変 革

国際 貢 献 の方 向 づ けの 明確 化

ボ ーダ レス よ りは ボ ー ダブ ル とい う思 考 の重 要 性

民族 や国 家 間 の壁 の除 去

国連(国 際 機 関)の 重 視(7)

利 益 還 元 方 式 で な い国 際 貢 献

エ ゴ の除 去

共 存共 栄 の 精 神 の 重視

集 団安 全保 障 の 重視(3)

ア メ リカ との補 完 関係 の強 化

内 政外 政 の一 体 化 した施 策 の 立 案

文 化 的 ア プ ロ ーチ に よ る相 互 理 解(3)

市 民 交 流 ・草 の根 か らの 出発(6)

ボ ラ ンテ ィア活 動 の活 性 化

心 の 国 際化

〈政 治 ・行 政 の方 策 の変 革 〉

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

(49)

外 交 政 策 の進 化 、 明確 化(10)

国 民 の 合意 形 成(10)

世 論 形 成(5)

政 策 の 国民 へ の提 示 と討 論 の実 施(6)

選 挙 にお ける 政策 の 明 確化

理 論 的 な 政策 立 案

国 内的 な利 害 調整

正 義 ・理 念 に 基づ いた 発 言(2)

リー ダ ー シ ッ プの発 揮(5)

企 業 の評価 基 準 の導 入

科学 的 知 見 の 導 入

外 交 ・国 際 交 流予 算 の 増 額(3)

〈政治 ・行 政 施 策 の 変 革 〉

●

●
●

●

●

●

●
●

●

(52)

人 的 貢献 の 促 進(海 外 青 年 協 力 隊 、JICAな ど)(5)

ODAの 見 直 し(現 地 適 応 化)(3)

国連 職 員 の 増 員 を 図 る

技 術研 究 開 発 の 促進(6)

技 術者 養 成(東 南 ア ジ ア援 助)

技 術貢 献(食 糧 自給 な ど)(3)

教 育 ・文 化 に よ る貢献(2)

規 制 緩和 、 法 制 度 の改 革(9)

自治 体 レベ ル での 国際 交 流 の促 進
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●

●

●

●

●

日本 の 国際 貢 献 に つ い て のPRの 実 施(4)

企 業へ の国 際 貢 献税 の導 入(2)

民 間活 用 ・協 力(3)

科 学技 術へ の 出 資 に 対 す る免 税 措 置

国 際 収 支 の改 善

〈人 材 育 成 ・確 保 へ の 変 革 〉

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

(17)

国際貢献に関与す る人 たちへの処遇の改善(2)
国際人脈 の形成

国際感覚 を もった人材 の育成(3)

世界の人材の育成

科学技術者の地位向上

国際機関への 日本人の派遣

企業の海外事業担当者の人的資源の活用

雇用関係の見直 し

技術者 養成(東 南ア ジア援助)

外国人の受 け入れ ・人の移動の 自由化(3)

〈組織 ・体制 の変 革 〉

●
●
●

●
●
●
●
●

(11)

官 庁 ・官 僚制 度 の 変 革(4)

国 会 の 意識 改 革

選 挙 制 度 改革

政 界再 編

行 革 とセ クシ ョナ リズ ム の除 去

専 門 の 省庁(多 文 化 主義 者)の 創 設

政 治 家 、有 識 者 、 一 般 国民 に よ る オ ープ ンな討 議 シ ス テ ム

法 的制 度 の充 実

〈企 業 の 変革 〉

●
●

●
●
●
●

(6)

企 業意 識 の変 革

利 益優 先主 義 の 転 換

無 節操 な国 際 競争 の排 除

新 しい 産 業へ の ウ ェイ トシ フ ト

外 国人 採 用 に対 す る社 会 コス ト負 担

国 際 ボ ラ ンテ ィア 活 動 に対 す る貢 献

〈マ ス コ ミの変 革 〉(5)

● 公 正 な 報道 ・情 報 提 供(2)

● 国 民 の意 思 を 政 策 に 反映 させ て 活 用

● テ レビに よる国 民 参 加 の デ ィベ ー トの導 入

〈国民意識の変革〉

●

●
●
●
●
●
●
●
●

(45)
一国平和主義の排除

日本的発想法の排除

経 済第一主義の排除

地球 的、世界尺度の導入

知的で ソフ トな貢献の採 用

自由の確立 と自己責任 の重視
ボランテ ィア制度の導入

独立心 の酒養

受身の発想か らの脱却

〈教 育 の 改革 〉

●

●

●

●

●

●

●

(30)

語 学 教 育 の強 化(4)

国 際 教 育 の強 化(3)

初 等 教 育 に お け る国 際 関連 科 目や 体 験学 習 科 目の導 入

外 国 人 を理 解 で き る教 育 の実 施

海 外 留 学、 海 外 労 働 の 導入(2)

平 和 や地 球 を守 る教 育 の実 施

群 か ら個 へ の 教 育
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● 高等教育 の国際化(教 員 ・単位の国際 化)

● 倫理道徳教育の強化

● 民主主義教 育の転換

〈研究機関等の設立〉

●

●

●

●

●

●
●

●

●

(13)

民間に よる安全保障、国際貢献の研究機関(2)

国際問題 についての長期的な研究を実施する機関

政府に よる国際戦略機関

被援助国の真のニ ーズを研究す る機関

憲法の理 解を深あ る研究機関

情報収集分析 とその統合をす る機関

人材 育成 ・啓蒙機関

知的集団に よる ビジ ョンづ くりをす る機関

国際的な人文 ・社会科学研究機関

〈情報環境の整備〉

●

●

●

●

●

●

(12)

情 報 公 開 の 促進(2)

人材 ネ ッ トワ ー クの形 成

海 外 情 報(CBS、BBCな ど)の 同時 通 訳 放 送

国際 情 報 ネ ッ トワー クの構 築

放 送 法 の 改 正 と 自由化

現地 企 業 化 に よ る海外 情 報 収 集

② 地 球 環 境 保 全 ・エ ネ ル ギ ー 需 給 ・
食*量 問 題

「地 球 環境 保 全 ・エ ネル ギ ー需 給 ・食糧 問 題 」 にっ い て、 あ る有 識 者 の 意 見 を 記述 して

み ま した。

1992年 の地 球 サ ミ ッ トの前 後 に は、 地 球 環境 問題 に対 す る世 界 の人 々の 関 心 は

大 い に高 ま った か に見 え た が 、 その 後 、経 済 不況 の 深刻 化 とと もに関 心 も次 第 に

薄れ 、 地球 環 境 保全 の 対 策 は 、 ほ とん ど進 ん で い な い。 現 実 に は、 オ ゾ ン層 破 壊

や熱 帯 林 破 壊、 砂 漠 化 は ます ます進 行 しっ っ あ り、 地 球 温 暖 化 を もた らす と思 わ

れ る大 気 中 のCO2の 濃 度 は 毎年 増 加 して い る。

しか し、 世界 中 の増 加 しっ っ あ る人 口 を維 持 し、 また 貧 困 を解 決す る た め に は
一層 の経 済 発展 が必 要 で あ る。 「持 続 可 能 な 発 展 」 を 達 成 す るた め に は、 環 境 に

や さ しい新 エ ネル ギ ー、 再 生 可能 なエ ネ ル ギ ー等 に 関 す る多 くの 技 術 の 開 発 が必

要 で あ る。

食糧 安 全 保 障 、諸 外 国 か らの コ メ市 場 解 放 の 論 議 も、 気 候変 動 とい う予想 も し

な か った 自然 の 力 で転 換 させ られ て い くのか も しれ な い。

さ らに 、わ れ わ れ の ラ イ フ ・ス タイ ル や社 会 シ ステ ムな どにつ いて も、 自然 と

共 生 で きる方 向 に 変革 して い く必要 が あ る。 しか し、 それ らの実 現 は 極 め て 困 難

で あ る。

問1.あ な た は、 上 記 の よ うな意 見 につ い て 、 ど うお考 え で すか 。

その とお りだ と思 う 126 60.0%

まだ 言 い足 りな い と ころ は あ るが 、

大 筋 と して は そ の とお りだ と思 う 27 12.9

一 部 にそ うは思 わな い と ころ は あ るが 、

大 筋 と して は そ の とお りだ と思 う 45 21.4

そ う は思 わ な い 12 5.7

合 計12101100,0%
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問2あ な たが そ の よ うに お考 え にな る の はな ぜ で す か 。

(代 表 的 意 見)

まだ 言 い足 りな い こ との あ る とい う人(言 及 すべ き こ とが らな ど)

●
●

●

●

●

●

先 進 国 と途 上 国 との協 力

国 際 的 な メ カニ ズ ム

人 口は サ ス ティ ナ プル で あ るか と い う点

気 象制 御 の 技 術 開発

歴 史 的景 観 や ラ ン ドス ケ ー プ保 全

NOx、SOx、 酸 性 雨、 化 石 燃 料 に つ いて の言 及

1一 部 そ うは思 わ な い とい う人1(検 討 す べ き こ とが らな ど)

● ライ フ ス タ イ ルの 変革 は既 に始 ま って い る

そ うは思 わ な い とい う人

● 人 口抑制が基本である

問&あ な たが 、 今 後 我 が国 の 「地球 環 境 保 全 ・エ ネ ル ギ ー需 給 ・食糧 問 題 」 にっ いて 重

要 で あ る と お考 え に な るキ ー ワー ドをあ げ て くだ さ い。

1代 表 的 な キ ー ワ ー ド1

〈環 境 破 壊 に 関 連 す る もの〉

*CO2(8)*オ ゾ ン層 破 壊(14)

*熱 帯 雨 林 保 全(4)*森 林 保 全(3)

*温 暖 化(13)

〈エ ネ ル ギ ー に 関 連 す る も の 〉

*新 エ ネ ル ギ ー(44)*ク リ ー ン エ ネ ル ギ ー(7)

*再 生 可 能 な エ ネ ル ギ ー(13)*原 子 力(12)

*自 然 エ ネ ル ギ ー(3) .*エ ネ ル ギ ー 確 保(2)

*石 油(2)

〈食糧 に関 連 す る もの 〉

*コ メ市 場 開 放(16)

*農 業 政 策(4)

*食 糧 安 全 保障(14)

〈国 民 意 識 ・行動 に 関連 す る もの〉

*ラ イ フス タ イ ル ・価 値 観 の変 容(31)

*砂 漠 化(6)

*太 陽 エ ネ ルギ ー(5)

*省 エ ネ(8)

*食 糧 自給(9)

*省 資 源(6) *リ サ イ クル(7)

〈政 策 対 応 に 関 連 す る もの 〉

*人 口問題(抑 制)(52)*持 続可 能 な 発 展(23)*共 生(12)

*技 術 研 究 開 発(10)*技 術 供 与 ・移 転(2)*貧 困 の解 消(5)

*社 会 シス テ ム(17)*教 育(2)*南 北 対 立(4)
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問4.我 が 国 の 「地 球 環境 保 全 ・エ ネル ギ ー需給 ・食糧 問題 」 にっ い て、 問題 を解 決 す る

た め の最 大 の 困難 は どこ に あ る とお考 え です か 。

問題解決のための課題(最 大 の困難)」

〈国際的な課題の生起〉

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

●

(40)

先進 国 と途 上 国の 利 害対 立(3)

先進 国 ・大 国 のエ ゴ(5)

国益 の追 求

先進 国 の 過 剰 消費 が 途上 国 の 目標 とな って い る こ と(2)

経 済 開 発 と 自然保 護 の 調 和 の 困 難 さ(5)

先進 国 と途 上 国 の相 互 理 解 の 欠 如

国 家 間 、地 域 間 の格 差(4)

地 域 ナ シ ョナ リズ ム

人 口増 加(7)

宗 教 の壁 ・対 立(2)

国家 間 の 潜在 的 恐怖 感

先 進 国 に お け る資源 エ ネ ルギ ー消 費(2)

資源 多 消 費社 会 で な い と、 国 力 ・経 済 力が 維 持 され な い こ と

石 油 の 調 達先 が 中 東地 区 に偏 在 す る こ と

〈思 想 ・哲 学 ・理 念 の欠 如 〉

●
●
●
●
●
●
●
●

●
●
●
●
●
●
●

(37)

ライ フス タイ ルの 変革 の な さ(多 消 費 な ど)(4)

社会 システ ムの不 備(2)

ミクロか らマ クロへ の思 考 転 換 の な さ

欧 米 とは異 な った風 土 や文 化へ の認 識 の 不足

環境 保 全 と経 済開 発 との相 剋(3)

生 産者 優 先 と経 済 効 率 優 先 思 考 の変 換(7)

人 間 も 自然 の 一部 で あ る とい う認 識 の不 足

資源 ・食糧 安 全供 給 へ の 思 考 の 不 足(2)

国 際 的 な 自給 体制 が 困 難

人 間 の欲 望 の限 界 に対 す る認 識 不 足(3)

民 族 ・宗 教 問 題 と食糧 問 題 の 関連 に つ いて の無 知

文 化 構造 にっ いて の認 識 不 足

物 質 的 な豊 か さを求 め る社 会

私 権 の抑 制 が 困 難

労 働 に対 す る価値 観 の 変 化

〈意 思 決定 メカ ニ ズ ムの欠 如 〉

●
●
●

●
●
●
●

(23)

長 期 的 ・グロ ーバ ルな 視 点 の欠 如(4)

原 理 ・原則 の欠 如

明確 な 問題 提起 とそれ に対 す る議 論 の欠 如(3)

経 済 利 益 の思 考 の優 先(3)

柔 軟 な思考 の欠 如

セ ク シ ョナ リズ ム

過 程 の軽視 。 共 生 の た め の施 策 の欠 如

〈合 意 形成 の欠 如 〉

●
●

●
●
●

(19)

利害 対 立(10)

総論 賛 成 ・各論 反 対 の意 識

個 人 ニ ーズ の調 整 の欠 如

妥 協 を認 め な い抵 抗勢 力 の 存在

官庁 の古 い 組織 的 対応 の方 法

〈政 治 ・行 政 施 策 の 不備 〉

●

●
●

●

●

(25)
一貫 した長 期 的な 対応 の 欠 如(4)

国家 ビジ ョンの欠 如(食 糧 問題 な ど)(2)

日和 見主 義 ・問題 の 先 の ば し(2)

事 態 へ の認 識 の甘 さ(3)

環 境 問題 へ の 優先 度 が 低 い
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●

●

●

●
●

●

●

●

●

●

過保護政策

利益擁護の観点が強い

資源 リサイ クルへの支援 の不足

途上国の資源をで きるだけ安 く輸入 しようとす る態度

対 アラブ外交の拙劣 さ

食糧安全保障が政治的に論議 され ること

農業 の生産性の低い こと

農林省の担当能力の欠如
公益的な視点の欠如

個人 レベルの交流組織の不足

〈人 材 にっ いて の 問 題 〉(16)

● エ リー トの モ ラルが 低 い

● 正 しい こ とを 正 しい と主 張 す る倫 理 観 の 不足

〈組 織 ・体 制 に っ い て の問 題 〉

●
●
●
●

(11)

自治 体 や 国 の 体質 改 善

既 得 権 ・受 益 者 との調 整(2)

たて わ り、 な わ ば り

政 官 の 癒着

〈企 業 にっ い て の 問題 〉

●
●
●
●

●

(12)

企 業 利 益優 先 、会 社 国 家(8)

生 産 活 動 の 限 界 を知 らな い

野 放 図 な企 業活 動 の 容 認

廃 棄 物 の急 増 と処 理 の 困 難 さ

過 剰 な もの の生 産 ・販 売 ・消 費 とその ゴ ミ化

〈ジ ャ ー ナ リズ ム にっ いて の 問 題 〉'(4)

● 偏 向(3)

● 具 体 的 な証 明 に欠 け る報 道

〈教 育 の 問題 〉(2)

● 共 通 テ ス トに よ る思 考 の 画一 化

● 人 間 が生 き る原 理 に つ い て の教 育 の 不備

〈国 民 の 問題 〉

●
●
●
●

●
●
●
●

●
●
●

(23)

過 剰 消費(3)

事 態 に対 す る認 識 の 不 足 ・想 像 力 の 欠如(6)

地域 や個 人 のエ ゴ(3)

自己 中心 的 な生 活 態 度(3)

核 ア レルギ ー(2)

妥協 を許 さな い グル ープ に対 す る無策

母 親 世 代 の 環 境 保 全意 識 の不 足

省 エ ネ、 省 資 源 ライ フス タ イ ルの 欠如

モ ノの価 値 へ の無 知

ヒス テ リ ックな 国 民性

飢 餓 の体 験 を もた な い世 代 の 増加

〈技 術 ・研 究 開 発 の 不 備 〉

●

●

●

●

●

●

●

●

(19)

技 術 ・研 究 開 発 の遅 れ(2)

国 家 間の 利 害 対 立 を解 決す るた め の研 究機 関 の不 備

技 術 移 転 ・技 術協 力 の不 足(2)

代替 エ ネル ギ ーの 開発の 遅 れ(5)

技 術 開 発 の 社 会 的還 元 の不 足

技 術 研 究 開 発 へ の 資金 不 足(6)

技 術 開 発 の た め の人 材 不 足

正 確 な 予 測 技 術 の不 備
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〈情報 の収集分析 の不備〉(10)

● 正 しい情報 が提供 されない こと

● 情報公開の不備

● 情報の不 足

● 情報産業の過剰な発展

● 環境問題に対す る科学 データ蓄積 の不足(2)

問5.我 が国 の 「地 球環 境 保 全 ・エ ネ ルギ ー 需給 ・食 糧 問題 」 につ いて 、 問題 の解 決 は ど

の よ うに して 可能 で あ る と お考 え に な り ます か 。

1問 題解決のための方法1

〈思 考 ・哲 学 ・理 念 の 変革 〉(17)

● 地球 規 模 の 環 境倫 理 の確 立(3)

● 経 済成 長 原 則 の 排 除(4)

● 経 済 成長 の付 加価 値 を 環境 保 全 に投 資 配 分

●

●

●

●

●

●

●

利 害対 立 で はな く 「人 類 の理 想jr地 球 文明 」 の重 視

民 族 主義 的 な思 考 か らの 脱皮

安 全意 識 の徹 底

環 境 ・エ ネ ル ギ ー ・食 糧 の 間 の統 一 の とれ た思 考 の導 入

化 学 物 質 ・化 石 燃 料 の 使 用 に つ いて の国 際 的 な 規制

食糧 需 給 の 多 国間 保 障(2)

負 の価 値 の 概念 の導 入

〈政 治 ・行 政 の 方 策 の変 革 〉(20)

● 経済 原 則 を 無 視 した規 制 の緩 和

● 利益 誘 導 を 含 まな い長 期 展 望 の 確立

● 公 正 な競 争 と公 正 な配 分 を保 障 す る シス テ ムの 導 入

● 環 境保 護 を優 先 させ た法 制 度 の 導 入

● 食 糧 問題 にっ いて の ビ ジ ョンづ くり(2)

● 自由 競争 の拡 大

● 私 権 制 限 の た めの シス テ ム導 入

● エ ネル ギ ー供 給 の 多 元化(2)

● エ ネル ギ ー価 値 と経 済価 値 のバ ラ ンス を と った市 場 構 造 の 構 築

〈政治 ・行 政 施策 の変 革 〉

●

●

●

●

●

●

●

●

●

(46)

農 業 の 自由化(6)

農 業 改 革(食 管 法 廃 止 、 農 業 の大 型 化 な ど)(3)

保 護 政 策 の廃 止(3)

生 産 者 保 護規 制 の緩 和(2)

シ ー レー ンの 確保

途 上国 へ の援 助(人 的 、 技 術 的)(6)

中 国 へ の公 害 対 策 ・省 エ ネ技 術 の 移転(3)

公 共事 業 費 の 配 分 の変 更

環 境 保全 コ ス トの 発生 者 ・利 用 者 負 担

〈企業 の 変革 〉(17)

● 環 境 コス トを内 在 化 した価 格 メカニ ズ ムの 確立

● 利 益 優先 の研 究 開 発 の 改善

●

●

●
●

●

●

●

●

製 品 開 発 中心 の研 究 開 発 を 環 境保 全 へ 転 換

資源 リサ イ クル シ ス テ ムの 生 産工 程 へ の 導 入 の 義務 づ け

リサ イ クル シス テ ム導 入 の 義 務 づ け

エ ネ ルギ ー関連 企業 へ の 社 外 重 役 の導 入

大 企 業 社 会 か ら国民 福 祉 中心 の 社会 へ の転 換

環境 面 ・安 全面 か らの規 制 の 強 化(4)

製造 物 の生 産 者 責任 の徹 底(2)

リサ イ クルの 義 務 化 と違 反 に対 す る課税
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〈国 民意 識 の変 革 〉

●

●

●

●

●
●

●

(48)

ライ フス タ イ ルの 変 革(省 エ ネ、 節 制 な ど)(23)

規 制緩 和 や消 費 者 優 先施 策へ の 自覚 を もっ

技術 中心 か ら宗 教 ・哲学 の重 視

仕事 以 外 の価 値 の 発 見

快 楽 追 求 の 自制

経 済価 値 に対 す る文 化 的価 値 の 重 視

生 活 の質 、 幸 福 度 に っ い て再 考 す る

〈人 材 育成 ・確 保 の変 革 〉(2)

● 国際 的 な リー ダー シ ップ の重 視(2)

〈組 織 体制 の変 革 〉(3)

● 環 境 を意 識 した制度 ・社 会 シ ステ ムづ くり

● 行 政組 織 の簡 素 化

● 官主 導 の行 政 シス テ ム の変 革

〈マ ス コ ミ ・広 報 の変 革 〉(3)

● 保守 的 体質 か らの脱 皮

● 政 府 ・マ ス コ ミのPR活 動 の促 進

● 国 ・自治 体 の広 報 紙 誌 の 改革

〈教 育 の 変 革 〉

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

(15)

共生 の理念 の育成

収奪型の生産 を悪 とす る宗教的教育の導入

学際的研究 の実施体制の確立

社会科学者 の意識変革

初等中等教育 の改善

官民学 の協力体制の確立

社会的側面 の教育の強化

教育のゆ とり(偏 差値の放棄)

道徳教 育の導入
モ ノか ら精神 的豊か さへの教育

〈研究 ・技術開発環境の整備〉(51)

● 民間の研究機 関の設立

● 民族間の定性的な相違を研究す る機関の設立

● 食糧問題に関する定点観測網 の設置

● 第三者機関による研究の国民意識への反映

● 経済機構や食糧問題のあ り方 につ いての研究

● クリーンエネルギーの開発(6)

● 代替エ ネルギーの開発(光 、地熱 など)(ll)

● エ ネルギ ー供給需要網の分散化

● 宇宙エ ネルギーの実用化

● 長期的な投資(国 家的投資)(4)

● 公正な技術開発に対す る政策対応

● 人材の育成

● 省エ ネ ・公害除去 についての基礎 ・応用研究(2)

● 確度の高い予測の研究

● 人類が まだ解明 してい ない事象 に対す る地球規模での取 り組 み

● 農業経済の研究体制の確立

● 地球的規模での天候予測

〈情報環境 の整備〉

●

●

●

●

●

(14)

情 報 ネ ッ トワ ー クの構 築(2)

科 学 的 知 見 の 集積

正 確 な情 報 の 収集 と公 開(3)

共 有 化 と問 題 意識 の共 通 化

情 報 の デ ー タベ ー ス 化
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團 日 本 的 経 営 の あ り 方 ・=複 合 景 気 対 策

「日本 的 経 営 の あ り方 ・複 合景 気 対 策 」 にっ い て 、 あ る有 識者 の意 見 を 記述 してみ ま し

た 。

戦 後 急 速 に発展 を続 けて きた 日本 経 済 も、 現 在 大 きな 転機 に立 って い る。 海 外

で も国 内 で も市 場 は限 界 に達 し、 日本 産 業 の これ 以 上 の 量 的拡 大 は不 可 能 で あ る 。

終 身 雇 用 、 年功 序 列 、 集 団 主義 を原 理 とす る 「日本 的 経営 」 もその 効 力 を 失 い

つ つ あ る。 「過 労死 」(Karoshi)が 海 外 に も紹 介 され 、 内外 で問 題 視 され な が

ら も、 労 働 時 間 の短 縮 はな か な か進 ん で い な い。 一 方 で 、 円 高 と賃 金 コス トの上

昇 に よ り、 国 際 競争 力 は失 わ れ 、 産 業 の空 洞 化 が 進 行 して い る。 人 員 整 理 、 企 業

の統 廃 合 が 行 わ れ 、 失業 率 も他 の先 進 国 並 み に上 昇 す るで あ ろ う。

日本 の 良質 な 技術 を支 えて きた 生 産技 能 者 の不 足 が 顕 在 化 して い る一 方 で 、 農

業 、商 業 等 の非 効率 的 な部 門 に お い て は、 依 然 と して 多 くの 雇 用 を抱 え て お り、

今 後 、 日本 全 体 の経 済 効率 が 低 下 して い く懸 念 もあ る。 生 産 技術 で の 日本 製 造 業

の 優位 も、 基 礎 研 究 の弱 さ、 独 創性 の欠 如 の た め に、 いっ まで も続 くこ とはな い

で あ ろ う。 日本 経 済 の将 来 は、 決 して 明 る くな い。

問1.あ な た は、 上 記 の よ うな意 見 に っ い て 、 ど うお考 え です か 。

その とお りだ と思 う 98 46.7%

まだ 言 い 足 りな い と こ ろは あ るが 、

大 筋 と して は その とお りだ と思 う 16 7.6

一 部 に そ うは思 わ な い と ころ は あ るが 、

大 筋 と して は その とお りだ と思 う 73 34.8

そ うは 思 わ な い 23 11.0

合 計1210i100.0%

問2あ な た が そ の よ うに お考 え に な る の はな ぜ で す か 。

(代 表 的 意 見)

まだ言 い足 りな い こ との あ る とい う人(言 及 す べ き こ とが らな ど)

● 人材育成 ・教育へ の言及

● 日本の成長分野 はあるとい う点

● 税 制

1一 部 そ うは思 わ な い とい う人}(検 討 す べ き こ とが らな ど)

●

●

●

●

日本 病 は 日本 だ け の現 象 で は な い とい う点

日本 が トップに立 つ必 要 が あ る か とい う点

経 済 効 率 の よ さを考 え る

B本 は そん な に悲 観 的 で はな い とい う点

1そ うは思わな いとい 巫]

● 経済効率の低下 こそ必要

● 産業の空洞化は ノウハウの蓄積になる

● 暮 らしは量 よりも質 を重視
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問3.あ な た が、 今 後 「日本 的経 営 の あ り方 ・複 合景 気 対 策jに っ い て重 要 で あ る とお 考

え に な る キ ー ワー ドを あ げて くだ さ い。

1代濠百=「 「

〈企 業体 質 の変 革 に関 連 す る もの 〉

*非 効 率 部 門 の 改 革(3)*リ ス トラ(4)*流 通 シス テ ムの 改革(3)

*終 身 雇 用 ・年 功 序 列(29)*能 力主 義(4)

〈産 業構 造 の変 革 に 関 連 す る もの 〉

*産 業 構 造 の変 革(4)*経 営 効 率 の低 下(n)*産 業 の 空 洞 化(34)

*市 場 の 限 界(5)*賃 金 コス ト(7)*生 産 技 術者 不 足(12)

*量 的 拡 大 不 能(5)*高 齢 化 対 策(4)*質 的 発展(4)

*円 高(9)*失 業率(5)*土 地 政策(2)

〈制度 に関 連 す る もの 〉

*規 制 緩 和(20)*税 制(5) *税 の公 平 化(3)

〈企 業戦 略 に関 連 す る もの 〉

*独 創 性(32)*高 付加 価 値 化(3)

*国 際 競 争 力(19)*自 由競 争(2)

*地 方 分 権(2)

*国 際 協 調(3)

〈技 術 開 発 に関 連 す る もの 〉

*技 術 研 究 開 発(ll)*基 礎 研 究(29) *技 術 移転(2)

問4.「 日本 的経 営 の あ り方 ・複 合 景 気対 策 」 に っ い て 、問 題 を解 決 す る ため の 最 大 の困

難 は ど こに あ る とお 考 え です か。

画 題 決のための課題(最 大の困難)

〈日本 的 問 題 の生 起 〉(16)

● 先 進 国 病 、 ハ ン グ リー精 神 の 欠如

● 過 去 の 成 功 に と らわ れ た姿 勢(3)

● 国 際 的 視野 の 欠 如(4)

● リス トラ、人 件 費 切 り下 げ、 生活 水 準 の低 下 とい う悪 循 環

● 経 済 大 国 と して 獲 得 した富 の 投 資先 が な い

● 企 業 の 内部 留 保 に よ る先 行 投 資型 財 務 体 質

● 貿 易 収 支 の ア ンバ ラ ンス(2)

● 雇 用 と社会 不 安

● 現 場 離 れ(3Kを 嫌 う風 潮 、精 神 的 な 産 業 の空 洞 化)(2)

〈思 想 ・哲 学 ・理 念 の 欠 如 〉(38)

● 終 身 雇 用 ・年 功 序列 へ の 依 存(労 働 力 の流 動 化 の 不 足)(13)

● 物 質 文 明 を 中心 と した成 長 路線(2)

● 効 率 主義 の重 視(3)

● シ ェア拡 大 に よ る 企 業の 存 続 の重 視(2)

● 集 団主 義 の 中 で の個 の軽 視

● 平 等 主義 に よ る 多様 化 の 拒 否

● 一 元 的価 値 観 の 重視

● 世 論 とい う一 部 集 団 の近 視 眼 的マ クロ経 済 政 策

● 管 理 型経 済 シス テ ム に よ る市場 経 済 メカ ニ ズ ムの 阻 害

● 成 長 を前 提 と した制 度 や組 織(2)

● 日本 的経 営 が崩 壊 した あ との ビジ ョンの欠 如

● 日本 的 発想 か らの脱 却 が 不 十 分(仕 事 に人 生 を か け る、輸 出立 国 な ど)(3)

● 日本 的 人 間関 係 の 重視(契 約精 神 の 欠 如)

● 旧 来型 の労 働 観 、 賃金 観

● 淘 汰 に 時 間 を か け る 日本 的文 化 体 質
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〈政 治 ・行政 施 策 の不 備 〉(45)

● 利 益 追従 型 の 政策 決 定

● 意 思 決定 機 構 の複 雑 さ とあ い まい さ(全 体 合 意 を 是 とす る体 質)(2)

● 政 治 改革 、 選 挙 制度 の 改革 の遅 れ

● 農 業 政策 に対 す る理 念 や 展 望 の欠 如

● 総 合 的 長期 的 ビジ ョンの 欠 如(3)

● 農業 ・商 業 な ど非 効 率 部 門 へ の 政府 の保 護(2)

● 金 融 機 関 に対 す る過 保 護

● 護 送 船 団 方式 の施 策(3)

● 規制 に よ る企業 活 力 の低 下(7)

● 規 制 緩和 に対 す る省 庁 、 官 僚 の抵 抗(3)

● 規 制 に よ る円 高 メ リッ ト還 元 の不 備

● 利 益 蓄積 に対 す る規 制 が 弱 い こ と

● 資産 形 成(住 宅 な ど)に 対 す る税 制 の不 備

● 地 価 高 騰 、土 地 問 題(5)

〈組 織 ・制 度 ・体 制 の不 備 〉(21)

● 経 済 メカ ニズ ム と連 動 の な い組 織 ・体制(2)

● 形 式主 義 ・セ ク シ ョナ リズ ム ・硬 直 化(5)

● 横 な らび、 た て わ り(4)

● 本 音 の 出 に くい体 制(2)

● 政 官 財 に お け る既 得 権 、 官 民癒 着(5)

● 中央 集 権体 制(2)

〈企 業 の組 織 ・体 制 の不 備 〉(45)

● 創造 性 、 独 創性 の 欠 如(8)

● 経 営者 や 産 業 界 の 自信 喪 失(2)

● 経 営者 の 横 な らび意 識

● 経 営 者 の短 絡 的思 考

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

ウ ェ ッ トな 日本 的経 営 風土

企業 モ ラル欠 如(談 合 、 政 治献 金 な ど)(4)

目先 の利 益追 求(4)

企 業経 営 者 の責 任 感 の 欠 如(3)

労 働組 合 の力 の弱 さ(2)

株主 の軽 視

行 政依 存 体 質(2)

流 通構 造 の 非効 率 さ(2)

自己変 革 能 力(意 欲)の 欠 如

情 報 収集 活 用 能 力 の不 足

〈国民 の問 題 〉(6)

● ラ イ フス タイ ルの 変 化(2)

● 知 恵 につ い ての 価 値 を 認 め な い 国 民性

● 利 己心 の 強 い こ と

● 老後 の不 安 に よる貯 蓄 性 向 の強 さ

〈教 育 の 不 備〉(4)

● 個 性 ・独 創 性 を殺 して い る学 校 教 育(2)

● 学 生 の理 工 系 離 れ

● 学 力 の 低下

〈技 術 ・研 究 開 発 の不 備 〉(11)

● 基礎 研 究 の軽 視(7)

● ホ ワイ トカ ラー に比 較 して 技 術 労 働者 が 不足
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問5.「 日本 的 経営 の あ り方 ・複 合景 気 対策jに つ い て 、 問 題 の解 決 は どの よ うに して 可

能 で あ る とお 考 え に な り ます か。

匝 癖 決のための方法

〈思 想 ・哲 学 ・理 念 の 変 革 〉

●
●
●
●
●
●
●
●
●

●
●
●
●
●
●
●

(33)

拡 大主 義 の 是 正(成 長 志 向 か ら安 定志 向へ の 転 換)(7)

生 活者 主 権(生 活 者 マ イ ン ド)の 重視(5)

多様 な生 活 を楽 しむ ライ フス タイル の 重視

新 しい価 値 観 の導 入(人 間 尊 重)

産 業構 造 の変 革(4)

経 済 シス テ ムの変 革

集 団 式意 思 決定 シ ス テ ムの 変 革

市 場 メカ ニ ズ ム の 重視

経 済 圏 を途 上 国(ア ジ ア)に まで広 げ る(3)

経 済 に倫 理 観 を もた せ る(マ ネ ーゲ ー ムの 禁止)

企 業 の 社 会 的 責 任 の認 識

共 生 の発 想

原 則 自 由、 無 規 制(2)

富 の再 配 分 と労 働 の 減 少

土 地 所 有 の 絶 対 視 の 排 除

量 的 拡 大 か ら知 的 な 付 加価 値 へ の シ フ ト

〈政 治 ・行 政(施 策)の 変 革 〉

●
●
●
●
●
●
●
●

●
●
●
●

(62)

規制 緩 和(競 争 原 理 ・市 場 原 理 の導 入)(27)

自由市 場 と独 創 性 の重 視

行革 の推 進 と 自由競 争 の 重 視

官公 庁 へ の民 間の 人 材 の 導 入

社会 資本 の 整備(公 共 投 資 の 拡大)(3)

税制 改革(10)

起 業 家 、研 究 開発 者 の優 遇 施 策

財 政 、 金 融 政策 の改 善

土 地 対 策(2)

物価 引 下 げ と賃金 上 昇

円高 メ リ ッ トの還 元(2)

研 究 開 発 型 企 業 へ の 支援

〈組 織 ・体 制 の 改 革 〉(10)

● 公 務 員 の 質 の向 上(2)

●
●
●

●
●
●

族議員 の排除。官僚統制の排除

天下 りの排除

財界人、企 業家の政治活動の禁止

行政 の効率化(統 廃合な ど)(3)

癒着 の排 除

公正取 引委 員会 の強化

〈企 業 の 改革 〉

●

●

●

●

●
●

●

●

●

●

●

●

●

(82)

自助 努 力(合 理 性)の 推 進(7)

能 力主 義 の 導 入(5)

創 造性 の 開 発(3)

終 身 雇 用 ・年 功序 列 の排 除(労 働市 場 の 流 動化)(5)

量 か ら質 へ の 変革(3)

経 営 シス テ ムの 変革(ピ ラ ミッ ド型 か らネ ッ トワー ク型 へ)

国 際 性 と総 合 性 の重 視(2)

長 期 的 ビジ ョンを もつ(2)

高齢 化 ・教 育 ・社会 活 動 へ の企 業 の支 援

中小 企 業 の活 性 化(3)

合意 形 成 の改 革

意 思 決 定 シ ス テ ムの 改 革

株 主 に対 す る責 任 を 果 た す
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●

●

●

●

●

●

●

会計年度の長期化を図る

人材の確保 と育成(7)

中途採 用の促進

女性の労働力 の活用

流通機構 の改善(2)

行政依存体質 の改善

新たな産 業の育成(3)

〈研 究 ・技 術 開 発 の推 進 〉

●
●

●

●

●
●

(29)

基 礎 研 究 の重 視(8)

人材 育成(4)

地 球 規模 の視 野 を もつ

新 製 品 開 発 の 重視(2)

産業 構造 に 関す る研 究 の 促 進

人類 の 将来 に 関す る研 究 の実 施

〈国 民意 識 の 変革 〉(14)

● 意識 変 革(教 育 や広 報 に よ る)(3)

● 地域 と住 民 との ア イ デ ン テ ィテ ィの確 立

● 市民 経 済 会 議 の推 進

〈教 育 の改 革 〉

●
●
●
●
●
●

(16)

長期 展 望 に よ る教 育 の推 進

社会 性 、倫 理 観 の酒 養(2)

創造 性 の 開 発

理工 学 系 大 学 に お け る競 争 の導 入

大学 ・研 究 機 関 の 開放

リカ レ ソ ト教 育 の 重視

〈情報環境の改革〉

●

●

●

●

(9)

知 的所 有 権 へ の 認 識 を高 め る(2)

知 的 資源 の 共 有 化

企 業情 報 の 公 開

企 業 資源 の デ ー タベ ー ス 化

〈マ ス コ ミの改 善 〉(3)

● 偏 向報 道 の是 正

● 有 識者 と政 府 に よ る監 視

④ 東 京 の 一 極 集 中 ・地 方 整 備 問 題

「東 京 の一 極集 中 ・地 方 整 備 問 題 」に っ いて 、 あ る有 識 者 の 意 見 を記 述 して み ま した。

東京 一 極 集 中 の弊 害 にっ い て は、 す で に長 い 間、 論 じ られ て きた に もかか わ ら

ず 、 そ の傾 向 は、 依然 と して 弱 ま る こ とは な い。 首 都 圏 での 過 密、 地 方 で の過 疎

の 問題 は、 以前 に も増 して 悪 化 しつ つ あ る。

情 報 化 は進 展 した が、 そ の 結 果 、 人 に直 に接 す る こ とに よ って のみ 得 られ る情

報 の 重要 性 が一 層 増大 し、 ます ます 集 中化 が促 進 さ れ る傾 向 にあ る。

三次 産 業 の一 極 集 中 と同時 に、 地 方 産業 都 市 に お け る ロ ボ ッ ト化 に よ る雇 用減

少 、一 次 産 業 の 衰 退 に よ って 、 地 方 の経 済 基盤 は縮 小 しっ っ あ る。 地 方 は今 や 、

都 市生 活 者 が 束 の 間 の レジ ャ ー を楽 しむ場 所 、 あ るい は 自然 の 景観 や史 跡等 が 残

され て い る観 光 地 と して の役 割 しか 果 た せ な くな って い る。 しか し、 施 設 や観 光

資 源 を もたな い 多 くの過 疎 地 で は それ も ま まな らな い。

地 方 の活 性 化 も言 わ れ る こ と久 しいが 、 新 しい 「村 お こ し」の具 体 策 を 見 つ け

る こ とさえ 極 め て 困 難 で あ る。
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問Lあ な た は 、上 記 の よ うな 意 見 にっ いて 、 ど うお考 え で す か。

そ の とお りだ と思 う 106 50.5%

まだ 言 い足 りな い とこ ろは あ るが、

大 筋 と して は そ の とお りだ と思 う 22 10.5

一 部 に そ うは思 わ な い と ころ は あ るが 、

大 筋 と して は そ の とお りだ と思 う 53 25.2

そ うは思 わ な い 29 13.8

合 計12101100.0%

問2あ な た が そ の よ うに お考 え に な るの はな ぜ です か 。

(代 表 的意 見)

まだ 言 い 足 りな い こ との あ る とい う人(言 及 すべ き こ とが らな ど)

● 一 極集 中 も悪 い こ とば か りが あ るの で は ない とい う点

● 地 方 分権 へ の言 及

● グ ローバ ル な 問題 と して の と らえ 方

● 国 際機 関 が集 中 して い る こ とへ の言 及

● 情 報化 は十 分 で あ るか とい う点

F部 そ うは莇 ない とい う人1(検 討すべ き・とが らな ど)

● 規制緩和 にっ いての検討

● 情報化の進展 につ いての検討

● 地方の生活 はそれほ ど悪 い もので はない とい う点

1そ うは 思 わ な い とい う人{

● 都市化は社会 の発展段階

● 地方中核都市 への人 口集中は既 に始 まっている

● 地方の生活 のよさは十分にあ る

問&あ な た が 、今 後 我 が国 の 「東 京一 極 集 中 ・地 方 整 備 問 題 」 に っ い て重 要 で あ る とお

考 え に な る キ ー ワー ドを あ げ て くだ さい。

1代 表 的 な キ ー ワー ド1

〈首 都 機 能 の 移転 に 関連 す る もの 〉

*首 都(機 能)移 転(22)*遷 都(6)

〈地 方 の 整 備 に 関連 す る もの 〉

*地 方 の 活性 化(30)*地 方文 化 の 振興(5)

〈制 度 に関 連 す る もの 〉

*規 制 緩和(6)*道 州 制(5)

*大 学 の 移転(10)

*地 方拠点都市(2)

*地 方 分 権(36)

〈社 会 イ ン フ ラの整 備 に関 連 す る もの 〉

*情 報 通 信 イ ン フ ラの整 備(11)*情 報 化(31)

*交 通 網 の整 備(19)

*情 報 集 中(3)
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〈中央 ・地 方 に関 連 す る もの 〉

*一 次 産 業 の衰 退(18)*三 次 産 業 の 集 中(13)

*過 密(23)*高 齢化(6)

*過 疎(16)

問4.我 が国 の 「東 京 一極 集 中 ・地 方 整 備 問題 」 にっ い て、 問題 を解 決 す るた め の最 大 の

困 難 は どこに あ る とお考 え で す か 。

問題解決のための課題(最 大の困難)

〈集 中 ・分 散 にか か わ る問題 の 生 起 〉

●
●
●
●
●
●
●

●

(62)

権 限 の 集 中(政 治 ・経 済 、 産 業 、 情 報 、 人材)(41)

東 京 の 文化 選 択 の 多様 性(2)

機 能 分 散 の進 展 が な い(3)

機 能 分 散 に 関す る財 源不 足(2)

行政 の 権 利 意 識 と利 権 構 造(4)

政官 民 の トライ ア ングル 構 造

地方 の生 活 基盤 ・雇 用の 場 の 未 整 備(8)

既得 権 の放 棄 が 困難

〈思 想 ・哲学 ・理 念 の 欠 如 〉

●
●

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

(19)

効率重視か ら公平や快適性重視への移行が不十分

経済性原則の変革が不十 分(2)

地方での産業振興に よる所得 向上への偏重

地方 自治を変革す る意欲の不足

制度の地方分権 を図 る意 欲の不足

地方 のよさに対す る認識の欠如(2)

地方 の独 自性を打 ち出す構想力の不足

東京問題 を国際問題 とす る思考の欠如

集中による効率原則 の放棄が不十分
公共心、義務感の欠如。 エゴ意識(2)

大都市圏 の人た ちの地方 の人 たちへの不信感
地方主権 の発想に欠ける

〈意 思 決 定 メカ ニ ズ ムの 欠 如 〉(12)

●
●
●

●

政策 、 実 行 力 の欠 如(4)

調 整 機能 や 決断 力 の 欠 如

政治 の貧 困(2)

グラ ン ドデ ザ イ ンの 欠 如

〈合 意 形成 の欠 如 〉(5)

● 利害 対 立(住 民 同意 の 欠 如)(2)

● 土 地利 用 形 態 にっ い て の課 題

● 総 論賛 成 、 各 論 反対 の風 潮

〈政治 ・行 政 施策 の不 備 〉

●
●

●
●
●
●

●
●
●
●
●

(39)

中長 期 的計 画 の不 備(8)

政策 の 一貫 性 の欠 如(2)
バ ラ ンスを と らな い過 剰 投 資(東 京 優 遇 対 策)(2)

生活 大 国 へ の 政 策財 源 援 助 の 不 備

規制 が 多 い こ とに よ る東 京 集 中の進 行(3)

地 域政 策 へ の 国 の 関与 の 強 さ

社 会 資本 形 成 へ の投 資 を 効率 性 に よ り判断

地価 上 昇 に対 す る施策 の 不備

地 方 都市 の無 個 性 化

税 制 の 不備(2)

独 創 性 に対 す る理 解 の 欠 如
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〈組 織 ・制 度 ・体 制 の 不 備 〉(14)

● 官 僚 組 織 の 存 在 と地 方 分 散へ の 抵 抗(7)

● 官 庁 の ピ ラ ミ ッ ド型 組 織 を ネ ッ トワー ク型 に移 行 させ るの が 困難

● 癒 着

〈企 業 の 問 題 〉

●

●

●

●

(9)

企 業 エ ゴ(資 本 主 義 の 欠 陥)(3)

東 京 本 社 シス テ ム(意 思 決定 の 東 京化)(3)

官 僚機 構 の もっ権 限 に 密着 しよ う とす る企 業 の 姿 勢

経 済 的得 失 に よ る判 断基 準 へ の 偏 重

〈国 民 の 問題 〉(9)

● 意識 の 固定 化(人 な み意 識 、 民 意 の低 さ)(4)

●Uタ ー ンす る若者 が 少 な い(2)

● 生 活 の利 便 性 を追 求 す る意 識

〈教 育 の問 題 〉(6)

● 大 学 ・研 究 機 関 の首 都 圏 集 中(5)

● 画一 化 、 同一 化 した教 育 。 個 性 の育 成 の 不 備

〈ジ ャー ナ リズ ム の 問題 〉(3)

● 東 京 一 極 集 中 の報 道(2)

● ジ ャー ナ リズ ム の地 方 分 散 が 困難

〈情報環境 の不備 〉

●

●

●

●

(9)

通 信 イ ンフ ラ の不 備(料 金 格 差、 資金 配 分 が 少 な い)(2)

官 に よ る ネ ッ トワ ー ク支 配

情 報 活 用 の不 足

情 報 の偏 在

問5.我 が国 の 「東 京 一 極 集 中 ・地 方 整備 問 題 」 に つ い て 、 問 題 の解 決 は どの よ うに して

可 能 で あ る とお考 え に な ります か。

1問 題解決のための方法1

〈思 想 ・哲 学 ・理 念 の変 革 〉(93)

● 首 都 機 能 の地 方 移 転(28)

● 権 限 の地 方 分散 ・委 譲(35)

● 三 権 の 分 極 化(2)

● 経 済 拠 点 の複 数 化(2)

● 地 方 文 化 ・伝 統 の評 価(3)

● 思 考 の 総 合 化(高 齢 化 、 経 済 の停 滞 、 国 際 化 等 の 同 時 思考)

● エ ゴ イ ズ ム に対 す る制 裁

● 民 間 機 関 に よ る政 策 立 案 と行 政 に よ る実 行

● 一 次 産 業 の 見 直 し と活 性 化(7)

● 横 な らび意 識 の排 除(独 創 性 の 重視)(2)

● 地 方 の 自立 ・自主 性 の尊 重

● 東 京 を経 由 しな い 国際 化 の促 進(3)

〈政治 ・行 政(施 策)の 変 革 〉

●

●

●

●

●

●

●

●

(83)

交 通 機 関 の整 備(15)

地 方 の整 備(住 宅 、就 業 の機 会 、教 育 な ど)

地 方 整 備 の ミニ マ ム の 明確 化

分散 型 テ ク ノポ リス の形 成

地 方 文 化環 境 の整 備(2)

地 方 自治 体 の 国際 化

地 方 分 権 法 の 制定

(14)

自治 体 の立 案 能力 の 強 化、 地 方 の人 材 の能 力 ア ップ。 意 識改 革(3)
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●
●
●

規 制 緩 和 に よ る企 業 や 自治 体 の活 性 化(9)

地 方 財 政 の改 革 。 税 制 改 革(10)

都市 権 の拡大(土 地 所 有 権 の 制 限)。 国 土 の立 体 利 用(2)

〈組 織 ・体 制 の改 革 〉(9)

● 中央 官僚 機 能 の 限 定 化(4)

● 中央 官 僚 の天 下 り禁 止

● 中央 官 僚 の数 を半 分 にす る

● 小 さ な政府 の実 現(3)

〈企 業 の改 革 〉(10)

● 大 企業 の地 方 分散(6)

● サ テ ラ イ トビジネ ス の モ デ ル づ くり

〈国 民 意 識 の変 革 〉(16)

● ライ フス タ イル の 変 革(4)

● 多 様 な 住民 ニ ーズ に基 づ いた 社 会 づ くり

● 首 都 機 能 の分 散 へ の 協 力

● 公 聴 会 、諮 問 会 議 の重 視

〈教育研究環境の変革〉

●
●
●
●
●

(22)

大学 ・研究機関の地方移転(17)

国立大学を県立大学 にす る
地方 の独 自性を尊 重す る教育の実施

地方定住を促す教 育の実施

個性化教育の尊重

〈研 究 開 発 の 推進 〉(7)

● 一 極 集 中 の メ リ ッ ト ・デ メ リ ッ トの 研究(3)

● 地 方 の 産 官学 の体 制 の推 進

● 総 合的 な 調 査 の実 施

〈情報環境 の変革〉

●
●
●
●
●
●

●
●

(25)・

情 報溌 信 基 地 の地 方 移 転(4)

情報 ネ ッ トワ ー ク化 の促 進(2)

情 報 イ ンフ ラの先 行 整 備(5)

知 的 資源 の 有 効利 用。 ア クセ ス 型 へ の移 行(3)

中央 と地 方 とのISDN化 。 双 方 向情 報 交換

中央 と地 方 との情 報 格 差 の 解 消

知 的 産 業 の地 方 分 散

東 京 中心 の マ ス コ ミ報 道 の 是 正

⑤ 口 本 人 の 社 会 ・家 庭 生 活

「日本 人 の社 会 ・家 庭 生 活 」 にっ い て、 あ る有識 者 の意 見 を 記 述 して み ま した 。

急速に進展 している社会 の高齢 化に対 しては、医療費 の負担増、年金の財源不

足、介護施設の不足 な どが懸 念 され、 出生率の低下 による若年労働力の不足 が顕

在 化 しっ っ あ る もの の、 女 性 、 障 害 者 、高 齢 者 の積 極 的活 用 は依 然 と して進 ん で

い な い。 「生 活 大 国 」 が提 唱 され て は い るが 、 日本 人 の平 均 的 な生 活 は、現 在 も

また 近 い将 来 も、 そ の言 葉 の 実 感 とは極 め て程遠 い と ころ に あ る と言 え よ う。

さ らに 、新 た な 社 会 問題 と して 、 麻 薬 や ア ル コ ール 中毒 、 エ イ ズ の蔓 延 等 も懸

念 され る。 その 背 景 に は、 従 来 の 日本 的 な家 族 とい う枠 組 み が解 体 に 向か って い

る とい う大 きな 問 題 も見 え 隠 れ して い る。

21世 紀 に 向 けて 、 「先進 国 病jに 陥 る こ とな く 「ゆ と りあ る生 活 」 を実 現 して

い くた め に は、 男 性 、女 性 と い う性 別 に と らわれ る こ とな く、新 しい生 き方 を 模

索 して い く努 力 が 必 要 で あ る と思 われ るが 、 そ の認 識 、 価 値 観 も世 代等 に よ って

大 き く異 な って お り、 わ れ わ れ の社 会 の 進 むべ き方 向性 は明 らか で な い。 一
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問1.あ な た は 、上 記 の よ うな 意 見 にっ い て 、 ど うお 考 え で す か。

その とお りだ と思 う 123 58.6%

まだ 言 い 足 りな い と こ ろは あ るが 、

大 筋 と して は そ の とお りだ と思 う 26 12.4

一 部 にそ うは思 わな い と こ ろは あ る が、

大 筋 と して は そ の とお りだ と思 う 47 22.4

そ うは思 わ な い 14 6.7

合 計12101100.0%

問2あ な たが そ の よ うにお 考 え に な る の はな ぜ です か 。

(代 表 的 意 見)

巳 だ言 い足 りない ・との あるとい 亘 コ(言 及すべ き・とが らな ど)

● 男性 と女性 を同一視す るところに無理がある

● 外国人の流入へ の言及

● 高齢化を年金 と介護問題のみで記述す るので は不十分

1一 部 そ うは思 わ な い とい う人1(検 討 す べ き こ とが らな ど)

● 問題提起が近視眼的 にな ってい る点

● 教育 の問題

問3.あ な た が 、 今 後rB本 人 の 社 会 ・家 庭 生 活 」 に つ い て 重 要 で あ る と お考 え に な る

キ ー ワー ドを あ げて くだ さ い。

[匿 的なキーワ一門

〈高齢 化 に関 連 す る もの 〉

*高 齢 化 ・老 人 問 題(82)*医 療 費負 担(7)

*介 護施 設(5)*社 会 福 祉(5)

*年 金 財 源(7)

〈家族 ・家 庭 に関 連 す る もの 〉

*家 族 崩壊(18)*家 族 の役 割(3)*新 しい家 族 像(2)

*女 性 の社 会 進 出(5)*父 系 制 解体(2)*少 子 化(5)

*出 生 率 低 下(23)*住 宅(8)*エ イ ズ(2)

〈価 値 観 ・意 識 に関 連 す る もの 〉

*新 しい ライ フ ス タイ ル(生 き方)(22)

*個 の確 立 、 自立(14)*ゆ と り(22)

*世 代 間 ギ ャ ップ(2)

*価 値 観(多 様 化)(36)

*ゆ たか さ(3)

〈教 育 に 関連 す る もの 〉

*教 育(12)*家 庭教 育(2) *受 験 戦 争(2)

〈社会 ・労働 に関 連 す る もの 〉

*若 年 労働 者 不 足(8)*労 働 時 間短 縮(5)*先 進 国病(3)

*雇 用(2)*生 活大 国(8)*社 会 シス テ ム の変 革(2)

*情 報 化(3)*外 国 人 労働 者 受 入 れ(3)
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問4.「 日本 人 の社 会 ・家 庭 生 活 」 に つ いて 、 問 題 を 解 決 す るた めの最 大 の困 難 は ど こに

あ る と お考 え で す か。

[問 題解決のための課題(最 大の困難)1

〈日本 人 の生 活 に関 す る複雑 な問 題 の生 起 〉(28)

● 家 庭 の 崩壊(4)

● 少 子 化(4)

● 核家 族 化(3)

● 価 値 観 の変 化(2)

●

●

●

●

●

●

●

家 族 を 支 え る組 織 や 地域 社 会 の喪 失(2)

急 激 な 社会 の高 齢 化 、 人 口問題 予 測 の 確 実 性(2)

人 口構 造 と産 業 構 造 の ミス マ ッチ(2)

学 校 と家 庭 の 自信 の喪 失

世 代 間 コ ミュニ ケ ー シ ョ ンの 欠如(3)

共 有 す る価 値観 の欠 如

生 産 年 齢 人 口に よ る高 齢 者 人 口へ の社 会 的 支 援 の 不 安 感

〈思 想 ・哲 学 ・理 念 の 欠 如 〉(29)

● モ ノに よ るゆ た か さへ の依 存(6)

● 他人 へ の愛 情 の 欠 如

● 自由主 義 の行 きす ぎ(権 利 と責 任 感 の ア ンバ ラ ンス)(2)

● 宗教(倫 理 、 哲 学)の 欠 如

● ア イ デ ンテ ィテ ィの 喪失

● 個 の 確 立、 自立 の 欠 如(3)

● 個 人 差 と世 代差 の 見 誤 り

● 社 会 的 な価 値 観 の欠 如(4)

● 会 社 主 義 、 消 費主 義 か らの脱 却 が で きて い な い こ と(2)

〈政 治 ・行 政 施 策 の 不備 〉(48)

● 意 思 決 定 の た め の デ ィベ ー トの 欠如(2)

● 長期 ビジ ョンの 欠 如(2)

● 生 活 基 盤 、 土 地 問 題 、住 宅 問 題 へ の対 応 の不 備(13)

● 高齢 化 、社 会 福 祉 に 対応 した制 度 や 財源 配 分(年 金 等)の 不備(6)

● 高齢 化 対 応 施 設 の 未 整備(6)

● 高齢 者 の活 用 に対 す る施 策 の不 備

● 社会 保 障、 社 会 資 本 形成 の未 整 備

● 文 部 省 の教 育 へ の 介 入(2)

● 財 源 不 足。 財 源 配 分 の 不 備(3)

● 労 働 政 策 の不 備

● 政 治 の 貧 し さ。 政 策 の 安 易 さ。 議 員 の 無 責 任 さ。(2)

● 大 企 業 中 心 の 産業 奨 励

〈組 織 ・制 度 の 不 備 〉

●

●

●

●

(7)

問題 解 決 の ため の 制 度 の不 備

た て わ り行 政

建前 と本 音 。 封 建 性(2)

政治 家 ・官 僚 の 数 の 多 さ

〈国民意識の変革 〉

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

(35)

家 庭 に対 す る認 識 の 欠 如(2)

平 等 意 識 、 中流 意 識 の 横 行 。横 な らび(5)

利 己的 、 エ ゴ、 個 人 主 義(10)

教 養 ・価 値 観 の 欠如(3)

結 婚 観 の 貧 困

他人 を気 に す る風 潮

行 政へ の依 存 体 質

深 み の な い生 活 へ の 傾 倒

道 徳心 の欠 如(2)

平 準 化 した 同一 の価 値 観(2)
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〈社 会 体 制 に関 す る問 題 〉

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●
●

(28)

管 理 社 会 、 ス トレス社 会(2)

男 性 中心 社 会 ・女 性 の活 用 の な い社 会(4)

高 齢 者 、 女 性 の 労 働力 が 生 か せ な い社 会

個 人 生 活 と社 会 生 活 の調 和 の とれ な い社 会

地 域 活 動 へ の 関 心 の低 い社 会(2)

政 治 まか せ 、 人 まかせ の 社 会

効 率 性 重 視 の 社 会 システ ム

時 間 的 ・空 間 的 ゆ と りの な い社 会(9)

企 業 の論 理 が 個 人 や家 庭 の 論理 に優 先

企 業 の年 功 序 列 制度(雇 用 観)

経 済構 造 の 固 定化

〈教 育 ・研 究環 境 の 不備 〉

●
●
●
●

●
●
●
●

(26)

家 庭 教 育(し っ け)の 欠 如(4)

画 一 化 し、 創 造力 をな くした教 育(7)

知 識 教 育 へ の 偏重 。 哲学 が な い(2)

教 育 の 資質 の 問題(2)

教 育 費 の高 騰

若 者 へ の将 来 展望 を 与 え な い教 育

過 度 の 受 験 戦 争

日本 社 会 の 独 自の 仕組 み にっ い て の肯 定 的 な 教 育 の不 備

〈情報環境の不備〉(3)

● 夫婦間の情報格差

● テ レビに よる価値観形成

問5.「 日本 人 の 社 会 ・家庭 生 活 」 に っ いて 、 問 題 の解 決 は どの よ うに して 可 能 で あ る と

お 考 え に な り ます か。

信 題解決のための至当

〈思 想 ・哲 学 ・理 念 の 変革 〉

●
●

●
●
●
●
●
●

●
●
●

(38)

多 様 化 す る価 値観 の受 容(4)

新 しい 家 族 の あ り方 に つ い て の模 索(2)

個 人 の 人権 重 視

日本 の歴 史 ・文化 の再 認 識(4)

日本 的 な もの へ の回 帰

異 質 な もの の 受容

東 洋 的思 想 の 導入(2)

新 しい ライ フス タ イル の 導入

自立 と社 会 の バ ラ ンス の とれ た生 活 の 尊 重

個 人 の モ ラル 、若 者 の倫 理 観 の向 上(3)

ゆ った り した生 活 、生 き るよ ろ こび の尊 重(2)

〈国民意識 の変革 〉

●

●

●

●

●

(11)

豊 か さ に慣 れ た意 識 の 変革(2)

自立 の精 神 の確 立(2)

家 族 形 成 ・家庭 生 活 に 対 す る意 識 変 革

消 費者 意 識 の 変革

権 利 意 識 の 変革

〈社 会 の変 革 〉

●

●

●

●
●

●

●

(i7)

女性 の社 会 進 出 の促 進(4)

企 業 の個 人 生 活支 配 か らの脱 却

学歴 社 会 を 排 し、 専 門 的 能力 の重 視(2)

外 国 のす ぐれ た制 度 の取 り込 み

高齢 者 の 活 用 の促 進(2)

社 会 の文 化 レベ ルの 向上(3)

女 性 労 働 へ の評 価 の 改善
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〈政 治 ・行 政(施 策)の 変 革 〉(81)

● 住 宅 問 題 の改 革(定 住 化 、 土 地 制 度 な ど)(15)

● 社 会 保 障 の体 制 の 整 備(6)

● 年 金 、 福祉 財 源 の 確 保(6)

● 高齢 化 対 策 の推 進(介 護 、 施設 整 備、 社 会 参 加 、就 業 な ど)(7)

● 福祉 ・高 齢 者施 策 の ビ ジ ョンづ くり(5)

● 人 口問題 に対 す る政 策 立 案

● 地 域 活性 化(3)

● 規 制 緩和

● ゆ と りの あ る生 活へ の施 策 立 案

● 新 しい生 き方 へ の社 会 シ ス テ ムづ く り

● 高齢 化 、 少子 化 対策 の推 進

● 年 金 ・医療 費 の財 源 の確 保

● 所 得 税 減 税 と消 費 税 引 き上 げ(福 祉 財 源 の確 保)(3)

● 税制 の改 善(3)

● ボ ラ ンテ ィア 活動 の 推奨(6)

● 地価 対 策

● 行革 と合 意 形 成(2)

● 民 間 で の施 策 の研 究 ・立 案 と行 政 に よ る実 施

〈組 織 ・体 制 の変 革 〉(3)

● 中央 省 庁 ・官僚 制 度 の 見 直 し(2)

● 政治 の リー ダ ー シ ップ の必 要 性

〈企 業 の変 革 〉(9)

● 会社 主 義 ・成長 主 義 か らの 脱 却(5)

● 経 済効 率 原 則 の変 革

● 時 短 に よ る生 活 の改 善(3)

〈教 育 ・研 究環 境 の変 革 〉

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

●
●
●
●
●
●
●
●

(69)

家 庭 ・家 族 の価 値 につ い て の教 育 の強 化(2)

家 庭 教 育(し っ け)の 強 化(6)

社 会 道 徳 、倫 理 観 、権 利 と義 務感 の酒 養(7)

初 等 中等 教 育 で の思 い や り教 育 。個 人 主義 の脱却(3)

知 識 よ り創造 性 の酒 養(4)

全 人 間的 教 育 、人 間 形成 尊 重(4)

画 一化 の 排 除 、個 性 化(5)

入 試制 度 の 改 革(3)

価 値観 、 哲 学 、宗 教 教 育(3)

結 婚 観、 出生 率 低下 に関 す る教 育(2)

労 働 や教 育 の 多 様化 に応 じた教 育

時 短 に よる生 涯 教育

ゆた か な社 会 ・家 庭 の研 究 、 提言(2)

歴 史 観 に基 づ く自己認 識

人 口 と生 産 との関 連分 析

週 休2日 制 の完 全 実施(2)

国際 化 に対 応 した人 材 の育 成

研 究 開 発 の推 進

〈情報環境 の変革〉(5)

● 知的所有権にっいての体系整備

● 情報 提供体制の整備

● マス コ ミの体制見直 し
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知 的 資 源 の 整 備 に つ い て

「知 的 資源 の整 備 」 に っ いて 、 あ る有 識 者 の 意 見 を記 述 して み ま した。

マ ス コ ミで流 され る情 報 過 多 が 指摘 され る一方 、 公 共 機 関 で 公 開 さ れ る情 報 の

不 足 も叫 ば れ て い る。 しか し現 実 に は、 必 要 な情 報 が 集 め られ て い な い、 存 在 す一
る情 報 が う ま く利 用 され て い な い、 情 報 か ら適 切 な 判 断 が 導 か れ て い な い、 また

正 しい結 論 も実 行 に移 され て いな い、 な どの ため に 、 適 切 な行 動 、施 策 が な され

て いな い 場 合 が 多 い と思 わ れ る。

コ ン ピュ ータ 、情 報 通 信 ネ ッ トワー ク、 マ ル チ メ デ ィア な どの先 端 技 術 、 あ る

い は それ を 応 用 した デ ー タベ ース、VAN(付 加 価 値 通 信 網)、 電子 ラ イ ブ ラ リ
ーな どが 発 達 しっ っ あ る に もか か わ らず 、 そ れ は必 ず し も現 実 の有 効 な解 決 に結

びつ い て い な い。 そ こに は、 知 的所 有 権 の 過度 と もいえ る保護 や、 情 報 公 開 か プー

.ライ バ シー 保護 か とい った遡 度 的 な障 害 の ほか 、 人 々の 意識 や認 識 に も欠 け る と
こ ろが あ る と言 わ ね ばな らな い。

これ まで に お 聞 き して きた5つ の課 題 や 、 その 他 の 難 問 を 解 決 す る に は、 す べ

て の 情 報 を有 効 に 活用 して 、 適 切 な判 断 を 下 し、 か っ そ れ を 実 行 に移 す ため の 知

的 資 源 を 整 備 しな けれ ばな らな い。 それ を 具体 化 す るの は 容 易 で は な い。

問1.あ な た は、 上 記 の よ うな 意 見 にっ いて 、 ど うお 考 え で す か。

そ の とお りだ と思 う 124 59.0%

まだ言 い足 りな い とこ ろは あ るが、

大 筋 と して は そ の とお りだ と思 う 20 9.5

一 部 に そ うは思 わな い と こ ろは あ るが 、

大 筋 と して は そ の とお りだ と思 う 42 20.0

そ うは思 わ な い 24 ll.4

合 計12101100.0%

1

問2あ な た が そ の よ うにお 考 え に な るの は な ぜ です か 。

(代 表 的意 見)

1ま だ 言 い 足 りな い こ との あ る とい う人1(言 及す べ き こ とが らな ど)

● 情報 の所在 が不明確であ る点

● 情報 の共有意識

一 部 そ うは思 わ な い とい う人(検 討 す べ き こ とが らな ど)

●

●

●

●

●

情報 の蓄 積 ・保 存

知 的所 有 権 の保 護

情報 の多 い こ とが 必 ず し も好 ま しい こ とで は な い

情報 の整 備 が重 要 な の で は な い とい う点

制度 の障 害

巳 うは思わない とい う人1

●

●

●

知的資源で は問題は解決 しない

情報 の量で はな く知性が問題

知的資源 の整備 は不可能ではない
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問3.あ な た が 、 今 後 我 が 国 の 「知 的 資 源 の 整 備 」 に っ い て 重 要 で あ る とお 考 え に な る

キ ー ワー ドを あ げ て くだ さい。

「代表的なキ=ラ=ドi

〈情 報 公 開 に関連 す る もの 〉

*情 報 公 開(46)*プ ライ バ シー保 護(34)

〈情 報 提供 に 関連 す る もの 〉

*デ ー タベ ー ス化(19)

*ア クセ ス(料 金)(9)

*知 的 所 有 権 の保 護(28)

*ネ ッ ト ワ ー ク 形 成(15)

*情 報 の 所 在(4)

〈制 度 に関連 す る もの 〉

*規 制 緩 和(7)*制 度 的 障害(12)

*情 報 選 択(2)

〈情 報 環 境 に 関連 す る もの 〉

*情 報 過 多(24)*情 報 不 足(9)*人 材 育 成(4)*閉 鎖 性(2)

*情 報 の 高度 利 用(13)*技 術 研 究 開 発(7)*メ デ ィア の変 容(4)

*マ ス コ ミ(4)*教 育(3)*著 作 権(2)*図 書 館 整 備(2)

問4.我 が 国 の 「知 的 資源 の 整 備 」 に っ いて 、 問 題 を 解 決 す る ため の 最 大 の困 難 は ど こに

あ る とお考 え です か 。

問題解決のための課題(最 大 の困難)

〈知 的 資源 整備 に関 す る基 本理 念 の欠 如 〉(23)

● 知 的 資 源 の整 備 が 利 用 者 側 の ニ ー ズで はな く、

い る こ と(3)

●
●
●
●
●
●
●

提 供者 側 の都 合 に よ って な され て

企 業 倫理 、 官庁 倫 理 の 横 行

合 目的性(哲 学)の 欠 如(5)

知 的 資 源 の意 味 ・内 容 の 明 確 さを欠 くこ と(4)

国 際 性(イ ンタ ー フ ェ ー ス)の 欠 如(4)

情 報 ネ ッ トワ ー ク構 築 に っ い て の国 家 的 な 指 針 の 欠 如(2)

評 価 ・組 織 化 す るた め の 意思 決定 の欠 如

知 的 資 源が 生 活 を豊 か に す る こ とへ の説 明 不 足

〈情 報 内容 に っ い て の問 題 〉

●

●
●
●
●
●

(2D

必 要 な情 報 の選 別 が 困 難

必 要 な情 報 が不 足(デ ー タベ ー ス不 足)(5)

画 一 化 ・ハ ウ ツ ーに な って い る(2)

非 線 型 、非 平 衡 を 取 り扱 う科学 体 系 が 少 数 派

専 門 的 分野 へ の固 執(逃 避)

精 度 の 不備

〈情 報 提供 方 法(シ ス テ ム)に つ い て の問 題 〉(36)

● 情 報 の秘 匿(10)

● 官僚 制 度 の も とで の 統 制(3)

● 情 報 機器 が 利 用 しに くい 。価 格 が高 い(6)

● 回線 使 用料 。 情 報 使 用 料 が 高 い。 不 明 確(2)

● ネ ッ トワー ク化 、 オ ープ ン シス テ ムへ の 立 ち遅 れ(3)

● ア クセ ス が 困難 、 格 差 が 大 きい(2)

● 文 化 ・歴 史 の違 う情 報 集 合 体 の ネ ッ トワ ー ク化 ・デ ー タベ ー ス化 の 困難 性

● 価 値 観 の異 な る情 報 は 公 共 シス テ ム と な らな い こ と

● 情 報 の 有料 提供 につ い て の 合意 形 成 の欠 如

〈制 度 ・組 織 ・体 制 につ い て の 問 題 〉(65)

● 制 度 の 未整 備(5)

● 人 材 の 不足(10)
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● 財 源 の 不 足(10)

● 収 集 と管理 体 制 の 不 備

● 知 的 所 有権 保 護 の 体 制 の不 備(7)

●'総 合 的バ ッ クア ップ体制 の不 備

● 国 、 官庁 の たて わ り組織(7)

● 癒 着

● 規 制 が 不明 確

● 文 化 を重 視 しな い制 度

● 技 術 の発 達 に法 制 度 が 追 い つ か な い こ と

● 制 度 の 告 知 が不 徹 底

● 学 界 や専 門領 域 での な わ ば り意識

● 産 官 学 の コ ンセ ンサ ス の 欠 如

● 規 制 緩 和 の遅 れ に よ る新 しい シス テ ム導入 の 遅 れ(3)

● マ ス コ ミに対 す る政府 ・行 政 の介 入

● 情 報 重 視 の政 治 的 姿勢 の欠 如

〈情 報 の利 用 につ いて の 問題 〉(27)

● 知 的 資源 の所 在 、入 手 方 法 が 不 明確(5)

● 情 報 公 開 と共 有 にっ いて の 基準 の不 備(情 報 の 守 秘 義 務 、 セ キ ュ リテ ィな ど)

(6)
● 知 的 資源 の 利 用 が一 部 の 階 層 に 偏 って い る こ と(2)

● 知 的 資 源 の対 価 が 低 い こ と(2)

● 知 的 資 源 の公 開 につ い て の 過度 の プ ラ イバ シ ー保 護(3)

● 情 報 公 開 に関 す る一 般 的 な コ ンセ ンサ ス の欠 如

● 著 作 権 に 関す る意 識 が 低 い こ と(2)

● 中 央 と地 方 の 間の情 報 格 差

〈情報 産業に関す る問題〉

●
●
●
●
●

(8)

自 由競 争 の 礼 讃

事 業 化 が 困 難(3)

利 益 追 求 型 の シ ン クタ ン ク

情 報 内容 の 割 に は情 報 使 用 料 が 高 い
ベ ンチ ャ ー ビ ジネ スの 気 運 が低 い

〈情報 に対す る意識や対応〉

●
●
●
●
●
●

●
●
●

●

(31)

情 報 の 必 要性 に対 す る認 識 の不 足(9)

情 報 に 対 す る関 心 の 低 さ(3)

情 報価 値 を認 め な い、 対 価 を支 払 わ な い(10)

情 報 を正 し く判 断 で き な い

知 的 冒険 へ の意 欲 の欠 如

独創 性 を養 わな い教 育(3)

プ ラ イバ シ ー問題 に対 す るマ ス コ ミの質 の低 さ

ゆが め られ た個 人 主 義

マ ス コ ミ情 報 に動 か され や す い国 民 性

マ ス コ ミ報道 の偏 向

〈情 報 技 術 の 問 題 〉(8)

● ハ ー ドウ ェア、 ソ フ トウ ェアの 未 整 備(2)

● 技術 研 究不 足(4)

● 光 フ ァイバ ー に よる大 規 模 情 報 網 の整 備 の遅 れ

問5.我 が国 の 「知 的 資源 の 整 備 」 に っ い て、 問題 の解 決 は どの よ うに して可 能 で あ る と

お考 え にな り ますか 。

固頭 方法
〈知 的 資 源 整 備 の理 念 の 明 確 化 〉(i4)

● 知 識 で は な く知 恵(高 次 情 報)の 提 供 を 目指 す

● 日本 人 の 発見 した 知 的 資源 の世 界 へ の提 供 と保 護
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●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

知的資源の整備 目的 と利用者の明確化(2)

知 的所有権の尊重 と適切な代価 に よる公 開

モ ノ経済か ら知識経済への脱却

ソフ ト科学 の重視

利用者のニーズを もとに した整備

知的資源整備 の基準の設定

長期的視点の必要性

知識 や感覚を含めて、特定の 目的のために利用す るシステムの確立
プライバ シー概 念の明確化

知識 の社会資本化

外国人資源の活用による国際競争の強化

〈情 報 内 容 につ いて の 留 意 〉

●

●

●

●

●

●

●

(11)

デ ー タベ ー ス化 の 促 進(4)

生 活 全般 に わ た る情 報 の整 備

学 術 研 究 な ど質 的 に高 度 な情 報 の蓄 積 と利 用 体 制 の確 立

民 間 人 に よ る研 究 の重 視

市 民 サ イ ドで の知 的 資源 の収 集 ・獲 得

情 報 の内 容 と所 在 の明 確 化

公刊 さ れ る全 て の 論文 ・著 書 の 登録 制

〈情 報 提 供 に っ いて の 留 意 〉

●

●

●

●

●

●

●

●

(13)

自由 な ア クセ ス と選 択(3)

利 用 に 簡 便 な共 用 シ ステ ムの 構 築

ネ ッ トワ ー ク、 オ ー プ ン シス テ ム の実 用 化

ア クセ ス 料 金 の低 減(2)

ISDN、CATVに よ る双方 向情 報 シ ステ ム の構 築

情 報 価 格 の 引 き下 げ

電話 回線 使 用 料 の 全 国均 一 化

情報 処 理 の電 子 化

〈情 報 機 器 につ い て の留 意 〉

●

●

●

●

●

(8)
ハ ー ドウ ェア ・メデ ィア の価 格 を 下 げ る(2)

使 いや す い機 器 の開 発`(2)
ハ ー ド、 ソ フ トの機 種 方 式 の制 約 をな くす る

情 報 入 力 の 簡素 化

家 庭 用 機 器 の普 及 を図 る(2)

〈知 的 資源 に関 連 す る施設 ・ネ ッ トワ ー クの整 備 〉(11)

● 国 ・自治 体 ・企 業 の協 力 した ネ ッ トワー クの構 築

● デ ー タベ ー ス提 供 機 関相 互 の 連 携

● リフ ァ レ ンスサ ー ビス機 関 の 設 置

● ネ ッ トワー クの国 際化(2)

〈知的 資源に対す る認識の改善 〉

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●
●

(20)

政 策 づ くりの た め の意 識 改革(2)

知 的 所 有権 に つ いて の 国 民教 育

情 報 公 開 の 認 知 を高 め る教育

知 的 資源 の 解 析 につ いて の教 育

情 報 価 値 の 理 解 に つ いて の教育(5)

知 的 資源 に っ い て の啓 蒙 、PR

知 的 資源 の 効 率 的 な整 理 につ い て の 教育

情報 公 開 にっ いて の ラ イ フ ス タイ ル 教 育

コ ン ピュー タ は手 段 で あ る とい う教 育

費 用 負担 につ いて の 国民 意 識 の 変 革

民 主 主 義 ・自由主 義 の価 値観 の徹 底

独 創 性 の 重視

〈知的資源整備の推進体制〉

●

●

●

(22)

民 間 プ ロ ジ ェ ク トを主 体 と した推 進

公 的機 関 に よ る整 備(2)

官 側 の調 査 機 能 の 充 実 と情 報 の 保 存 、 整理 、 公 開

一32一



●

●

●

●
●

●

●

●

●

●

●

●

政 府 レベ ル の 情 報 シス テ ム の整 備 と民 間 へ の 開放

政 府 に よ る全 体 計 画 と整 備

財源 の確 保(4)

政 府 の長 期 的 な 対 策 の必 要 性

初 期 的 投 資 へ の コ ンセ ンサ ス の形 成

図書 館 の 充 実(2)

シン ク タ ン クが 育 つ 風土 をっ くる(2)

高 等 教 育 機 関 、 情 報 処理 機 関 の交 流促 進

情 報 分 析 シス テ ム の確 立

研 究 業 績審 査 機 構 の設 立

研 究 開 発 の 推 進(3)

ソフ ト技 術 の 重 視(2)

〈知的資源 に関す る制度の改善 〉

●

●

●

●

●

●

(21)

知 的 資 源 に 関 す る規 制 緩 和(4)

知 的 所 有 権 の 保 護 の 強化(6)

イ メ ー ジ情 報 ・映像 情 報 の著 作 権処 理 の 簡素 化

情 報 通 信 ネ ッ トワ ー クに対 す る行 政制 度 の撤 廃

知 的 所 有権 、 特 許制 度 の 国際 制 度 との調 整(4)

官 民 協 力 体 制 の 樹 立(3)

〈人材 につ い て の 問 題 〉

●

●

●

●

(9)

人 材 の 確 保 ・育 成(5)

人 的 ネ ッ トワ ー クの充 実(2)

知 的 人 材 バ ン クの 設 立

国 際 的 な知 的 戦 争 に対 応 で き る専 門家 の 育成

〈情報 公 開 につ い て の 問題 〉

●

●

●

●

●

(15)

政 府 ・官公 庁情 報 の公 開(5)

知 的 資 源 の 公 共 財 源化(2)

段 階 的 な情 報 公 開

情 報 公 開 ・公 共 性 に 関す る原 則 の 明確 化

メデ ィア の 公正 な報 道

そ の 他 の 課 題 に つ い て

〈今 後重 視 して い かね ば な らな い と思 って い る課 題 〉

(主 な もの)

*教 育(47)*宗 教(4)

*医 療(4)*災 害(3)

*行 政(8)*産 業 構 造(2)

*人 口 問 題(2)*防 衛(3)

*コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン(マ ス コ ミ)(2)

*日 本 文 化(7)

対 象 者 の 所 属 と年 齢

39才

以 下

40才 代 50才 代 60才 代 70才

以 上

合 計

大学等の高等教育機関 ・

研究機関 2 19 34 24 2

1

81

民間企業 3 12 44 8 一

1

67

行政機関 ・行政関連 団体 2 17 13 5 3 40
一.

評 論 家 ・ジ ャー ナ リス ト

民 間 団 体 等 1 2 7 ll 1

1

22

合 計 8 50 98 48 6 210

一一33一
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資料2-1

「21世 紀にむ けての我が国の課題対応 と

知的資源の整備についての有識者調査」 (第2回 調査)

調査項目と集計結果





有 識 者 調 査(第2回 調 査)の 結 果

誹到 査 概 要

1.調 査 対 象 者

(回 収 数)

大学等の高等教育機関 ・研究機関 60

民間企業 47

行政機関 ・行政関連団体 28

評 論 家 ・ ジ ャ ー ナ リ ス ト、 民 間 団 体 等 16

合 計1151

2調 査方法 郵 送 法

3.調 査 時 期 平成6年1月 下 旬 ～2月 下 旬

第2回 調 査 へ の 問 題 提 起

第1回 調 査 の結 果 を もとに して 、第2回 調 査 へ の問 題 提起 を 次 の よ うに 考 え ま した。
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もの とす る と と もに、 世 界 に も経 済 、 技 術 、 そ して リー ダ ー シ ップの 上 で よ り大

き く貢 献 す る こ とが 求 あ られ て い る。

今 後 国 際 政 治 の 中で 、 これ まで の よ うな 軍事 力 で はな く、 また単 純 な 経済 力 で

もな く、 情 報 を総 合的 に判 断 し、長 期 的 に国 家 戦略 を展 開 す る能 力 が 「国 力 」 の

中心 にな る と思 わ れ る。 日本 も適 確 な ビジ ョンを持 って、 国 際協 調 を進 め な が ら、

明確 な長 期 的 戦略 を展 開 しな けれ ば な らな い。 しか し、 現 在 の 状況 で は、 国 民 的

合意 の下 に 国 家 的意 志 を形 成 す る シス テ ムが 、 ほ とん ど成 り立 って いな い とい わ

ざ るを得 な い 。 そ れ が 日本 の 「顔 が 見 え な い」 とい う国際 的 批 判 を招 いて い るの

み な らず 、 国 民 的利 益 が 損 な われ る こ とに な る恐 れ もあ る。

さ らに進 ん で は、 広 い 意味 の国 力 、 あ る い は国 際 的 発言 力 の 中心 は、 その 国 の

固 有 の文 化 に あ る こ とが 認識 され な けれ ば な らな い。 そ れ は言 語 、芸 術 、 生 活 文

化 等 を含 む 広 い 概念 と して理 解 され ね ば な らな い 。 日本文 化 につ い て も、 た だ そ

の 特殊 性 の み を 強 調 す るの で な く、 固 有 の歴 史 に 基 礎 を 置 き なが ら、普 遍 的価 値

を 持 つ もの と して 、 保持 、 発展 させ な けれ ばな らな い。

現在 の状 況 は基 本 的 に い って、 もは や単 一 の明 確 な 目標 に 向か って努 力 す れ ば

よい とい う局 面 で は な い 。 多様 な問 題 の 多 くの側 面 を 考 慮 して、 い くつ か の 目標 、

基 に満 た す よ 一な 目的 同 型 の)を す こ とが ・ め られ

て い るので あ る。 そ の 困 難 性 が方 向 性 の 喪失 と して 現 れ て い るの で あ る。

問1.あ な た は この よ うな 問 題 提 起 にっ いて 、 ど うお思 い にな り ます か 。

その とお りだ と思 う 33 21.9%

大 筋 と して は そ の とお りだ と思 う 101 66.9

そ うは思 わ な い 17 11.2

合 計1151!100.0%

問2〈 問1で 「そ うは思 わ な い1と い う方 に〉

あ なた が そ の よ うに お思 い にな るの は なぜ で す か。

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

多 目的 同 時 解 決 型 の解 が存 在 す る とは思 えな い 。 た とえ存 在 して もそれ を見 出 す の

が至 難 の わ ざ 。 解 の メ リッ トとデ メ リッ トをは っ き り させ た 上 で選 択 の決 断 を す る

べ きで あ り、 失 敗 や 間違 い を おそ れ ず や りな お す 度 量 を もっ こ とが大 事 。

多 目的 同 時 解 決 型 の解 は な い。 い くっ か の 目標 に 優 先順 位 をっ けて、 や れ る もの と

や れ な い もの を 弁 別 して取 り組 む べ きで あ る。 国 民 的 利益 と地 球 人類 全 体 の利 益 は

多 くの側 面 で 対 立 す る。 国益 を損 な って も人 類 の 利 益 に寄 与 す る とい うパ ラ ダ イ ム

変換 こそが 必 要 。

多 目的 同時 解 決 とい うの は虫 が よす ぎ るので はな いか 。 い まこ そ 目的 に つ いて 議 論

しな け れ ばな らな い 。

多様 な事 象 が 錯 綜 し、共 通 項 的統 一 解 が 見 出せ な い社 会構 造 に変 革 しつ っ あ る との

認 識 か らす れ ば、 「局 面 を 単一 の解 」 で 収敵 で き るか ど うか 疑問 。

い くつか の 目標 、 基 準 を何 時 に満 たす 解 を無 理 に 見 出す こ とが求 め られ て い る の で

はな く、 複 数 の 目標 を 超 越 した ビ ジ ョンを示 す こ とが 求 め られ て い る。

国 力 の 中心 は、 軍 事 力 、 経 済 力 で あ り、 そ の上 に立 って 国家 戦 略 が 展 開 され る国民

合 意 とい うの は夢 想 にす ぎず 、多 様 な 意 見 を集 約 し、 目標 を 設定 して 解 を 求 め る行

為 は リー ダ ー の役 割 で あ る。 リー ダ ー の 不 在 、 リー ダ ーを 育 成 した くな い 風 土 が
「顔 」 の な い 日本 を現 出 させ て い る。

一 国 の 文 化 は 、 そ の時 間 的 ・空 間 的特 性 か ら自己 完結 的 な性 格 を有 して お り、 普遍

性 を獲 得 す るの は むず か しい。 普 遍化 して い るの は 定量 化 ・記 号化 で き る ノ ウハ ウ

で あ って 、技 術 分野 が 主 体 。 む しろ文 化 の衝 突 を 避 け るよ うな 認識 の装 置 をつ くる

方 が よ い。

文 化 が 普 遍性 の な い もの を弁 護 す る道 具 に な って い る。 東 西 対 立 の終 結 に よ って 、

イ デ オ ロギ ー有 害 論 に な って い る今 日、普 遍 性 へ の 努 力 が強 調 され ね ば な らな い。

第2次 大 戦 後 の 事 態 の推 移 や経 済 ・政 治 の みで 現 在 の 問 題 を論 ず るの は底 が浅 い。

近 代 以 前 か ら、 社会 、文 化 、 自然 、 文 明 等 に まで 広 げて考 えね ば問 題 は解 決 しな い。

日本文 化 を普 遍 的価 値 を もつ もの と して 発展 させ る こ とは 困難 。

各 人 の レベ ルで 世 界 に 何 が 貢献 で き るか を 問 うべ き で あ る。
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5つ の 課 題 か ら の 考 察

第1回 調 査 で は、 我 が 国 に とって 重 要 な問 題 と思 われ る5課 題 を取 り上 げ ま した。 ・

先 の 「第2回 調 査 へ の 問題 提 起 」 で も示 しま した よ うに 、 これ らの5つ の課 題 は それ ぞ

れ単 独 に 存 在 す るの で は な く、 相 互 に 関連 を して い るた め に 、 その 解 決 に あ た って は、 多

目的 同時 解 決型 の解 を求 め な けれ ば な りませ ん。

問3.「5つ の課 題 」 を 同 時 に解 決 す る(同 時 解 決型 の 解 を求 め る)こ とを考 慮 した場 合 、

こ こに あ げ ま した10項 目の 「問題 点 」に っ い て、 課 題 解 決 へ の 影響 度 を お聞 き した

い と思 い ます 。

問3-1.

問3-2.

問3-3.

10項 目の 「問 題 点 」 の う ち、 「5つ の 課題 」解 決 に最 も影響 が 大 きい とお考 え に

な るの は どの項 目です か 。

で は2番 目に影 響 が 大 きい と思 わ れ るの は どの 項 目です か。

で は3番 目に影 響 が 大 きい と思 わ れ るの は どの 項 目です か。

影 響 の 大 きい と思 う項 目
合 計

1番 目 2番 目 3番 目

1.思 想 ・哲 学 ・理 念 の 欠 如 56 19 16 91 60.3%

2意 思決定の欠如 12 18 10 40 26.5

&合 意形成の欠如 8 17 12 37 245

4.政 治 ・行 政 の不 備 20 22 25 67 44.4

5組 織 ・制 度 の不 備 6 10 18 34 22.5

&企 業 の行 動 ・意 識 の問 題 2 9 5 16 10.6

τ 国民 の行 動 ・意 識 の問 題 33 32 24 89 58.9

&人 材 の欠如 4 5 10 19 12.6

乳 ジ ャー ナ リズ ム の問 題 2 4 13 19 12.6

10.教 育 の 不 備 8 15 18 41 27.2

合 計11511151115111511100.0%

知 的 資 源 の 整 備 に つ い て の 提 言

以 下 の頁 で は、 「同 時 解 決 型 の 解 」 を求 め るた め の知 的 資源 の 整 備 にっ いて 、 ご意 見 を

お伺 い した い と思 い ます 。

今 後我 が国 に お け る知 的 資 源 の 整 備 にっ い て は、 次 の よ うな問題 提起 が で き る と思 い ま

す 。

我 が国 に おい て は、 多 様 な 問題 の多 くの側 面 を 考 慮 して 、 い くつ か の 目標 、 基

準 を 同時 に満 た す よ うな 解(多 目的 同 時 解 決型 の 解)を 導 き出 す よ うな態 勢 は 極

め て 不十 分 で あ る。 多 くの 、 異 な る分 野 の問 題 を総 合 的 に判 断 し、適 切 な 意 思 決

定 を行 い、 方 策 を 実 施 して い く十 分 な 体 制 は ほ とん ど で きて い な い。 タ テ割 り型

の行 政 も、 短 期 的 で 経 済 状 況 に左 右 され る企 業 も、 票 の動 向 を追 う政 治 も、 また

過度 に専 門 分 化 した 研 究 体 制 も、 いず れ も長 期 的 な 視 野 か ら問題 を総 合 的 に 把 握

し、 具 体 的 な 行 動 プ ラ ンを 作 成 、実 行 す る の に適 して いな い。 一 般 国 民 も、 問 題

の正 確 な理 解 が 得 られ な い ま まに、 結 局 、 目先 の 利 害 に走 る こ とに な りが ちで あ

る。

この よ うな 状 況 の下 で 、 まず 第一 にな すべ き こ とは 、 問 題 、状 況 の正 確 な 把 握

で あ り、 それ に対 処 す る明 確 な 方針 を 打 ち 立て る こ とで あ る と思 われ る。 そ の た

め に 可能 な 知 的 資 源 を最 高 度 に 利用 す る こ とが 必 要 で あ る。

こ こで知 的 資 源 と は、L情 報 資源 、2.利 用 シ ステ ム、3.利 用技 術 が 相 互 に 関 連

を持 ち、 それ らが 融 合 したあ るか た ちを持 つ もの で あ る。 す なわ ち、 い ろい ろ な
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分 野 の事 実 に関 す る情 報 や デ ー タ ばか りで な く、 そ れ に関 す る科 学 的 理 論 や、 そ

れ に 基 づ く経 験 的判 断 、 あ る い は、 さ らに それ を 高 度 に ま とめ る ため の 「知 的技

術 」や 「知 恵 」 とい った もの が 融 合 した 情 報形 態 を イ メー ジす る広 い概 念 で あ る。

そ の利 用 の た め には、 もち ろ ん、 情 報 通 信 ネ ッ トワ ー クな どの情 報 基 盤(イ ン フ

ラ ス トラ クチ ャ)の 整 備 、 あ るい は マ ル チ メデ ィア な どの 先端 技術 の開 発 が 重 要

とな って く る。 知 的 資 源 は、 い わ ば 「情 報 ス ーパ ーハ イ ウ ェー 」 を走 り まわ る
「情 報 ヴ ィー クル 」 と表 現 で き る もの とい え よ う。 しか し、 狭 い 意 味 の情 報 技 術

だ けで知 的 資 源 の高 度 利 用 が 可 能 に な るわ けで は な い。 そ のた め には 、 知 的 資源

を 広 く情 報 公有 財 と して 利 用 で き るた め の 公正 な処 理 機 構 が 必 要 とな る と思 われ

る。 そ して、 情 報技 術 を 手 段 と して 有 効 に 活用 す るた あ の 「メタ技 術 」や 、 あ る

い は 「社 会 システ ム 」が 作 り出 され な けれ ば な らな い。 そ の た め に は何 をな すべ

きか?そ れが わ れ われ の基 本 的 問 題 で あ る。

問4.あ な た は この よ うな 問題 提 起 に っ い て、 ど うお思 い にな ります か。

そ の とお りだ と思 う 33 21.9%

大筋 と しては そ の とお りだ と思 う 94 62.3

そ うは思 わな い 24 15.9

合 計11511100・0%

問5.〈 問4で 「そ うは 思 わ な い 」 とい う方 に〉

あ なた が そ の よ うに お思 い に な るの は なぜ で すか 。

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

知 的資 源 の 整備 は、 産 業 、 行 政 、 教 育 な どの高 度化 、 効 率 化 に必 要 な 手 段 で あ って 、
パ ラ ダイ ムの 変換 に不 可 欠 の もので は な い。

知 的 資 源 を整 備す れ ば同 時 解 決 型 の 解 が得 られ る とは 思 わ な い。 まず 、 思 想 ・哲 学 ・

理 念 を 確立 し、 そ れ を世 界 の人 々 に納 得 させ、 リー ドを す る人材 を育 成 す る こ とが

重 要。

現 在 問 わ れて い るの は、 思 想 ・理 念 の欠 如 、合 意 形 成 や 意 思 決 定 の 欠 如 な ど人 間 と

しての 判 断力 で あ り、 知 的 資 源 の 整備 がで きれ ば それ が 解 決 す る とは 思 え ない 。

知 的 資 源 の整 備 は そ れ 自身 が 目的 で は な い。 したが って 、 理 念 ・思 想 ・哲 学 を 十 分

に議 論 し、 問題 解 決 の 意 欲 を も った 人材 を育 成 す る教 育 体 制 の研 究 が 必 要。

国民 の意 識 ・行 動 の 変 革 が まず 第 一 で あ り、 そ の た め に知 的 資源 の 整 備 が必 要 で あ

る とい うのは まやか しで あ る。

人 間 の知 恵 で はす べ て の因 子 を見 透 して複 雑 にか らん だ 問題 を知 的 に解 け る とは思

え な い。 要 は トライ ア ン ドエ ラ ー に よ る前 進 で あ り、 知 的 資 源 は この よ うな方 向 に

す す む た めの 手段 で あ る。

日本 の進 む方 向 が 見 え な い こ とに よ って 、 目先 の利 害 に と らわ れ て い る ので あ り、

知 的 資 源 の必 要 性 とは 関係 な い。 知 的 資源整 備 の ビジ ョン や必 要 性 を も っ と深 く考

え る必 要 が あ る。

問題 の正 確 な把 握 は 必 要 で あ るが 、 そ の ため に知 的 資源 の 高度 利 用 が 必 要 で あ る と

い うの は論 理が 飛 躍 しす ぎ る。

強 者 あ るい は特 定 の 国 や 個 人 な どの パ ラ ダイ ムの も とに 、 現状 の認 識 が 築 か れて い

る。公 正 な情 報処 理 機 能 は実 現 で きな い。

未 来 の超 技 術 社会 あ る い は文 明 後 社 会 とい った 人 間 本 来 の 社 会 に 対立 す る よ うな管

理 社 会 あ る い はオ ー トメー シ ョン社 会 の到 来 を恐 れ る。 情 報 技 術 の 高度 化 は次世 代

に求 あ られ る知 的生 産 の 支援 分野 で はな いか。

この よ うな 「お上 」主 導 型 の 発 想 法 は誤 って い る。 ネ ッ トワ ー クシス テ ム は草 の根

か らボ トム ア ップす べ き もの 。 政 府 機 関 は貢献 す る とい うよ りは害 を 与 え て い る。

知 的 資源 を 高度 に整 備 し、 利 用 す る主 体 は誰 な の か が 問題 。

「情 報 」 中心 に シス テ ム をっ く り出す こ とは、 情報 以 外 の部 分 の切 り捨 て に な る。

情 報 の取 捨 選 択 と評 価 や 情 報 の型 で 現 れ て こな い 知 的 資 源 の 保 持 を はか る こ とが先

決 。

知 的 資 源 の整 備 は 入手 で き る情 報 を あ る程 度集 積 して か らで な い とす す め られ な い

ので 、 まず情 報 の収 集 を 先 行 させ 、 そ れ をつ な ぐネ ッ トワ ー クの整 備 は そ の あ とで

よい。

知 的 資源 の利 用 は一 つ の 手 段 。 価 値観 が 多様 化 して い るの で 、特 に社 会 科学 で は明

確 な利 用方法 が 見 出せ な い ので はな い か。
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● 知 的 資 源 の整 備 の前 に 問題 に どの よ うに ア プ ロ ーチ す る か の 国民 的 合意 とそ の 達 成

方 法 にっ い て の 議 論 が 不 可欠 。

● 国 民 へ の 強 い 問 い か けが必 要 。

1. 情 報 資 源(リ ソ ー ス)に つ い て

問6. 先 の 問3で あ げ られ た 「課 題 解 決 に 影 響 が 大 き い項 目」 を正 す(解 決 す る)に あ

た って は、 現 在 どの よ うな情 報 資源 が必要 で あ るか(あ る い は欠 落 して い るか)に

っ い て お たず ね します 。

な お 、情 報 資 源 につ いて は 、 文 字 ・数 字 な どの テ キ ス ト情 報 に とど ま らず 、次 の よ

うな 高次 情 報 や 新 しい形 態 の 情 報 を 含 めて 、 どの よ うな も の が あ るか を お 考 え くだ

さい。

● 高 次 情 報 一 基 礎 的 情 報 を 加 工 ・処理 して 付加 価 値 を っ け た情 報 や 、 意 識 、

人 間 の感 性 、 イ メ ー ジ情 報 な ど。 さ らに そ れ らを体 系 化 した理

論 や知 識 、 あ る い は人 間 の経験 、 判 断 力 な ど も含 めて お考 え く

だ さい。

● 今 後 デ ー タ化 が よ り必 要 な もの と して、 人 間 の感 性 に か か わ るデ ー タ の例 を

示 します と、 次 の よ うに な り ます 。

視

聴

触

味

嗅

L

2

&

4

5

6.そ の他(い わ ゆ る第 六 感)

覚 一 光 の 明 る さ ・強 さ、形 、 色

覚 一 音 の 高低 ・調 子 ・大小

覚 一 温 度、 痛 み、 触 感(圧 力)

覚 一 甘 さ、酸 っぱ さ、 辛 さ、 苦 さ

覚 一 花 香 、腐 敗 香 、 果実 香 、樹 脂 香 、 薬 味(ス パ イス)、

燃 薫 香
一 デ ジ ャヴ(既 視 感) 、 暗 黙 知 、

ひ らめ き

● 視 点 を変 え た 情 報 資 源 と して は 、例 え ば、 化石 や 江 戸 時 代 の社 会 の 研 究 、 人

間 の脳 や ゆ らぎ現 象 の 研 究 な どを も とに した課 題 解 決 な ど、 現 在 得 られ る情

報 の延 長 線 上 に はな い よ うな ジ ャ ンルを お示 し くだ さ い。

先 の 問3で あ げ られ た 「課 題 解 決 に影 響 が 大 きY2項 目 」 を 正 す(解 決 す る)に あ

た って は 、 どの よ うな情 報 資 源 が 必 要 で あ る(欠 落 して い る)と お考 え にな り ます

か 。

{D思 想 ・哲学 ・理念 の欠如

〈歴 史 ・文 化 に 関 す る もの 〉

● 世 界 情 勢 の 変化 の歴 史(文 化 、 宗 教 、 ア メ リカの 進 出等)。 日本 の誇 り得 る歴 史 、

文 化

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●
●

●

人 間の 理 念 の歴 史情 報

思 想 ・哲 学 ・理 念 の 欠 如 に よ って生 まれ た人 類 の 荒 廃 を 分析 した歴 史情 報

日本 と世 界 の 歴 史

人 間 及 び社 会 は 歴 史 的 存 在 で あ る とい う認識

歴 史 を肯 定 す る思 想 の 基準

歴 史 とその 解 釈

秩 序 形 成 の 経 験 則(ロ ーマ帝 国 、 サ ラセ ン帝 国 、 イ ギ リス、 ア メ リカの 事例 な ど)

を 図形 化

西洋 的価 値 観 と東 洋 的 価 値観 を融 合 し、 新 しい融 合文 化 を 提 示

ア ジア文 化 や宗 教 に関 す る情 報

文 化 につ い ての 共 通 理 解

文 化 、芸 術 関連 情 報

日本 固有 の文 化
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〈歴 史 ・民族 な どに 関 す る もの 〉

● 日本 民 族 の 歴 史 ・文 化 ・精 神 を伝 達 す る よ うな 知 識情 報 と感 情情 報

● 歴 史、 国 と国 との 関係 、 民 族 、宗 教 、 経 済 指 標 デ ーク と、 そ れ を使 った シ ミュ レー

シ ョン結 果

● 世 界各 国 の 民 族 分 布 、 歴 史 、 国民 性 、 文 化 、 風 俗 、習 慣 、 宗 教ご 言 語 体 系 、経 済 、

工 業、 気 象 、 教 育 レベ ル な どの リソー ス。 政 府 発 表 よ りは民 間 レベ ル(ア ン ケー ト

調 査 な ど)の リソ ース 。 日本 に対 す る感 性 デ ー タ

● 人 類 、民 族 別 の生 活 環 境 と生 活 感情 な どの関 連 を 把 握 す るの に役立 つ 高 次 情報

〈思 考 方 法 に 関す る もの 〉

●

●

●

●

●

●

●

●

●

欧 米諸 国 な どの価 値 体 系 、 行 動 規範 、意 思 決 定 メ カニ ズ ム等 に関 す る情 報

西 欧近 代化 の思 想

循 環 的思 考 に も とつ いた 生 活 ・時 代 ・農 業 情 報

思 想 の 時代(フ ラ ンス革 命 、 ロ シア革 命、 フ ァシ ズ ムの 時代)の 政策 論 争 の プ ロセ

ス、 年表 、 系譜

東 洋 思 想 へ の 回帰 を促 す 教 育 資料

B本 や 世 界 各 国 の思 想 ・哲 学 及 びそ の根 底 に流 れ る民 俗 、文 化、 地政 学 上 の要 素な

どの情 報

欧 米 の パ ワ ー ポ リテ ィ クス や 政 治 思 想 史 につ い て の パ ー スペ クテ ィ ブ(例 え ば マ

キ ャベ リズ ム の 応 用)
一神 教 へ の 理 解。 キ リス ト教 や聖 書 へ の 理 解

キ リス ト教 神 学 や 仏教(大 蔵教)の 口語 訳 デ ー タベ ース

〈人 物 に 関す る もの 〉

●

●

●

●

各 界有 識 者 の21世 紀 へ の 見 方 に対 す る論 説

世 界 の動 向 に関 係 の 深 い 人 物 の行 動 、 演 説 等 を イ メー ジ(動 画)で 検 索

先 人 の知 恵 や 歴 史 か ら学 べ る よ うな体 系 化 され た情 報

昔 の 人、 知 恵 の あ る人、 技 術 の 伝統 を守 る人 の研 究

〈国際 化 に関 す る もの 〉

●

●

●

●

世界各国の外 交経済政策の 内容 とその理念、背景 、考え方

海外での考え方 と日本で の考え方のデ ータベース化

課題に対す る現状、原因、対応策に関す る各国の情報及 び日本 にお ける過去 の類似

課題 に対す る対応の概要 や関連文献

最近数年間の 日本の外交政策 の変遷

〈意 識 ・行 動 に関 す る もの 〉

● 人 間の 意 識 、 論理 、行 動 等 に 関す る基 礎 的 情 報

● 自然 環 境 にっ い て の 国民 の 意 識行 動 。 倫 理 観 。 政 治 意 識

● 政策 決 定 者 の 思 考 ・論 理 ・理 念 の妥 当 性 分 析

〈科学に関する もの〉

● 動物 の生息様式 と生存本能の系統的な ま とめ と、人類の興亡の実態 との本源的な関
連性を調べ た情報

● 宇宙物理法則 と生命体 との関係情報。生命体 の普遍性法則

● 社会考現学 的現象 の分析

〈方 法 論 に 関 す る もの 〉

● 感 性 に 関 す る情 報(苦 しみ や 楽 しみ な どを 肌 で理 解 し、 感動 を全 身 で味 わ うこ とが

少 な い人 間 の社 会 に、 真 の思 想 ・哲 学 ・理 念 は育 た な い)

●

●

●

アメニ ティの感性評価。人間研究

地域 の風土や思想的背景 を形づ くる上で重要な知識 の付与の仕方(教 育にかけ る事

実評価の実態についての比較検証)

人類 の過去の遺産の百科事典 的整理 とその有機的な連携

一39一



12)意 思決定 の欠如

〈歴 史 ・文化 ・思 考 法 に関 す る もの 〉

● 日本 人 の特 性 を知 る リソ ース(前 例 主 義 、 立場 主 義 な ど意 思 決 定 時 の 要 因 を知 る)。

公 家 社 会 、忠 臣蔵 の 要 素 、封 建社 会 、 家 族制 度 な ど、 日本 人 が 長年 た ど って きた 経

緯 を世 界 と対 比 し、 日本 人 固有 の特 性 リソー ス とす る

● 社 会 組 織 、慣 習 に関 す る知 見

● 異 な る価 値 観 を もつ 民 族 の思 考 法 に関 す る情 報

● 異 分 野 の 人 た ち の思 考 法 の類 型 化

〈政 治 ・社 会 情 報 に関 す る もの 〉

● 公 的 機 関(官 公 庁 、 自治 体、 政 府 系 機 関)で 実 施 され た 全 て の計 画 、 政 策 、 調 査 研

究 の プ ロ セ ス とその 成 果

●
●
●
●

地 球 規 模 で の政 治 ・社会 事 情 デ ー タベ ース

各 国 の議 会 の ル ール とそ の分 類

政 府 の 調 査 研 究 情 報

課 題 に関 心 を もっ 人 の 具体 的意 見 。客 観 的 ・論 理 的 デ ー タ

〈手 法 に関 す る もの 〉

● 複 数 の 課 題 解 決 の 条件 と実 行 結 果 の 予 測値 を文 字 あ る い は画 像 で示 した もの(過 去 、

現 在 、 未 来 につ いて の シ ミュ レー シ ョン)。 そ の結 果 に対 す る反 応 を集 約 した 情 報

●

●

●
●

過 去 と現 在 の 因 果 関 係 を示 す 情 報 、 シ ミュ レー シ ョン

各 レベ ル の オ プ シ ョンの シ ミュ レー シ ョ ンを 実 効 あ る もの にす るた め の情 報 資 源

課 題 に 関 す る関 係 因子 と、 あ る決 定 を した時 の影 響 を得 られ るサ ポ ー ト情 報

理 性 的 認 識 よ り も感 情 的認 識 に訴 え るよ うな 映像 情 報 や感 性 情 報

(3)合 意形成の欠如

〈歴 史 ・文 化 ・思 考 法 に 関 す る もの〉

●
●
●
●
●

●

日本 及 び世 界 の 歴 史上 の主 要 事 項 にっ いて の イ メ ー ジ(動 画)

日本 史 ・世 界 史 、 民族 の研 究 に関 す る デ ー タ

民 族 化(部 分)と 国際 化(全 体)と の調 整 情 報

国 内 外 か らの 考 え 方 の類 似 点、 相 違 点 の デ ー タベ ー ス

社 会 組 織 ・慣 習 に関 す る知 見

国 家 の 限 界 へ の認 識)

〈意 識 ・価 値 観 に関 す る もの 〉

●
●
●

政策決定時 の価値観を形成す る情報

国際的な感覚 を養 うために、海外での思考方法、生活感 覚 と日本 との比較情報

国民の健康で快適な生活水準 を確保するために必要な政治 ・経済 ・社会環境の指標

と、水準達成 または維持す るための コス ト情報

〈手 法 に関 す る もの 〉

● 少 数 意 見 を含 め た 個 人 の行 動 の デ ー タベ ー ス化 と多数 決 プ ロ セ スの 解 明 。 民 族 間 紛

争 、 国 家 間 地 域 紛 争 を 防 ぐため の 「全地 球 規 模 の将 来 像 」 の提 示

● 複 数 の 主 観 的 情 報 を 互 い に論 争 させ る よ うな 場 の リソー ス

(4)政 治 ・行政 の不 備

〈国民 世 論 ・意 識 に関 す る もの 〉

● 国 民 意 識 、 生 活 、福祉 に関 す るニ ー ズ を正 確 に把 握 し、 それ に基 づ い た 政 策 立 案 が

で き る デ ー タベ ース

● 社 会 の諸 活 動 の 大 規 模 調 査(実 態 ・意 識)を リア ル タ イ ム で 表 示 。 地 図 を活 用 。

人 々の 表 情 ・動 作 、 日常 会 話 、 意 見 な ど も活 用

●

●

●

●

国民の意識動向、国際世論 の動向情報
地域に基づ いた生活情報

国民の意識に関す る情報

社会文化史 を分析 したデータ
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〈政治 ・行 政施 策 に関 す る もの〉

● 国 家 指 針 、計 画 、 予 算執 行 、 政 治 家 個 人 の 情 報

● 政 治 ・経 済 ・行 政 の 透 明化 を促 す 情 報(政 治 資金 、意 思 決 定 、行 政改 革 、 官 民 との

関 係 な ど)

●

●

●

●

●

●
●

●
●

●

●

政 治 ・行 政 の メカニ ズ ム情 報

国 内外 の 政 治、 行 政 の 実 態。 政策 に対 す る国 民 の 反 応

政治 行 政 の 理 想 的 な あ り方 に つ い て の 多面 的 情 報

政 治 ・行 政 の 内 部情 報

た て 割 り行 政 の 不 備 か ら生 じる政 治 ・行 政上 の 不備 を是正 す るた め の情 報 資源

省 庁 の権 益 擁 護 、 保身 の弊 害 を検 証 した デ ー タ

政 治 家 の公 的 活 動 の 記録

行 政情 報 の公 開

失 敗 した行 政手 段 の 分 析 、事 例 デ ー タベ ー ス

日本 の 政 治文 化 の実 態 調 査(永 田 町 の論 理 や 霞 が 関 の文 化 な ど)

政治 ・行 政 に お け る人 間 の モ ラル に 関 す る情 報

〈国際 化に関す るもの〉

● 一つの政策にかかわる国 内外の政策への影響度 や相関図

● 世界各国 の経済 ・社会情勢、主要政策 とその背景 とな る情報

● 外国人による日本の制度 の評価、批判

● 国際化のすすんだ都市 の状況 を体験的、総合的に教 える

〈手法 に関 す る もの 〉

●

●

●

経 営 工 学 で い う総 合 品 質 管理 思 想(PDCAサ ー クル、QC、 消 費 者 志 向 な どの品

質 管理 の 思想 と行 政 施 策 の マ ッチ ン グ)

危 機 管 理 シス テ ム に お け る リア ル な情 報提 供(視 覚 、聴 覚 、 触 覚 に訴 え るバ ーチ ャ

ル ・リア リテ ィ)

チ ー ム ワ ー クの 運 用 に関 す る情 報

㈲ 組織 ・制度の不備

〈組織 論 に 関 す る もの 〉

●

●

●

●

●

●

●

●

組 織 制 度 の不 備 が もた らす弊 害 に つ いて の情 報

組 織 や 制度 の硬 直 化 が もた らす 不利 益 の予 測 評価 モ デ ル

最 適 化 、 説得 、 納 得 の 構 造 研 究

あ りうべ き組 織 、人 材 の姿

地 方 社 会 と 自治 の実 態

日本 人 が 歴 史 的 に つ くって きた 組 織 の 論 理 パ ター ン(階 層 的 な もの 及 び 「座 」 や

「講 」な どの水 平 的 な もの)

たて 割 りに な って い る省 庁 の 情 報 の 一 元 化 と公 開

組織 ・人 材 ・研 究 の デ ー タベ ー ス化

〈国際化に関す るもの〉

● 各国の制度 とその背景につ いての歴 史的視点の分析

● 諸外国の制度や システムに関 す る情報

● 海外の組織 ・制度の紹介

〈科 学 に 関 す る も の 〉

● 思 想 や 人 材 の 評 価 シ ス テ ム 。 人 間 の た め のVE(Value-Engineering)の 教 育 開 発

{6)企 業の行動 ・意識の問題

〈消費者情報 に関す るもの〉

● 人間の社会活動に関係す る広 い分野 の定量 ・定性情報
● 地域、人などを含めた環境情報

● 個別の消費形態 とそれが環境 と資源 に与え るインパ ク ト情報
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〈企 業 情 報 に 関 す る もの 〉

●

●

●

●

経 営理 念 ・戦 略 の 変 化 と内容 調 査

企 業活 動 の透 明 化 を促 す 情 報(目 的 、意 思 決定 、 モ ラル な ど)

各 企業 の情 報 の 公 開

企 業 文 化 を豊 か に す る非 金 銭 的、 非 数 値 的 尺度 の構 築 に役 立 っ情 報(社 員 の喜 怒 哀

楽 に関 す る情 報 な ど)

〈科 学 に関 す る もの〉

● 自然 の 中 で の生 物 の共 生 や 生 存 システ ム な どの高 次 情 報

(7)国 民の行動 ・意 識の問題

〈人 生 観 ・価 値 観 に 関 す る もの 〉

●
●

●
●

●
●
●
●
●

課 題解 決 に 影 響 を 与 え る と思 われ る ライ フ ス タ イル とそ の 予測 を 映像 で 示 す 情 報

経 済 的価 値 観 以 外 の価 値観 に よ る現 象行 動 情 報

生 きる 目標 、働 く目的 、 な りたい 人 間 な どの 人 生哲 学

地球 人 と して の 意識 を持 たせ るた め の リ ソース

新 家 族 、 家 政 学 、 生 きが い論

外 国人 の生 き方 、 人 生 観

行 動 パ タ ー ンの分 析 デ ー タ

生 活 者 研 究

消 費 が 人 類 を含 む生 態 系 に 与 えて い るイ ンパ ク トを 自覚 で き る情 報

〈意 識 ・意 識 調 査 に関 す る もの 〉

●

●

●

●

本音を引 き出せ る意識調査。感性を活用 した調査

国際的な問題解決の現状や国民の意識
意識調 査に基づ く解析結果

真の福 祉に関す る研 究

〈モ ラル 、公 共 心 に 関 す る もの 〉

●

●

●

●

●

公 共 心 、 義 務感 、 モ ラ ル の向 上 の た め に多 様 な人 生 観 が 得 られ る情 報

自我 の確 立 と社 会 的 倫 理 観 の 関 係 につ いて の認 識

公 共 心 、 義 務 感 、 モ ラ ル、 道 徳 心

権 利 と義 務 、 社 会 的 活 動 の 範 囲、 人 間 の 欲 望 の 限界

人 類 が 直 面 して い る問 題 に対 処 す る モ ラル

〈歴 史 ・哲 学 に関 す る もの 〉

●
●
●

●

東洋哲学、民族 の行動原理

世界の歴史、哲学史

社会的事象や歴史の理解を深める情報

人類の歴史、生態に関す る視覚 ・聴覚情報

〈国際化に関す るもの〉

● 家庭、教育機 関を通 じて自由に選べ る国際情報

● 国際 問題、社会 問題 に関す る情報

● 世界 の動 向、社会 の現実 に関す る科学的な情報

〈手法 に関 す る もの 〉

●

●

●

●

●

社 会 活 動 を行 った場 合 と行 わ な か った 場 合 の将 来 予 測 像

誘 因 分 析 等 の 科 学 的 解 析 手 法 の研 究 開 発

論 点 につ い て の 考 え 方 、 キ ー ワー ド、 ロ ジ ッ クを 明 確 に 理解 で き る情 報

テ レパ シ ー。 人 間 の 感 性(嗅 覚 、 第 六感)。 パ ニ ックイ メー ジ情 報

映 像 に よ るPR。 映像 情 報 。 多 チ ャ ンネ ル情 報 。総 合 情報

〈生 活 環 境 、 政 治 な どに 関 す る もの 〉

● 国 、 地 方 の 政 治 リーダ ー に よ る住 民へ の直 接 メ ッセ ー ジ

● 生 活環 境(住 宅 、 交通 問 題 等)、 政治 、 国 際 問題 の現 状 及 び将 来 予 測 に 関 す る 情 報
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⑧ 人材の欠如

●

●

●

●

●

●

●

●

●

人類 に貢 献 で きる人 間 に関 す る情 報

各 分野 で 影 響 力 の あ る と思 われ る リー ダ ーの情 報

人 材 デ ー タベ ー ス

世 界共 通 の 人材 登録 情 報

人 間 の潜 在 能 力 を測 る モ ノ サ シ の研 究

日本 の歴 史 の 中 で、 情 緒 を起 点 と し、 論 理 の持 続 的 発展 に た え うる人 間(=人 材)

の 早期 発見 を す る シス テ ム(緒 方 洪 庵 の適 塾 な ど)の あ らわ れ方

歴 史 的 な試 行 錯誤 や思 考 ・理 念 の積 み重 ね で あ る科学 技 術 情 報

第 六 感 な ど創 造 力、 感 性 、 イ メー ジを生 み 出 す サ ポ ー ト情 報

自然 ・社 会 ・経 済 シス テ ム の相 互 関 係 の追 求

(9)ジ ャー ナ リズ ム の問 題

●

●

●
●
●
●

事象を記録す るだ けでな く、判 断を求める情報の伝達

高度成長以前の伝統的な 日本の価 値観を表現 して いると思われ るニ ュースや フィル
ム

歴史 ・哲学 に裏打 ちされた客観的 ・多面 的情報

行動計量学 的なデータを五感に よって示 す指標

報道 と情報 の区別

活字 と映像 との融合

● 「新 聞 の新 聞 」的 なデ ー タの 収 集 と公 表

⑩ 教育の不備

〈歴史 ・文化に関す るもの〉

● 日本の伝統文化を社会生活 の中で どう生か してい けば よいかを文字 または画像 で示

す情報

● 世界各国の伝統文化を紹 介する情報

● あらゆ る分野の歴史に関 す る情報

● 正 しい歴史情報

〈科 学 に関 す る もの 〉

● 近 代 科 学 が デ ー タ化 した情 報 資 源 を 関 連 づ けて 判 断 ・学 習 して い く過 程 や ひ らめ き

の構 造(第 六 感)の 解 明。 脳 の 前 頭葉 の 働 きの解 明

●

●

●

●

●

先 端 技 術 に関 す る情 報

ひ らめ きの助 長(右 脳 の 活 用)

未 来 向 けの新 しいエ ンサ イ ク ロペ デ ィア

多 目的 同 時解 決型 ゲ ー ム ソ フ ト

生 きた学 問体 系(例 え ばNHKの 「驚 異 の 人 体 シ リー ズ の よ うな もの)

〈人 間 性 に 関す る もの 〉

●

●

●

●

個 性 、 多様 性 、 人 間 の生 き が い、 価 値 情 報

精 神 的 な ゆ と り、 創造 性 、 独創 性 の育 成

人 間 の個 性 や 独 創性 に関 す る情 報

尊 敬 で きる人 や 生 き方 。 偉 人 伝
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2. 利 用 シ ス テ ム に つ い て

情 報 資 源(リ ソー ス)の 利 用 シス テ ム を検 討 す る場 合 に は 、次 の よ うな視 点 が 必 要 で あ

る と思 わ れ ます。

1.メ カニ ズ ム思 想 か らシス テ マ テ ィ ッ ク思 想 へ の転 換

1)ワ ンポ イ ン ト情 報 か らセ ッ ト情 報へ

2)局 面 情 報 プ ラ ス全 体 比 較可 能情 報 へ

3)要 素 情 報 プ ラ ス関 係 情報 へ

4)静 態 情 報 か ら動態 情 報へ

2ハ ー ド構 造 か らソ フ ト構造 へ の転 換

1)定 型 的 情 報 か ら再 編 可能 な 情報 へ

2)理 解 させ る情報 プ ラス行 動 させ る情 報 へ

3)過 去 の 情 報 プ ラス現 在 ・未来 の 情 報 へ

4)遅 い 情 報 か ら早 い情 報 へ

&管 理 か ら機能 へ の転 換

1)フ ィ ジカ ル情 報 プ ラ ス ・ロジカ ル情 報 へ

2)主 観 的情 報 プ ラ ス客 観 的情 報 へ

3)客 観 的情 報 プ ラ ス思 考 的情 報 へ

4)合 規 制 的情 報 か ら合 目的 的情 報 へ

5)管 理 的 情 報 プ ラス 制 御 的情 報 へ

6)連 続 情 報 プ ラ ス非 連 続情 報 へ

4.ツ リー構 造 か らネ ッ トワ ーーク型構 造 へ の 転 換

1)情 報 の 組 み 合 わ せ が 可能 で 、 モ デ ル化 しう る こ と

2)標 準 化 され 、 デ ー タ ・リンケ ー ジが 可 能 な こ と

3)評 価 可 能 な 情 報 で あ るこ と

注)な お、 上 記 の 視 点 は それ ぞれ 相互 に関 連 を も って い ます。

問7.先 の 問6で お 答 え いた だ い た よ うな情 報 資源(リ ソ ース)を 利 用 す るに あ た って は 、

どの よ うな シス テ ムが 必要 で あ る とお考 え に な ります か。

川 提示 を した視点 に対す る賛 同

(問7に 対す る回答の中には、提示 した視点をその ままあげている人が いた。)

1.メ カ ニ ズ ム思 想 か ら シス テマ テ ィ ッ ク思想 へ の転 換

1)ワ ンポ イ ン ト情 報 か らセ ッ ト情 報 へ 17人

2)局 面情報 プラス全体比較可能情報へ 25

3)要 素 情 報 プ ラス 関 係情 報 へ 20

4)静 態情報か ら動態情報へ 18

2ハ ー ド構 造 か ら ソフ ト構 造 へ の 転 換

1)定 型的情報か ら再編可能な情報 へ 18人

2)理 解 させ る情 報 プ ラ ス行 動 さ せ る情 報 へ 21

3)過 去 の 情報 プ ラ ス現 在 ・未 来 の情 報 へ 22

4)遅 い 情 報 か ら早 い情 報 へ 14
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&管 理か ら機能への転換

1)フ ィ ジ カ ル 情 報 プ ラ ス ・ ロ ジ カ ル 情 報 へ 16人

2)主 観的情報 プラス客観的情報へ 16

3)客 観的情報 プラス思考的情報 へ 23

4)合 規制的情報か ら合 目的的情 報へ 15

5)管 理 的 情 報 プ ラス制 御 的 情 報 へ 13

6)連 続情報 プラス非連続情報へ 15

4.ツ リ ー 構 造 か ら ネ ッ ト ワ ー ク 型 構 造 へ の 転 換

1)情 報 の組 み合 わ せ が可 能 で 、 モ デ ル 化 し うる こ と 20人

2)標 準 化 さ れ 、 デ ー タ ・ リ ン ケ ー ジ が 可 能 な こ と 17

3)評 価 可 能 な情 報 で あ る こ と 19

② システムにつ いての考え方

〈主 観 情 報、 客観 情 報 の取 扱 い方 〉

●

●

●

●

定性的情報 と定量的情報を長期 にわた って連続的に得るシステム

定性的情報 を過去 の文献か ら再構成で きるシステム

主観 と客観が入 り交 じった情報 を扱 うシステム。客観性 にはバ リデ ィテ ィ(妥 当

性)の 基準が必要。結局は倫理問題か もしれない

主観情報 と客 観情報 を分離 して提供す るシステ ム(電 話網 と放送網 の連結が不可欠)。

〈検索 の融 通 性 〉

●

●

●

あ い ま い検 索 が 可能 で あ る こ と

求 め た い情 報 が 不確 か で あ る場 合 で も到 達 可 能 な シス テ ム

個 々人 の情 報 理 解 力 に応 じて 情報 の量 ・質 が 決 定 され る システ ム(双 方 向 メデ ィア

の充 実)

〈未 来 情 報 、 予 測 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 、 モ デ ル 化 〉

●

●

●

●

●

シス テ マテ ィ ックな思 想 に よ り、 未 来 情 報 に基 づ く行 動 を モデ ル化

現 在 の課 題 か ら将来 の予 測 が で きる シ ス テ ム

シ ミュ レー シ ョンが可 能 な シス テ ム。 ツ リー構 造 か ら ネ ッ トワ ー ク構造 へ の転 換
一 時点 の情 報 の み な らず 、 未 来 の状 況 を含 めて 予 測 可能 で あ る こ と

計量 モ デ ル化(非 数値 モデ ルで も解 が得 られ る よ うにす る)

〈対話 型 、 参 加 型 シス テ ム 〉

● 同 時参 加 型 シス テ ム。 臨 場 感 を 重視 。 人 間 の五 感 す べ て の面 で 表 現 され た 情報 の展

開

● 対 話 型 で利 用 で き、理 念 や 意 思 決 定 に よ って、 それ が もた らす 影 響 や 結 果 を シ ミュ

レー シ ョン して 、 誰 で も容 易 に観 察 で き るよ うに視 覚 化 す る

● 他 の人 との 意 見 交 換 がで き、 そ の プ ロセ ス を体 験 す る こ とに よ り自 己形 成 が で きる

よ うな システ ム

●

●

●

同一 の テ ーマ に つ い て複 数 の 人 が 討論 を しな が ら理 解 を 深 あ る こ とが で き る シ ステ

ム

ナ ビゲ ー シ ョン式 に 関連 す る情報 を対 話形 式 で 引 き 出す シス テ ム

行 動 を通 じて 習 得 す る こ とが で き る情 報 の利 用 シス テ ム。最 終 的 に は意 識 改 革(マ

イ ン ドコ ン トロ ール)を 伴 う利 用 シス テ ム

〈課 題 設 定解 決型 シ ステ ム〉

● 課題 設 定 自 己解 決 型 シス テ ム(ex.ゴ ミは 出 さ な い と い う課題 を設 定 し、 自 己解 決

が で きる人 の ネ ッ トワー クが で き る とい った シス テ ム)

● 情報 を判 断 し、 行 動 計画 をっ くる シス テ ム

● 個 々 の リソース を ど う選 択 し組 み 合 わ せ るか とい った価 値 判断 の入 った総 合 的 情 報

提 供
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〈フ ァ ジ ー、 フ レキ シブ ルな シ ステ ム 〉

● 多面 的、 可 動 的 で フ ァ ジーな シス テ ム。 ビー ル ス の よ うに フ レキ シブ ル に 問 題 を取

り込 ん で し ま う シ ステ ム

● フ レキ シブ ル 、 ソ フ ト、 フ ラ ッ ト構 造 を 重視

〈情 報 の 選択 ・加 工 〉

●
●

●

●

情 報 を平 面 化、 立 体 化 し、 イ メー ジ と して 把 握 。情 報 ・数 値 の 類 型 化

情 報 の選 択 、 情 報 の 加工 が で き る シス テ ム

言 語 処理 に あ た り、 情報 検 索 か ら意味 分 析 、 内 容 分 析 、数 量 化 へ す す む シ ス テ ム

情 報 の 処 理 加 工 は多様 化す る。通 信事 業 者 の 交 換 機 、LANの ワ ー クス テ ー シ ョン、
パ ソ コ ン端 末 等 を情 報 内容 、 情 報 量 に あわ せ た シ ステ ム にす る

〈ア クセ ス が 容 易 な シ ステ ム〉

●

●

●

●

誰 で もど こで も比 較 的 安 い コス トで リソー スが 入 手 で き、 多面 的 に利 用 で き る シ ス

テ ム(リ ソ ー ス利 用 の 民主 化)

地 域 格 差 な く リ ソース が 活用 で き る シス テ ム(リ ソ ース利 用 の地 域 化)

情 報 流 通 の 多 チ ャ ンネル 化。 自 由な 情報 ア クセ ス

情 報 発 信 者 か ら受 信 者 に至 る中間 段 階 が で き る だ け短 い 直接 メ ッセ ー ジ シ ス テ ム

〈シス テ ム構 築 の 方 向 ・指 針 〉

● ワ ンポ イ ン ト情 報 の高 次 加工(第 一 段 階)、 ハ ー ド構 造 か ら シ ミュ レー シ ョ ン可 能

な形 態 へ の 移 行(第2段 階)、 管 理 か ら機 能 へ 、 行 動 の とれ る情 報 へ(第3段 階)

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

個 別 情 報 か ら グロ ーバ ル に 共通 す る情報 へ 。 積 み上 げ思考 か ら コ ンセ プ ト重 視 思 考
へ 。 時 間管 理 か ら ビ ッ ト管理 へ

標 準 化 、 情 報 交 流 の促 進 、相 互 運 用 性 の確 保 を は か るた め の オ ー プ ンシ ス テ ム(マ

ル チベ ンダ ー マ シ ン方 式 等)

単 一 思 考 型 か ら多層 型 思 考 に 向 けて の 情報 シス テ ム

単 一 メデ ィア利 用情 報 か らマ ル チ メデ ィア利 用 情 報 へ

非 定 型 情 報 活 用 の た めの シス テ ム

リサ イ クル を考 え た システ ム(有 益 な 情報 が創 造 されて も利 用 過 程 で廃 棄 され る こ

とが 多 い)

書 庫 とい う考 え方 が大 事(自 分 で永 年 に わ た って蓄 積 した 情 報 。24時 間 ア クセ ス で

き る機 能 。 使 い や す い体 系 。人 を わず らわ せず 、 人 にわ ず らわ され な い心 の 平 安 の

あ る シス テ ム)

機 器 が すべ て共 通 の イ ンタ ー フ ェー スで 連結 さ れ る こ と

複 雑 な社 会 ・自然 現象 を全 体 と して把 握 で き る シス テ ム

結 果 で な くプ ロセ ス情 報 が 利 用 で き る シス テ ム

ア ナ ロ ジー と して の 判 断 材 料 を 提 供 で き る シ ス テ ム(例 え ば 、 産 業 構 造 の ア ナ ロ

ジ ー と して 、生 態学 的 なす み わ け論 や遺 伝学 的生 き残 り論 な ど。 政 治判 断 の ア ナ ロ

ジ ー と して歴 史 や 文学 な ど)

関 連 分野 を す べ て 含 み、 二 次 元 的、 三 次 元 的 に と らえ られ る シ ステ ム

エ ン ドユ ー ザ の 利 用面 か らの 発想 に よ る シス テ ム。 理 論 よ り実 践 型 の イ ン フ ラ整 備

マ ル チ メデ ィア 型 の文 化 遺 産検 索 システ ム

〈環 境 整 備 、 支援 体 制 〉

●

●

●

●

●

公 的 機 関 に お け る民 間 デ ー タベ ー ス の利 用

情 報 の 共 有 化 。 階 級 ・階 層 に よ る差 別 の な い知 的 資 源 の活 用

政 策 決 定 に あ た って、 科 学 的 な 裏付 け に基 づ く精 度 の 向上

社 会 文 化 の 仕 組 み を 改善 し、 在来 の通 信 ・放 送 以 外 の分 野(医 療 、 教 育 、 福 祉 等)

の 制 度 も改 め る

ア シス トシス テ ムの充 実(辞 書 、 関連 情 報 な どの 付 随情 報 が 瞬 時 に得 られ る)

(3)具 体的な システムの事例

〈知 識 ・知 恵 の 活 用 に関 す る もの 〉

● 人 間の 知 識 を 蓄 積 した マ ル チ メデ ィア ・デ ー タベ ー スへ共 通 の ネ ッ トワ ー ク/イ ン

タ ー フ ェース で ア クセ ス で きる シス テ ム。 入 手 した デ ー タ を利 用者 が 自由 に編 集 ・

加 工 し、 新 た な 情 報 を創 造 で き る シス テ ム

● 人 間 の 知 識 獲 得(学 習)プ ロセ ス を シ ミュ レー トで き るエ キ ス パ ー トシス テ ム(語

彙 能 力 を 翻 訳 者 の特 性 や専 門 分 野 に マ ッチ させ る)
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● 常 識 的 な 知識 デ ー タベ ー ス の 活 用 シス テ ム(ベ ビー ブ ーマ ー、OLな ど とい ったか

な り流 動 的 で意 思 決 定 や 選 択 に影 響 を 及 ぼす 常 識 ・知 識 の活 用)

● 知 的 資 源 の活 用 に関 す る ス ペ シ ャ リス トが必 要 資料 の検 索 、紹 介 な どを行 う新 しい

図書 館

〈体験 学 習 シ ステ ム に関 す る もの 〉

● 他者 の体 験 を 自 らの経 験 と して 習 得 で きる学 習 シス テ ム(戦 争 体 験 、 エ イ ズな どの

体験 を通 じて相 手 を 理 解 し、 発 言 で き る国 際派 日本 人 の 育 成 シス テ ム)

● 政 策選 択 の 結 果 が一 定 の 条 件 の もとで シ ミュ レー シ ョンで き る シス テ ム(選 択 肢 に

よ って環 境 指標 が変 動 し、 コ ス トや 政 策 の評 価 が可 能 とな る)

● 生 涯教 育 と して、 大 学 の 講 義 が 受 講 で き、 質問 で きる シス テ ム。 大 学 、 企業 、 一 般

家庭 が オ ープ ンシ ステ ム で 結 びつ く

〈翻 訳 、 言 語伝 達 シ ステ ム に関 す る もの〉

● 多言 語 の 自動翻 訳 可 能 な ネ ッ トワ ー クシス テ ム(2)

● 世 界 の言 語 自動 教育 シ ス テ ム。 自動 翻 訳 シス テ ム

● 法 令 等 意味 解 釈 システ ム

〈技 術 イ ノベ ー シ ョンに 関す る もの 〉

●
●
●
●

●

●
●
●
●
●

画 像 ・映像 の 分 類検 索 シ ス テ ム

ノイ ズ を 除去 で きる フ ィル タ ー作 用 をす る シス テ ム

モ ン タ ー ジュの よ うに分 解 ・結 合 す る シ ス テム

過 去 の 情報 か ら未 来 の情 報 へ の転 換 シス テ ム(非 平 衡 的、 非 線 型 的 情 報 、CGに よ

る呼 び出 し、 情 報 の評 価 機 能 が必 要)

説 明 付 推 論 システ ム

2～3次 元 モ デル/デ ー タ表 示 シス テ ム

ダ イ ナ ミ ックモデ ル 表示 シス テ ム

イ メー ジ獲得 、 イ メー ジ認 識 コー ド変 換 シ ス テ ム

音 声 獲 得 シス テ ム

官能 、 感 覚属 性 獲 得 シス テ ム

〈情 報 利 用 の利 便 性 を高 め る シ ステ ム〉

● 税金 の 使 い方 にっ いて 討 議 で き る シス テ ム

● 公共 メデ ィア を通 じて 、 フ ァイ ル され た 国 際情 報(技 術 、 芸 術 、 環 境 、福 祉 等)を

国家 資源 化 し、 自 由に 選 択 で き る シス テ ム

● 多 数 の 国民 に 情報 を発 信 し、 意 見 を受 信 で きる シス テ ム

● 公正 な組 織 体 系 をっ くり、 そ れ と契 約 した家 庭 が 情 報 を 受 け取 る シス テ ム

(4)総 合的な システム

●
●

●
●
●
●

双 方 向 シス テ ム(6)

広 域 ネ ッ トワ ー クシ ス テ ム(6)

イ ンター ネ ッ ト
パ ソ コ ン通 信 の よ うな双 方 向性 と不特 定 多 数 の 人 の情 報 交 換

画 像 通 信 ・高速 デ ー タ通 信 網(B-・ISDN)

通 信 衛 星 シス テ ム
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3. 利 用 技 術 に つ い て

利 用技 術 に つ い て は 、次 の よ うな側 面 が あ る と思 わ れ ます。

1.デ ー タ ベ ー ス の 高 度 化

1)多 分 野 ・総 合 デ ー タ ベ ー ス の 構 築

2)AI機 能 と 結 び つ け た 「素 人jユ ー ザ ー に 対 す る サ ー ビ ス の 改 善

3)マ ル テ ィ メ デ ィ ア の 利 用 、 感 覚 デ ー タ の デ ー タ ベ ー ス 化

4)分 散 型 デ ー タ ベ ー ス の ネ ッ ト ワ ー ク 化

5)バ ー チ ャ ル ・ リ ア リ テ ィ の 利 用

2シ ス テ ム ・ シ ミ ュ レ ー シ ョ ン の 利 用

1)多 目 的 で 、 利 用 し や す い パ ッ ケ ー ジ の 開 発

2)非 数 値 情 報 を ふ く ん だ シ ミ ュ レ ー シ ョ ン

3)シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 結 果 の マ ル テ ィ メ デ ィ ア に よ る 表 示

&ダ イ ナ ミッ ク ・モ デ ル の 開 発

D非 線 形 モデ ル の 理 論 の研 究 と、 そ の結 果 の 普 及 、 カ オ ス 、 カ タ ス トロ フ ィ
ー等

2)「 ゆ らぎ」 の 現 象 の理 解

3)大 規 模 シス テ ム の理 解(国 民経 済、 都 市 開 発 な ど)

4)非 線 形 シス テ ム の 制御 法 の開 発

4.広 義 の教 育 問 題

1)専 門 家 の 知 的能 力 の 向上

2)総 合 的 判 断 の能 力 の 向上

3)一 般 の 人 々の 知識 、 判 断 力 の 改善

注)上 記 の側 面 は、 それ ぞ れ 相 互 に関 連 を して い ます 。

な お 、科 学 技 術庁 で は、 利 用 技 術(知 的技 術)に っ いて 、 次 の よ うな 類型 に整 理 を して

い ます の で 、 ご参考 まで に お示 しい た し ます 。

具 体 例

1.人 間以 上 の能 力 の 実 現

(計 算 、 記 憶 等)

超 高 速 コ ン ピ ュ ー タ 、 デ ー タ ベ ー ス 、

CAD/CAMな ど

2人 間類似 の能力の実現

(認 識、学習等)

人 工知 能、 パ タ ー ン認 識 、 機械 翻 訳 な ど

&実 験 困 難 な こ との 模擬

(モ デ ル化 、 予 測 等)

グ ローバ ルモ デ ル、 デ ル フ ァイ法 、

人 工現 実 感 な ど

4判 断 、 意 思 決 定 の 支援

(最 適 化 、 合 意 形 成等)

意思 決 定 支援 シス テ ム 、 リス ク分 析 、

ORな ど

出 典:「 知的技術の現状 と将来 展望 に関す る調査報告」

科学技術庁 資源調査会 平成4年7月
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問&先 の 問6で お答 え い た だ き ま した よ うな情 報 資源(リ ソ ー ス)を 、 問7で お答 え い

た だい た よ うな 利 用 シス テ ム を通 じて 活 用 す る と した 場 合 、今後 どの よ うな利 用技

術 が 重 要 に な る とお 考 え に な り ます か。

(1)提 示 した 視点 に対 す る賛 同

(問8に 対 す る回答 の 中 に は、 提 示 した視 点 を そ の ま まあ げ て い る人 が い た。)

1.デ ー タ ベ ー ス の 高 度 化

1)多 分野 ・総 合 デ ー タベ ー ス の構 築 28人

2)AI機 能 と結 び つ け た 「素 人 」ユ ーザ ー に対 す るサ ー ビス の 改善 32

3)マ ル テ ィ メ デ ィ ア の 利 用 、 感 覚 デ ー タ の デ ー タ ベ ー ス 化 35

4)分 散 型 デ ー タ ベ ー ス の ネ ッ ト ワ ー ク 化 26

5)バ ー チ ャ ル ・ リ ア リ テ ィ の 利 用 24

2シ ス テ ム ・ シ ミ ュ レ ー シ ョ ン の 利 用

1)多 目的 で 、利 用 しや す いパ ッケ ー ジの開 発 23人

2)非 数 値 情報 をふ くん だ シ ミュ レー シ ョン 26

3)シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 結 果 の マ ル テ ィ メ デ ィ ア に よ る 表 示 32

3.ダ イ ナ ミ ッ ク ・モ デ ル の 開 発

1)非 線 形 モ デ ルの 理論 の研 究 と、 そ の結果 の普 及 、 カオ ス 、 カ タス

トロ フィ ー等

人

13

2)「 ゆ らぎ 」 の現 象 の 理 解 12

3)大 規 模 シス テ ムの 理 解(国 民経 済 、 都 市 開発 な ど) 18

4)非 線 形 シス テ ムの 制 御 法 の 開 発 141

4.広 義 の教 育 問題

1)専 門 家 の 知 的能 力 の 向 上 13人

2)総 合的判断の能力の向上 26

3)一 般 の人 々 の知 識 、 判 断 力 の 改 善 18

〈科学技術庁の定義〉

1.人 間以 上 の 能 力 の実 現

(計 算 、 記 憶 等)

超 高 速 コ ン ピ ュ ー タ 、 デ ー タ ベ ー ス 、

CAD/CAMな ど

人

3

2人 間 類似 の 能 力 の 実現

(認 識、 学 習 等)

人 工 知 能 、 パ ター ン認 識 、 機 械 翻 訳

な ど 3

&実 験 困難 な こ との 模擬

(モ デ ル化 、 予 測 等)

グ ローバ ルモ デ ル 、 デ ル フ ァイ法 、

人工 現 実 感 な ど 5

4.判 断 、意 思 決定 の 支 援

(最 適 化、 合 意 形 成 等)

意思 決定 支 援 シス テ ム 、 リス ク分析 、

ORな ど 7
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{2)利 用技術 につ いての考 え方

〈課題解決型技術 〉

●

●

●
●

●

●

●

国民 や 企 業 な どの意 識 の 変 化 を 時 系列 、 規 模別 、地 域 別 に と らえ 、 解 析 して、 あ る
べ き姿 に 向 けて 国 民 や企 業 を 誘 導 す る方 策 を探 る技 術

長 期 的 な 「日本 人 改 造 と情 報 」 とい う視 点 に基 づ い て の情 報 分析

若 干 の あい まい さを許 容 して 、 推 論 を重 ね る論 法 の 開 発

情 報 を 加 工 して 自 らの結 論 や 考 え 方 を形 成 す る技 術

初 期 的 情 報 を人 間 の思 考 過 程 に 合 わ せ て加 工 し、現 状 及 び将 来 の方 向性 を示 す技 術

目的 志 向 型 プ ロ グラ ミングの 技 術

専 門 分 野 、 一般 分 野 な ど利 用 目的 ご との ニ ー ズ分析 技 術

〈判 断 ・評 価 技 術 〉

● 総 合 的 判 断 に対 す る評価 技 術(通 信 添 削 の実 現)

● 評 価 技 術(シ ス テ ム 評価 、 デ ー タ評 価 、結 果 の 評価)

〈情報処理技術 〉

●

●

●

●

●

●

●

情 報 処 理 技 術 と複 雑 適 応 系科 学 の相 互 補 完(複 雑 適 応 系 科 学 で は、 要 素 還元 的 な 西

洋科 学 ・哲 学 に基 づ く事 象 の と らえ方 で は な く、 世 界 を 全体 と して と らえ る)

情 報 処理 過 程 の デ ィ ス クロ ー ジ ャー(情 報 処理 技 術 が 発 達 す る こ とに よ って、 利 用

者 に は そ の過 程 が ブ ラ ッ クボ ッ クス とな り、意 識 操 作 の危 険性 が 高 ま る)

特 定層 で の情 報 独 占 を排 除 す るた め の操 作 性 の 向上

情 報 活 用 コ ンサ ル テ ィ ング。 関 連情 報 を検 索 す る技 術

定 性 的 要 因 の定 量 的 手 法 あ るい は 定性 的 要 因 を 直接 変 数 と して処 理 す る技 術

デ ー タベ ース 高 度化 に と もな うハ ー ド面 、 ソ フ ト面 で の 互 換 性 を 高 あ る技 術

ソ フ ト開 発 の省 力化 技 術

〈人 間や 認 識 技 術 研 究 〉

● 認 識 に 関 す る基礎 的研 究

● 人 々の もっPreferenceか ら どの よ うな集 団 行 動 が 起 こ るか の 研 究

〈シス テ ム に関 す る技 術 〉

● 国民 の広 範 囲 な レベ ル で の ネ ッ トワ ー クが存 在 し、 各 人 が 自 由時 間 の 中 か ら意 見 交

換 を はか りな が ら一 つ の 意思 決 定 がで き るよ うな あ る種 の 「グル ー プ ウ ェア 」的 な

シス テ ム を構 築 す る技 術

● シス テ ム の オ ー プ ン化

● 意 思 決定 者 が 複 雑 な 問 題 に 対 して 多様 な シ ミュ レー シ ョン結 果 を利 用 で き る環 境 の

整 備

(3)具 体 的な技術の事例

〈言語、翻訳に関する もの〉

● 日本語意味理解技術(長 文の要約、キーワー ド抽出等を 自動化する技術の開発)

● 自動翻訳技術(2)

● 知的秘書/司 書機能 を もっ端末機の開発技術

● 言語翻訳 システム、音声認識技術

〈イ メ ー ジ ・ プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン に 関 す る も の 〉

●

●

●

●

●

人 間 の 「気 」 と西 洋 的 な知 的技 術 の 融 合(イ メー ジ トレーニ ン グ、超 能 力 トレーニ

ング と知 的 資 源 の類 型 との融 合)

高度 プ レゼ ンテ ー シ ョン技 術(異 な る分野 の 理 解 を促 進 す る た め、 マ ル チ メデ ィア 、

VRな どを 駆 使 し、 イ ン タ ラ クテ ィ ブに表 現 す る技 術 の開 発)

イ メー ジ情 報 処 理 技 術

人 間 の感 性 に近 づ け る ヒュ ーマ ンイ ン ター フ ェ ー ス や ハ イ パ ー メデ ィ ア 、 二 世 代

フ ァ ジー に関 す る技 術

ホ ロ グ ラフ ィ に よ って 人 の 立 体映 像 を送 り、 遠 くに い る人 が 同 じ部 屋 で 会議 が で き

る よ うに す る技 術
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〈自動 化、 簡 便 化 に関 す る もの 〉

● 自己組 織 化(self-organizing)コ ン ピュー タ

● ハ ー ドフ リー ア クセ ス 、 日常言 語 型 プ ロ グ ラム 、 自然 語 に よ るOS稼 働 、 マ ル チ メ

デ ィア ア クセ ス型 な どが可 能 な コ ン ピュ ー タ

● 並 列 プ ロセ ッサ 利 用技 術

● あ らゆ る情 報 が 入 る貯 蔵庫 づ く りと、 そ こか らユ ー ザ ーが 自由 に情 報 を取 り出す 技

術。 入 力技 術(効 率 的 、 ス ピー デ ィな 対 応)

● 心 身 にハ ンデ ィキ ャ ップ を も った人 が ア クセ ス で きる入 力 技 術 や 機器 の 開発

● 高 度情 報 ネ ッ トワ ー クを 低廉 で簡 便 に利 用 で きる よ うにす る情 報 圧縮 技 術

〈モ デ ル構築 に関 す る もの 〉

● 国 別意 思 決 定 モデ ル(国 際 関係 を シ ミュ レー トす るた め の各 国 、 各 地域 の意 思 決 定

モデ ル の開 発)

● 社 会 、経 済 、産 業 等 各 種 分 析 モ デ ル の精 度 向上(総 合的 意 思 決 定 モ デ ル 、価 値 連 鎖

分 析 、 環境 モ デ ル開 発 な ど)

● 多 変 量 解析 に代 わ るマ ク ロモ デ ル の開 発

〈デ ー タ ベ ー ス に 関 す る も の 〉

●

●

●

オ ブ ジ ェ ク ト指 向 と分 散 デ ー タベ ー ス

デ ー タベ ー ス の機 能 向 上(自 動 構 成 シ ス テ ム。 編 集 機能 等)

環 境 汚 染 の現 況 と異 常 を 長 い 時 間 を か けて モ ニ タ リン グ し、 デ ー タの 評 価 を す る技

術

〈通 信 体 系 に 関 す る もの〉

● 通 信 体 系 の整 備(マ ルチ メ デ ィア化 、 ネ ッ トワ ー ク化 、 低 コス ト化 、 機 器 機能 の 強

化)

(4)教 育

●

●

●

●

●

●

●

●

情報 を理解 しその重要性 を認識で きる国民 レベ ルの向上

情報及 び情報利用についての国民の意識、技術 の向上

世界観 に基づ く教育 と総 合的判断能力の向上

知的触 発や人間関係 の増幅 に視点を置いた 「意識通信 」
「交流分析」心理学 を活 用 した意識改革

大規模 モデルの学習

専門家 の人間性、社会的常識の酒甕

マス メデ ィアの活用 とそれによるダイ アローグ

問9.情 報 資源(リ ソ ー ス)、 利 用 シス テ ム、 利 用技 術 に っ い て、 問6か ら問8ま で に お

答 え い た だい た よ うな方 向 へ の展 開 を 促 進 す るた め に は、 政 府 、 あ るい は 国 と して

推 進 す べ き具 体 的 な 政策 もい ろ い ろ あ る と思 わ れ ます。

次 の よ うな一 般 的 な 項 目に つ い て、 具 体 的 に 推進 す べ き と思 わ れ る政 策 あ るい は 計

画 を下 に ご記 入 くだ さい 。

(1)情 報に関す る基本的社会的 イ ンフラス トラクチ ュア(ハ ー ドウ ェア)の 整備

〈情報 通 信 ネ ッ トワ ー クの 整 備 に 関 す る もの 〉

●

●

●

●

●

●

●

●
●

●

●

●

光 ネ ッ トワー クの整 備(28)

高 度 情 報通 信 ネ ッ トワ ー クの整 備(18)

マ ルチ メデ ィア情 報 網 の 整 備(3)

衛 星 通 信 シス テ ム の整 備(5)

デ ジ タル ネ ッ トワー クの 整 備(3)

移動 体 通 信 な どの通 信 分 野 の充 実 の た め の施 策

NTT以 外 の ネ ッ トワ ー クづ く り

大 容量 高 速 通 信網 と して 、 ギ ガ ビ ッ ト ・ネ ッ トワ ー クの整 備

CATV網 の 育成

バ ル ネ ラ ビ リテ ィに 対す る リダ ンダ ン シイ 対策

個 人 が安 価 で 利 用 で き るネ ッ トワ ー クの 整 備

官 民 オ ー プ ン ネ ッ トワー クの整 備
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〈情 報 通 信 の具 体 的 内 容 に関 す る もの 〉

● 視 覚 を と もな う双 方 向 ネ ッ トワー クの 整 備

● 対 話 型 シス テ ム の普 及 促 進

● マ ル チ メデ ィア 、バ ーチ ュア ル ・リア リテ ィ等 の 技 術 開 発へ の助 成

〈情報機器 の整備 に関する もの〉

● 中 ・高校の情報機器の充実

● 家庭で使え る安価な端末 の提供

〈通 信 費 用 、 格 差 是 正 に関 す る もの 〉

● 通 信 費 用 の 低 減 化(8)

● 情 報 格 差 の 是 正

〈デ ー タベ ー ス に 関 す る もの 〉

●

●
●

●

科学 技 術 庁 や工 業技 術 院 傘下 の国 立 研 究機 関 の 間で 、研 究 開 発 情 報 、 デ ー タベ ース 、
ソ フ トウ ェア が や りと りで きる基 幹 ネ ッ トワー クの 整備

デ ー タベ ー ス整 備へ の 資金 投 入

専 門家 が サ ー ビス を提 供 す るNPO(NonProfitOrganization)を 全 国9ブ 回 ッ

クに設 置 。 各 ブ ロ ックのNPOは 、大 学 、 図 書 館 、研 究 所 な どの デ ー タ ベ ース の整

理 統 合 を 行 う。 その ブ 回 ッ ク内 にVEの で き る人 間 を配 置 す る

大 容 量 ・高 速 ア クセ ス情 報 ・貯蔵 媒 体 の開 発

〈認知 ・学習に関す る もの〉

● 人工知能

● 機械翻訳の精度向上

〈コ ン ピ ュー タ に 関 す る もの 〉

● 大 記憶 容 量 の 高速 小 型 コ ン ピュ ー タの 普及

● ハ ー ドの単 機 能 化(シ ンプ ル化)。 多機 能 は オ プ シ ョンとす る

〈研究開発〉

●R&Dへ の投 資

● 実証的研究の実施(2)

〈情報関連施設の整備 に関する もの〉

●
●

●
●

●
●
●
●

●

博 物 館 、 資 料 館 の 専 門化

第 二 国 立 中 央 図 書館 、 国 立 医学 図書 館 、 国 立 ア ジア言 語 文献 図書 館 の設 立 。 学 術 情

報 ネ ッ トワ ー クの整 備

国立 長 期 政 策 研 究所 の設 立

地 球 環 境 戦略 シ ン クタ ンクの設 置

国家 的課 題 対 応 シ ン クタ ン クの設 置

ネ ッ トワ ー クベ ー ス(電 子 図 書 館)の 設 置

情 報 資源 と利 用 シス テ ムを研 究 開 発 す る機 関 の設 立

分 散 型 オ フ ィス、 マ ルチ ・ハ ビテ ー シ ョンの産 業 業態 や ラ イ フス タイ ル の 変 容 に対

応 した活 動 拠 点 の整 備

マ ルチ メ デ ィア セ ン ター等 の 次 世 代型 の情 報 の 受 発信 、 利 用 ・活 用拠 点 の整 備

② 基本 的 ソフ トウェアの整備

〈ソフ トウ ェア の 利 用 に 関 す る もの 〉

●

●

●

●

●

●

●

●

ソ フ トの 互 換 性 、 標準 化

マ ル チ メデ ィア 通 信 ソフ トの 開発

双 方 向/マ ル チ メデ ィアが 可能 な ネ ッ トワ ー ク システ ム

ア プ リケ ー シ ョン機能 を越 え て協 調 作 業 の 推進 を はか るグ ル ー プ ウ ェア の技 術 構 築

情 報 操 作 の 危 険 回 避 のた め の ソ フ トウ ェア の 開示

部 品 ソ フ ト、 要 素 技術 ソ フ トの整 備 及 び標 準 化

オ ー プ ン シス テ ム構 築 の た め の ソフ ト開 発

多 目的 パ ッケ ー ジの開 発
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〈利 便性 に関 す る もの〉

●
●
●
●
●
●
●
●

プ レゼ ンテ ー シ ョンを有 効 にす る グラ フ ィ ック化 技 術 の 開 発

汎 用簡 易 シ ミュ レー シ ョン

多面 的 な 相 関 関係 を 追 跡 で き る シ ミュ レー シ ョン ソフ トの 開 発

OSや ソフ トウ ェア を意 識 しな い で コ ン ピュ ー タが利 用 で き る こ と

難 解 な ソフ トを含 む コ ン ピュ ー タ用 語 の廃 止

リア ル タイ ムで 調査 デ ー タ の表 示 で き る ソ フ トの開 発

素 人 が 簡 単 に ア クセ スで き る ソフ トの 開 発

使 いや す い システ ム の開 発

〈デ ー タ ベ ー ス に 関 す る も の 〉

●
●
●
●
●
●

デ ー タベ ー ス 自動 更 新 ソ フ トウ ェア

学術 ・経 済 ・産 業分 野 の情 報 の デ ー タベ ー ス化

専 門家 の評 価 ・選択 を 経 た 情 報 の 整 備

国 、地 方 の政 治 ・経 済 ・文 化 ・国 民 生 活 に 関す るデ ー タベ ー ス

国 の 情報 公 開

企 業 情報(財 務 、経 営 管 理 、 人 事 評 価 な ど)の 整 備

〈言 語 、 国 際 化 に 関す る もの 〉

● 自動 翻 訳 の 実 用化(3)

● 国 際規 準 に 合 った ソ フ トの 開 発

● 自然 語 に よ る コ ン ピュー タ利 用 ソ フ トの 開発

● 日本語 処 理 、 翻 訳等 の ソ フ ト開 発

〈認 知 ・学 習 に 関す る もの 〉

● 人 工 知 能 の研 究(2)

● 非 計 量 モ デ ル を取 り扱 え る よ うな人 工 知 能 に必要 な基 本 的 ソ フ トウ ェアの 開 発援 助

● 知 的処 理 シス テ ム

〈研 究 開 発 ・助 成 に 関 す る もの 〉

●
●
●
●
●

政 府 系 の研 究 機 関、 国 立 大 学 で の 研 究 体制 の強 化

ソ フ ト開発 の た め の国 家 予 算 の 増 額

ユ ー ザ ー イ ンタ ー フ ェース 開 発 の 支 援

基 本 ソ フ,トの開 発投 資 と オ ー プ ン化

ソ フ トの 貯蔵 庫 づ くりの支 援

(3)教 育 ・訓練 の推進

〈学校教育 の充実に関す るもの〉

● 初等 中等教育における情報 教育 の推進(27)

● 大学 における情報教育の強化(10)

● 大学施設の開放

● パ ソコン教育の普及

〈社会人教育に関す るもの〉

● 生涯教育、社会人教育制度 の確立(6)

● 高齢者 ・障害者への対応

●OJTの 重視

● 情報価値観の低 い人たちに も参加 を促す教育

〈教 育方 針 ・教 育 内 容 に関 す る もの 〉

●

●

●

●

●
●

●

●

●

創造性 開発教育(4)

情報マイ ン ド/リ テラシーの酒甕(4)

考え ることに重点を置 く教育

情報の選択 眼や情報 の権利関係 に関す る教育

知識を使い こなせ る知恵 あるいは情報操作の重視
文化面での教育 ・実習体制

日本文化の発展を促す創造力教 育

理科 の教科書の見直 し
正確 な認識 を理論的、客観的にで きる訓練
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〈人 材養成 に関す るもの〉

● 総 合的な判断が可能な人材 の育成

● 専 門家に高度な訓練を行 う集中投 資型教育(2)

● 各国文化を全面的に受 容で きる人材 の育成

〈教 育制度 に関す るもの〉

● 個性化に向 けた変動カ リキ ュラム と自宅学習制度を取 り入れた フ リータイム制の導

入

● 異事門間協業を推進する学 際対策
● 教育訓練の民営 化

〈施設整備 に関す るもの〉

● 高等研究所の設 立(情 報資源の高度利用)

● 図書館博物館な どで個 人が 自由に体験 しなが ら学べ る場の提供(2)

(4)法 的制度 の整備 ない し改 善

〈法 的規 制 に関 す る もの 〉

● 規 制 緩 和(16)

● 国立 国 会 図 書 館 法 、 図書 館 法 、 日本科 学 技 術 情 報 セ ン タ ー設 置 法 な ど、 既 存 情 報

サ ー ビス関 連 法 の 見 直 し

● マ ル チ メデ ィア に 対 応 した 権 利 の制 限

〈知 的所 有 権 、 著 作 権 等 に 関 す る もの 〉

●
●
●
●

知 的所 有 権 の 保 護(6)

著作 権 、 複 写 権 の 保 護(11)

情 報 の高 度 利 用 と権 利(人 権 、知 的 所 有権 、財 産 権)の 調 整

ソ フ トウ ェア の 権 利 保 護 制 度 の 見直 し(法 的保 護 、 著 作 権 法 、 工 業所 有 権 以 外 の 法

的保 護 の 検 討)

〈プ ライ バ シー保 護 と情 報 公 開 に 関 す る もの〉

●
●
●

●

プ ライバ シ ー保 護(13)

情 報公 開(13)

国 や特 殊 法 人 の 研 究 成 果 を 情 報 ネ ッ トワ ー ク上 で流 通 させ る場 合 の 固有 財産 に関 す

る問題 を ク リア す る こ と

情報 セキ ュ リテ ィ と情 報 公 開 の トレー ドオ フ

〈犯 罪 の 防止 に関 す る もの〉

● ハ ッカ ー対 策 。 情 報 倫 理 に関 す る体 系 化(3)

● 情 報犯 罪 の 防 止

〈制 度 改 革 に関 す る もの 〉

● 国 の会 計 規 則 な どコ ン ピュ ー タ時 代 に そ ぐわ な い 行 政手 続 の廃 止

● 財 政 投融 資 を道 路 ・港 湾 か ら光 フ ァイバ ー、 人工 衛 星 、 セ ンサ ー開 発 に投 入 す る よ

うに 変 え る。 国 家 予 算 を 建 設 省 か ら文部 省 ・郵 政省 中心 に す る

● 医 療 ・教 育 ・福 祉 等 の行 政 手 続 が通 信 ネ ッ トワー クで 処理 で き る よ うに、 法 制 度 の

見 直 し

● 省 庁 へ の情 報 の収 集 と提 供 の義 務 づ け

(5)国 際協 力

〈国 際 情 報 ネ ッ トワ ー クの構 築 に 関す る もの 〉

●
●

●
●

●

国 際 情報 通 信 ネ ッ トワー クの整 備(10)

標 準 ソ フ トや機 器 の共 通 規 格化(10)

巨大 プ ロ ジ ェ ク トの設 立 と相 互協 力

情 報 流通 の 自 由 化

海外 協力 隊 等 か らの 情報 を 通 信衛 星 を 利用 して 収 集
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〈途 上 国援 助 に関 す る もの 〉

●

●

●

●

●

●

技 術移 転 ・援 助(7)

発 展途 上 国 へ の 機 器 や ソフ トウ ェアの 供 与

通 信衛 星 や 処 理 機 器 に よ る 情 報 ネ ッ トワ ー クの整 備

東 南 ア ジア に 対 す る国際 協 力 体 制 の確 立(3)

政 府援 助 以 外 の 協 力 体制 の 確 立

NGOの 活 動 の 告 知

〈人 的 交 流 に 関す る もの 〉

● 人 的 交流 の推 進(2)

● 研 究 者 、学 者 の交 流 の 増 加

〈情 報 公 開 、情 報 交 流 デ ー タベ ー ス整 備 に 関 す る もの 〉

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

軍 事 情 報 の民 間へ の公 開

各 国 の 政治 ・経 済 ・文 化 ・生 活 に関 す る デ ー タベ ー スの 共 有

各 国の 文 化育 成、 環 境 保 全 活動 な どの 情報 の収 集 ・提 供(2)

各 国の 情 報 セ ン ター、 在 外 公 館 との 情 報 交換 と研 究 協 力(2)

情 報 資源 国際 協 力機 関 の設 置

海外 へ の 情報 公 開(3)

情報 の平 和利 用 へ の協 力

環 境問 題 に つ い て の情 報 交 換

国 際交 流 の 強 化 。 情報 の相 互 利 用

各 国 の情 報取 扱 機 関 との 間 に 共通 の ロゴ を つ くる

〈国 際 的 な法 体 制 の 整 備 に 関 す る もの 〉

● 法 制度 の八 一モ ナ イゼ ー シ ョン

● ソ フ トウ ェア の 権 利 保護 制 度 の 改善 。 国 際 的 法 制 化 へ の協 力

● ハ ッカ ー 防止 対 策

〈全般的な国際交流 に関す るもの〉

●

●

●

●

●

途 上 国 の人 的 資 源 、 文 化 資 源 との 交流

ア ジア か らの 留 学 生 を受 け入 れ 、 文化 の共 生 にっ い て の シ ミュ レー シ ョンを 実施

長 期 滞 在型 プ ロ ジ ェ ク トに よ る 日本 の人 文 ・社 会 ・自然 科 学 の紹 介
バ イ リンガ ル 出版 物 の 作 成

国 際 交 流へ の 資金 援 助

〈言語 、 翻 訳 に 関す る もの〉

● 翻 訳 機 能 の改 善(2)

● 自動 翻 訳 シス テ ム の整 備

対 象 者 の 所 属 と 年 齢

39才

以 下

40才 代 50才 代 60才 代 70才

以 上

合 計

大学等 の高等教 育機関 ・

研究機関 2 15 24 16 3

`

60

民間企業 2 6 32 6 1

`

45

行政機 関 ・行政関連団体 3 11 9 5 一 28

評 論家 ・ジ ャーナ リス ト

民 間 団 体等 一 一

3 12 1 16
一

合 計 7 32 68 3gl・ 151
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資料2-2

「21世 紀にむ けての我が国の課題対応 と

知的資源の整備についての有識者調査」 (第2回 調査)

代表的な回答例



-



柏 「ら 一ナリズ■69司

第2回 調査へ の問題提起(多 目的同時解決型の解 にっいて)

問1・E;は 思わない1

問2.そ うは思 わ な い理 由

↓
ず,吟 一

① 一国の文化 は、その時間的 ・空間的特性か ら自己完結 的な性質を有 してい るの

で、普遍性 を獲得す るの はむずか しい。

② 普遍化 してい るのは、定量化 、記号化できるノウハ ウであ って、主に技術分野

にあ らわれ、…国 の文化の核には届か ないのではないか。

③ したが って、…国の文化を普遍化 させ る努力 は徒労 に終 わ ることが多 く、む し

文化 の衝突 を避 けるような認識の装置をつ くった方が よい と思 う。

…

5つ の課題 か らの考察

問3〈 課題 に影響が大 きいと思われ る項 目>

F二 思想・哲学・理念の欠如厄 人材の公司 「;:組織・巖 ⊇

知的資源の整備にっいての提言(知 的資源の必要性にっいて)

問4⊆ おりだと割

知的資源の整備について

問6.必 要 な情報資源(リ ソー ス)

{1)思 想 ・哲学 ・理念の欠如に対 して

蕪 欝慰 書1三1⊇つ
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{2)人 材の欠如に対 して

人材 とは、情緒を起点 と し、論理 の持続的発展 に堪え うる人間の ことであ る。

そのよ うな人材を早期発見す る装 置、 これを育ててゆ くシステム、それが現代 日

本 までの歴史の中で どのような形であ らわれたか(た とえば緒方洪庵の適塾)、

これを捉えてお くべ きだと思 う。

〔3)組 織 ・制度の不備 に対 して

組織 ・制度 は、国家 の下で作 られ保護 され る必要が ある。 そのための最 も重要

な機構は、思想や人材 の評価 システムであ る。人間の ためのVE(Value

Engineering)の 教育 開発を行 うべ きであろ う。

問 τ 利用 システム

① さしあた って 、過去の情報か ら未来の情報へ転換 させ るシステムが大切だ と考

え るが、その際 、平衡 的 ・線型的 に情報を整合化 したのでは、未来の人に とって

役に立たない。

② なぜな ら、未来の人は時間が豊富 にな り、 さま ざまな選択行動をす るか らで、

非平衡的 ・非線型的情報を好む と思 われ る。

③ そのためには、ComputerGraphicに よる場面(case)の 自由な呼 び出 しが必

要である。

④ 個人が 自分 自身 のための情報 を選択 した場合の評価 システムが必要で 、そのた

めには評価機能を中心 に してNetworkが 必要で あろ う。

問&利 用技術

現代の 日本人 にとって 、思想 ・哲学 ・理念の欠如が著 しく見 られ るのは、

① 大規模 モデルを学習す る機会が少 ないか らである。た とえば、2020年 とい う時

点 で、世界人 口は100億 人に達す るが、 自然の賦 存量 は2倍 にはな らず、いまの

技術水準 に も飛躍的 ・革新的 な要素が見 られない限 り、カタス トロフィに見舞わ

れ るといわれて いる。 このよ うなテ ーマを誰で も認識 で きるシステムが必要であ

る 。

② 次 に、総合 的判断力をつけ させ るため、 シミュ レーシ ョンを簡単 にで きるシス

テムが情報ハイウ ェイの中で望まれ る。

③ シ ミュ レー シ ョンによって、総合的判断 を下す場合、 その判断の基礎 にな るの

はデータベースの高度化であ る。 この手段 によって 、人 々が 自分の考えを整理 し

た と き、 これ を 評価 す る シ ステ ムが 必 要 で あ る。 つ ま り、情 報Networkに お け

る通信添削の世界 の実現を 目標に した らどうか と思 う。
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問9.政 府 あるいは国 と して推進 すべ き政策

1.情 報 に関す る基本的社会的イ ンフラス トラクチ ュア(ハ ー ドウェア)の 整備

NPO(Non-ProfitOrganization)の 大 きな もの を 作 って 、各 分 野 か らの 専

門職 に働 いて も らえ な いだ ろ うか 。全体 を9の ブ ロ ック に分 け 、9NPOが

Communicateで き る よ うに す る。で きればNTTを9分 割 して連 動 させ た い 。

2.基 本 的ソフ トウ ェアの整備

① 各ブロ ックNPOは 、所在地 の大学、図書館、研究 所な どと、デ ータベースの

整理統合を行 う。

② そのブロ ック内 に、VEの できる人間を配置す る。

3.教 育 、訓練の推進

① 小学生の段階か ら 「日本人であること」を情報的 に整理 しなが ら仕込 む。

② 高校 ・大学の入試科 目に 「考察学」を入れ る。

③ 企業や組織の成 員が ソフ トを使 いこなせ るための有給 休暇を認 める。

4.法 的制度の整備な い し改善

[

一 一

各省 にまたが る法律、条例 、許認可制度 は、NPOを 管理す る総務庁 において

…本化す る
。

5.国 際 協 力

① 世界各国の情報取扱 い機関 との間に共通の ロゴをつ くる。

② ア ジアか らの留学生を受 け入れ、文化の共生 について シ ミュレーシ ョンさせ る。

③ 世代 間の価値観 につ いて、年 に1回 、情報装置を使 った討論会をNIIKに や ら

せ る。
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N・・2[大 学等高等教育機関 巨 し 司

第2回 調査への問題提起(多 目的 同時解決型の解 につ いて)

問L[玉 繭 ヨ

問2.そ うは思わない理 由

↓

「文化」 とい うことばが、 「政界入 りす る次官の息子を昇進 させ るのが通産省の

文化 」とい うよ うに、普遍性 のない ものを弁護す る道具にな っている。 フランス

のよ うに、 フラ ンス法思想 という建前が今 も世界的 に 「流通 」 している国 とは違

う。東西対立 の終結がイデオ ロギー(思 想の論理体系)有 害論にな ってい る今 日、

普遍性への努 力が強調 されねばな らない。

5つ の課題からの考察

問3.〈 課題に影響が大 きいと思われ る項 目〉

「豆竺亘司匡趣 亘 司匡豆桓三 三… 司

知的資源の整備についての提言(知 的資源の必要性について)

問4・E≡ 至りだ⊇

知的資源の整備 について

問6.必 要な情報資源(リ ソー ス)

(1)合 意形成の欠如に対 して

蕪 ㌻ 辮壁1膿鷺3
(2)意 思決定の欠如 に対 して

騰 露 翻蕪iき綱
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{3)思 想 ・哲学 ・理 念の欠如 に対 して

思想 の時代(フ ランス革命 、ロシア革命、 ファシズム革命の時代)の 政策論争

のプ ロセス、年 表、系譜などと、その検索 システム。

_^1

問7.利 用 シ ステ ム

● 基本 的には、 コンピュータの初期以来、あるいはア リス トテ レス以来 の分類 と

検索 の システムであ る。誰 に もわか る分類 と検索 は作れ るであろうか ら、参考系

エキスパ ー トシステムを開発 して検索を支援す るとか、再分類エキスパ ー トシス

テムを開発 してカス トマイズされた自分流分類 に再編す るのを支援 す ることが考

え られ る。

● 文字情報 や本 とい う形式が 「情報化」(実 はTV化 、マ ンガ化)と ともに没落

しつつあるが 、有 限アル ファベ ットの組み合わせで表現 される情報 は、分類や検

索 に好都合 である。画像 ・映像 の分類 ・検索 システムが開発 され るか、分類 ・検

索 に代わ る別 の利用法(モ ンタージュのよ うに分解 ・組合せす るなど)が 開発 さ

れるまで は、文字 や本 を継承することが必要であ ろう。

問8.利 用技術

● 一般の人 々の知識 ・判断力の改善

一般の 中か ら
、ローカルエ リー トとで も呼ぶべ き知的人間を選ぶ 。村 には村長

の家系 など、優秀で あるがゆえに村か ら離れ られな い人がいる。かつてイギ リス

で は、 田舎の城主の 中に物好 きな人が いて、観測 や実験 を して科学 に貢献を した 。

科学が技術 と直接 は関係 な くとも(イ ギ リス と異な る日本 の風土 として、科学 技

術 よ りは)、 村の歴史 などを調べ、それを本やデー タベースに して活用す るとと

もに、 もっと大 きい効果 と して、村々に知的好奇心 、 自発的問題意識 、研究意 欲

とい う点形の文化 科学 ポテ ンシャルを育て るイ ンセ ンテ ィブにす る。

一60一



問9.政 府あるいは国 と して推進すべ き政策

1.情 報に関する基本的社会的 イ ンフラス トラクチ ュア(ハ ー ドウェア)の 整備

漂 三雰==墜 一 一 　 ]
2.基 本 的 ソ フ トウ ェア の整 備

　 へ へ の の セ　 　 ヘ コ　コド ロ へ ぽ 　

匿 獣 三鍵 盤::璽:　 竺
3.教 育 、訓 練 の推 進

「情報化 」が 「小品種大量生産」のTVや オ フセ ッ ト印刷物(マ ンガな ど)を 意

味す るよ うになって しまい、知的好奇心や仮説設定能力が低下 して いる。 自発的

な知的好奇心や問題設定能力 、仮説設定能力を育成 させ る必要が ある。

4.法 的制度の整備ない し改善

まず 、情報法学の振興 、その専 門家(情 報法学 者)の 養成が必 要。

NTTの ツー シ ョッ トのよ うに、セ ックス化によ り非知性化 にな る可能性が

あ り、細川内閣には反す るが、規制が必 要。

5.国 際協 力

米(お よび欧)に 偏 ることの ないよう、途上国 との関係が重要 。 一
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No.3 大学舗 等教育機関L5蒔

第2回 調査への問題提起(多 目的同時解決型の解 につ いて)

問1・ 「iのとおり≡ 亘

5つ の課題か らの考察

問&〈 課題 に影響が大 きいと思 われる項 目〉

「三 想・垂 垂 あ司 ゼ 亘壁 の欠司[旦 政治・垂 溺

知的資源の整備についての提言(知 的資源の必要性について)

問4・[竺 のとおりだ⊇

知的資源の整備 につ いて

問6.必 要 な情報資源(リ ソース)

(1)思 想 ・哲学 ・理 念の欠如 に対 して

世界各国 ごとに、民族分布 、歴史、国民性、文化 、風俗 、習慣 、宗教、言語体

系、経済 、工業、気象、教育 レベ ルな どの リソースが必要 と考え る。 それ も、政

府 発表 とい った ものよ りは、 もっと民衆 レベル(ex.ア ンケー ト調査的)な リソ

ースが良 い
。また、 日本に対 しての感情 データもあるとよい。

② 意思決定の欠如 に対 して

日本人 の特質を知 る リソースを整え る。前例主義 、立場主義 など、意思決定時

の要因を知 ることであ る。 この ためには、公家社会 、忠臣蔵の要素、封建社会、

家族 制度 など、 日本人が長年 たどって きた経緯 を研究 し、前記の世界 と対比 し、

日本 人固有の特質 を リソースとす る必要があ ると考え る。

{3)政 治 ・行政の不備 に対 して

仕事 のや り方の基本がない、今の行政には、経営工学で い う総合品質管理思想

が全 く欠 落 して いる。PDCAサ ークル、QC、 ユ ーザオ リエ ン トなど品質管理

の研究 と行政 とをマ ッチ ングさせ る研究が不可欠 。

三権分 立思想の研究 など も必要 。
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問7.利 用 シ ステ ム

① 第 一段階:ワ ンポイ ン ト情報収集 ・高次加工 ・ネ ッ トワー ク情報

② 第二段階:ハ ー ド構造か らソフ ト構造 へ ・シ ミュ レー シ ョン可能形 態

③ 第三段階:管 理か ら機能へ ・行動の とれ る情報へ

問8.利 用技術

① 多分野、総合 データベ ースの構築

② システム シ ミュレー シ ョン技術 の完成

・特に非数値情 報を含んだ シ ミュ レー シ ョン技術

・非線型モデルの理論の研究

・大規模 システ ムの研究

③ 教育 として は、総合的判断能力を向上 させ る。

問9.政 府あるいは国 と して推進すべ き政策

1.情 報 に関する基本的社会的イ ンフラス トラクチ ュア(ハ ー ドウェア)の 整備

ハー ドウェア は現存 で十分 。バ ラバ ラだか ら統合 しネ ッ トワーク化すれば よい。

2.基 本 的 ソ フ トウ ェア の整 備

[竺 三 三 ・トワーク化するための基本ソフトを整二 一

3.教 育、訓練の推進

若手人材 を公募 し、 目的を理解 させ る教育 か ら開始す る。

4.法 的制度の整 備ない し改善

政府 あるいは国が国家百年 の将来 を考え、危機管 理の一環 として も5つ の課題

解決に本気 で取 り組 む姿勢を作 ること。その上で法的整備を行 い、十分 な予算 を

与え ることであ る。何 はと もあれ、政治家(屋)諸 氏の認識を改 めることが 先決 。

5.国 際協 力

L
人材 は各国か ら公募す る。外国での同様 な計 画に対 して は、障壁 を作 らず に協

調す る。
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No.4 大学等高等教育機関
、57才1

第2回 調査への問題提 起(多 目的同時解決型の解 について)

問1・「示 してはそ亘 垂 垂 ヨ

5つ の課題か らの考察

問3.〈 課題 に影響が大 きいと思われ る項 目〉

巨:竺 行政の不動 巨二亘 垂 垂]巨 教育亘1

知的資源の整備についての提言(知 的資源の必要性について)

問4・[竺 とおりだと思う]

知 的資源 の整備 について

問6.必 要 な情報資源(リ ソース)

(1)政 治 ・行政の不備に対 して

社会 の諸活動の大規模調査(実 態、意識)を 短時 間で(リ アル タイムで)表 示

す る。 リソースは数字、文字 、図表である。 日本地図 、世界地図 も使用 する(天

気 予報のよ うに動的 に表示す る)。 その他 、人々の表情 、動作、 日常会話 、意見

など も使 う。また、古今東西 の社会、文化史を分析 したデータ も役立 つ と思 う。

② 組織 ・制度の不備 に対 して

　 　ぽ

「趨 鍵≧ 饗 麸竃纒三 　 一
(3)教 育 の不備 に対 して

多 目的同時解決型テ レビゲームソフ ト。

総 合的教材:何 科 目かの授業 をまとめて…つに組 み直 したテキ ス ト。

エ ンサイ クロペ ディア(未 来向けの新 しい もの)の 出版 。
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問7.利 用 シ ス テム

公 正な組織体を作 り、それ と契約 した家庭が情報を受 け取 る システム。TVと

CATV、FAXの ように、 自由に利用 できるよ うにす る。

光 ファイバ ー幹線を広域に敷設す る。ガス管や電気の配線 と同程度 には りめ ぐ

らせ るとよい。

問8.利 用技術

デ ータベースの高度化 と大衆利用化。

ホログラフィを使 って人の立体 映像 を送 り、遠 くにいる人たちが同 じ部屋で会

議 をす ることがで きるよ うにす る。

問9.政 府あるいは国と して推進すべ き政策

1.情 報に関す る基本的社会的 イ ンフラス トラクチ ュア(ハ ー ドウ ェア)の 整備

光 ファイバー幹線 ネ ッ トワー クの敷設。

各家庭で利用で きる安い端末機の開発 ・販売 。

1__一 ー 一_一.,..-

2.基 本的 ソフ トウ ェアの整備

1=瓢 三隠1-一 ヂ顕 一
3.教 育 、訓練 の推進

「 初等教育の情報教育縦 もが操作できナ タにアクセスできる能力を養う・

4.法 的制度の整備ない し改善

情報犯罪 の防 止。 一
5.国 際 協 力

標 準 ソフ ト、ハ ー ドの共 通 化 、規 格 化 。 ]
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梅・5[大 学等高等教育機関145才

第2回 調査への問題提起(多 目的同時解決型の解につ いて)

問■ 玉 筋としてはそのとおりだ≧勤

5つ の課題か らの考察

問3〈 課題 に影響が大 きいと思われる項 目>

F:政治・竺 司[ど … ご制≡亙司 匡 竺 司

知的資源の整備についての提言(知 的資源の必要性について)

馳1大 筋 としてはそのとおりだと思 う]

知的資源の整備 につ いて

問6必 要 な情報資源(リ ソース)

(D政 治 ・行政の不備 に対 して

一 一一 ",～ ・一 －w← 一 ー 一一

日本の政治文化の実態調査が必要 。 「永 田町の論理 」 とは、 「霞が関の文化」

とは何 か。現代的な政策 をつ くる集団が前近代的 な論理 で動 いている。国か ら村

にいた るまで、歴史的に も政治 に対す る観念の調査が必要 。

② 組織 ・制度の不備に対 して

一 一

日本人が歴史的につ くって きた組織の論理のパ ター ンさ ぐる。階層的な もの、

「座 」や 「講」な どの水平的 な もの。

一ーー 一一{吟

(3)教 育の不備に対 して

一 ー 一^^,,

学校制度 に限定 しないで、広 く社会や文化の中での教育 を探す。 また、 日本独

特 の 「学校文化 」の調 査 も必要。

一 →
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問7.利 用 シス テム

● 公的 な機 関は、悪用 され る恐れのある個人情報以外 はすべて公開す ること。

また、外部者か らの実態調査 も受け入れ ることp

● 情報 を保存す ることよ り、 いかに利用す るかに重点 を移す こと。情報が いかに

利用 されてい るか評価す る こと。

問8.利 用技術

● パ ソコンのネ ッ トワーク化 を進 める。利用 を安価 な もの にする。

● 小学校 の段階か ら情報教 育を始 める。

● 光学読み取 り機、翻訳機の正確 で早 いもの、 さらに個人で使用で きる ものを開

発す る。

問9.政 府 あるいは国 と して推進すべき政策

1.情 報 に関す る基本 的社会 的インフラス トラクチ ュア(ハ ー ドウェア)の 整備

「 個人でも御 三 をつくる・

2.基 本 的 ソ フ トウ ェア の 整備

使 いやす いものを早期 に開発す る。 ]
3.教 育 、 訓練 の推 進

小学校から情報教育を始める。

4.法 的制度の整備 ない し改善

「

一'

著 作 権 、 プ ラ イ バ シ ー な ど に 留 意 し な が ら 、 な る べ く 情 報 は 共 有 す る 。

L ]
5.国 際協力

国際的 なネ ッ トワー クを整備す るとと もに、後進国ヘハ ー ドウェアの援助を行

う。
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N・・6[民 間企業 巨^ヲ

第2回 調査 への問題提起(多 目的同時解決型の解 について)

飢[豆 としてはその亘 りだと竺

5つ の課題 か らの考察

問3.〈 課題 に影響が大 きいと思われ る項 目〉

E国 民の働 意識の問題距 意思決定の欠訓a教 育の不動

知的資源の整備にっいての提言(知 的資源の必要性について)

馳[亘 理 竺 おりだ≧笥

知 的資源 の整備 につ いて

問6.必 要 な情報資源(リ ソー ス)

(1)国 民の行動 ・意識の問題に対 して

● 課題解決 に影響を与え ると考え られ るライフスタイルを示す とともに、将来予

測 を行 い、 その姿を映像で示す ような情報(現 状の状態が続 いた時の将来予測 と

対比 して)。

● 社会活動 を皆が活発 に行 った場 合、行わ ない場合の将来予測像 の情 報。

② 意思決定の欠如に対 して

● 考え うる複数の課題解決策、条件(相 反す るもの 、異な るもの、関連す る分野

の もの)の 実行結 果の予測値(姿)を 文字で表 した もの、画像で表 した もの。

● さ らに、で きれば相互 に関連す る複数の課題につ いての実行結果(過 去 、現在、

未来 について、 シ ミュ レーシ ョンした結果の情報)。

● この情 報(結 果)を モニ ターに提示 し、反応を集約 した情報 。
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(3)教 育 の不備 に対 して

● 世界各国の伝統文化を紹介する情報。

● 日本の伝統文化を社会生活の中でどう生か していけばよいか、現状と対比 して、

文字な らびに画像で示す情報。

問7.利 用 シ ステ ム

● 国民の行動 ・意識の問題 、教育 の不備の問題 について は、広 く多 くの人々が利

用 でき、簡単な操作で結果が わか る システムであ ると思われ る。

● 意思決定の欠如を含 めて、3項 目とも多 くの要素が相互 に関連す るので、 シス

テマテ ィックな ものであ り、かつ理解 させ行動 させ る情報であ ることが望 まれ る。

● いずれ の項 目について も、一…方 向だけでは十分でな く、双方向であ ることとな

るのではないか と思われ る。

問&利 用技術

● 多分野総合デー タベースの構築が要 るのではないか と思 う。

● シ ミュ レー シ ョン結果のマルチメディアによ る表現 。

● 大規模 システム となると思われ るので、ダイナ ミックモデルの開発が要 るか も

しれない。

● 利用技術で はな いか もしれないが、広 く多 くの人が活用で きるよ うにす るため

には、利用形態の問題が生ず ると思 われ る。

● 科学技術の類型で考 えると、 「判断 ・意思決定 の支援 」 「実験困難 なことの模

擬」に当たるか と思われ る。

問9.政 府あるいは国 として推進すべ き政策

1.情 報 に関する基本的社会的イ ンフラス トラクチ ュア(ハ ー ドウェア)の 整備

[璽1き 搬 ㌘:一一
2.基 本 的 ソフ トウ ェアの整 備

考えが まとま りません。
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3.教 育 、 訓 練 の 推 進

図書館で利用で きるようにするとともに、利用の たあの研修 を行 うよ うに して

はど うで あろうか 。

4.法 的制度の整備な い し改善

● 情報が広範 な分野 に関連 した もの となるので、 一'元管理が できるよ うに、制度

の整備。

● 図書館で情報資源が取扱え るようにす ることと、司書のような資格 、情報資源

取扱 いの資格制度 はいかがであろうか。

5.国 際協力

各国 と情 報交換(外 交上の機密を除 いて)が で きるよ うに、在外公館 を拡充 し

情報担当官 を設 置、 一元 的に取扱 う。国際機関 に情 報交換を取扱 う部門を設置

(ま たは拡 充)す ることはいかがであろうか。
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N・・7[璽 企業[三 ヨ

第2回 調査への問題提起(多 目的 同時解決型の解 について)

問■ 三の亘 り竺と思ヨ

5つ の課題か らの考察

問3.〈 課題に影響が大 きい と思 われ る項 目〉

巨 垂 哲学・戸 劔 巨…教亘 亜虐 ジャーナリズムの唖

知的資源の整備についての提言(知 的資源の必要性について)

蹴 陸産 し三 のと已三 ヨ

● 多様な問題の多 くの側面 を考慮 して、現象(対 象)を 全体 として と らえてい く

ことは大事で はあ るが 、同時 に解決 可能な解 は必ず しも存在す る とは限 らない。

● む しろ、多様な問題 を同時に解決で きる解が存在 しない場合 に、それ らの トレ

ー ド・オ フをいかに解決 してい くか(小 異を捨て るのか、折衷案 を採用す るのか、

その他の案か)が 問題 であろ う。

● その際に、判断をす るために必要 な情報 ・データを判断者の レベルに応 じて提

供 しうるシステ ムが必要で あ る。

● 最終判断者 はやは り人間であ る。

知的資源 の整備につ いて

問6.必 要な情報資源(リ ソー ス)

(1)思 想 ・哲学 ・理念の欠如 に対 して

● 人類 の過去 の遺産を整理 す ることが第一 。(百 科事典的)

● 次 にそれ らを有機的 に連携す る。(例 えば、政治腐敗 につ いて問えば、過去の

イギ リスの歴史 、アメ リカの現状、 日本 での論点 、聖書 ・コーラ ンに何が書 かれ

てい るか等々が 、次 々に出て くる。)
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(2)教 育の不備に対 して

● 第六感 の構造解明。五感 で得 られ た情報を知覚 ・判断す るのは第六感の役割で

あ る。それは脳の前頭葉の働 きであ り、人類 を発展 せ しめた創造 力の源である○

● 近 代科学が データ化 した情 報資源 は非常に多 いが、それ らを関連づ けて判断 し

た り、学習 して い く過程やひ らめ きの構造は解明が遅れてい る。

● その ためには、科学が未だ うま くデータ化できて いない触感や味感 、脳の第六

感 にかか る研究が不可欠 。(例 えば、近代医学 は体の機構的解明はかな りの程度

可能 としたが、医者は患者の痛みす ら情報 と して把握 して いな い。)

(3)ジ ャー ナ リズム の 問題 に対 して

● 事象 を記録 し伝え るだけではな く、判断を求あ る情 報を伝達で きる情報資源 。

● 現在 の報道 は、既存の思考 を追認す ることを繰 り返 す。第2回 調査への提言 に

あ るような 「国力」 をつ けるために も、歴史的哲学 に裏打ち された客観的、多面

的情 報を発言す る報道が必要。

問7.利 用 システム

● 複雑 な社会(自 然)現 象 を全体 と して把握で きるシステム。そのためには、視

点 にあげ られた 「メカニズム思想か らシステ マテ ィ ック思想へ の転換」は不可欠

であ る。

● アナ ロジー としての判断材料 を提供で きるシステム。複雑な現象を システマテ

ィ ックに とらえたな らば 、次に どうなるのか、あるいは次 にどうすべ きか(特 に

社会科学 の分野で)が 必要 とされよ う。その際、例えば、産業構造 の変化 という

テ ーマについて、アナロ ジーと して生態学的棲 み分 け論や遺伝学的適者生 き残 り

論 などによ る将来 予測 を行 うとか、また政治的判断 を行 うべ きときに過去の歴史

や文学 に範を求 め るな ど。

問8.利 用技術

一三

例 としてあげられた情報利用技術{ま、それぞれに非常に大切で去り、そ嘉 一]

れの研究が進 め られ ることが期待 され る。 ここでデ ータベースの整備、デー タの

ネ ッ トワー クの整備 を前提 にす ると、今後は複雑適応系に対応 す るソフ トづ くり

が重要ではないか 。要素還元的な西欧科学 ・哲学 に基づ く従来型の事象の と らえ

方で はわか らない複雑 な世界を、全体 として とらえ直そ うとす る複雑適応系の科

学 は、それ 自身の研究が始 ま ったばか りであ る。 この科学を可能 と した ものは、

情報処理技術の発達であ る。そ うい う意味か ら、情 報(処 理)技 術 と複雑適応系

の科学 は、相互補完的に発達 して い くものと思われ る。
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● また、情報処理技術 その もの とは直接関連 しないが、情報処理(利 用)技 術が

発達すると、技術 その ものが非常に複雑 となるため、利用者には情報処理過程が

ブラックボ ックスとなる。意識操作 の危険性が高 まるわけであ るか ら、その処理

過程のデ ィスクロー ジャーが必要である。

問 息 政府あ るい は国 と して推進すべき政策

1.情 報 に関する基本的社会的イ ンフラス トラクチ ュア(ハ ー ドウェア)の 整備

㎜

●

●

一

2

ー 日本版情報ハ イウ ェー構想 の推進

そのための税 制優遇措置

基本的 ソフ トウェアの整備

● 基本的 ソフ トウェアの開発 について は、国 自身が取 り組 まなければな らないの

は もちろん、民 間の開発を促進 するために税制の優遇策 などが必要 。

● また、情 報操作の危険回避 のため、ソフ トウェアの開示を行 うべき。情報 にか

か る知的所有権 の保護は過保 護にな らない こと。

3.教 育、訓練 の推進

● 情報関連の教育 は、一部専門職 に高度 な訓練を行 う集 中投資型が効率的 。そ し

て、一般人はAI機 能によ り誰 で もが電話操作のよ うに手軽に利用で きるよ うに

す べき。

● その際、情報操作を行 う誘因に負 けない職業倫理 を専門家に持 たせ る こと。

4.法 的制度 の整備ない し改善

ド
情報産業 の規制緩和。

巨大資本 を必要 とす る情報ハ イウ ェーや国際通信 ネ ッ トワー ク、衛星通信 ネ ッ

トワーク整備 のため には、企業合併 をむ しろ緩和 す る。

5.国 際協 力

に
国際情報ネ ッ トワーク作 り。同程度 の情報量が交換可能 なようにイ ンフラ整備

へ の協力。

情報公 開。特 に軍事情 報の民間公開 。
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N・・8[行 政機関157司

第2回 調査へ の問題提起(多 目的同時解 決型 の解 について)

問L巨 としてはそのとおりだ司

5つ の課題か らの考察

問3〈 課題 に影響が大 きいと思 われ る項 目〉

一 『 一一

E意 思決定の欠引 三 三 形成の欠如1巨 ジャサ リズムの問題一 一

知的資源の整備にっいての提言(知 的資源の必要性について)

問4[三 三 亜 ヨ

知的資源の整備について

問6必 要な情報資源(リ ソー ス)

(D意 思 決定 の欠如 に対 して

リーダーおよびその ブレー ンに、あ らゆ る国際 ・国内情報が 高度 なデ一 夕ベ ー

スで集 め られ る体制づ くりが肝要。今の 日本 はこの点 が最 も貧 困。また、議員の

活動 の場 であるはずの議員会館 は、面積 ・人員 ともに倍増 させ 、ハ イテ ク情報を

容易に得 る体制にする。分析、議論が科学的にされなければ、意思決定は本来無

理 。特 に国際情勢、地球 の将来等について 、正確な情報が必要 。

② 合意形成の欠如に対 して

少数意見 も含めた 「個 々人の ビヘ イ ビアをデー タベ ース化 、公表化」す ること

によ り、多数決のプ ロセ スを明 らかにす る。また、 自然環境面のみで な く、 これ

から多発する民族間紛争、国家間地域紛争を防 ぐため、 「全地球規模の将来像」

を示す必要があ る。

リーダーに…定 期間のびのび課題 を解決 させ る体制づ くりをす る(特 に情緒面)。
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(3)ジ ャー ナ リズム の問 題 に対 して

情 報が予想外 に短絡的 に過 ぎることが多 いのに、影響力が きわめて大 きいため、

ミス リー ドに な る。 きめ細 か く 「新 聞 の新 聞 」 的 な デ ー タを収 集 ・公 表 して 、 自

ら正確な報道 を心が ける必要 あ り。特 に、外国発の情報 に一方的なニュースソー

スの宣伝的な ものが多 い。電子新聞化 してい く時代であ ること も考慮 し、 「報道

と情報」の区別を厳 しく行 うこと。

問7.利 用 シス テム

① 双方向ネ ッ トワークシステ ムにす る。分配型で大量 ・画 一的な分野 も残 るが、

既成の メニ ュー(番 組)販 売で な く、カ タログ(商 品 一質)採 択販売時代 になる。

(ツ リー構造はだめ)

② 企業ののみでな く、各家庭 にまで、画像通信 、高速データ通信が可能 な高度 な

ネ ッ トワ ー ク(例 え ば、B-ISDN)を 設 備 す る。 主要 企 業 、研 究 所 、大学 等 は 、 ギ

ガ ビ ッ トクラ ス、 ス パ コ ンク ラス の ネ ッ トワ ー クを設 け る。

③ 社会文化 の仕組みを改善 し、在 来の通信 ・放送以外 の分野(医 療 、教育、福祉

その他)の 制度 も改め る。

④ 情報の加工処理 は多様化す る。通信事 業者の交換機、LANの ワー クステー シ

ヨン、パ ソコ ン端末機 、情報 内容 、情報量に合わせた システム構築 にな る。

⑤ 標準化が大きな問題。

⑥F.T.T.H。 は 、長 期 間 と巨額 資 金 を要 す るの で 、す ぐ具 体化 を始 め る必 要 が あ る。

アプ リケー シ ョンができてか らイ ンフラ整備を とい うの は間違 いである。同時並

行 して対処すべ き課題 。加入者網の光 ファイバ ー化 は、関連技術 の開発 、実用 も

含めて考 え ると、単にハ ー ドの問題 、ニーズの問題 とみなすべ きでない。
一

問8.利 用技術

一 一 一
一

① あ らゆ る情報が入 る貯蔵庫作 りが活発にな り、そこか らユーザーが 自由に取 り

出せ る技術が不可欠 になる。また、多種多様な情報 を入力す るIPが 効率的、ス

ピーディに対応で きるように、入 力技術を開発すべきで ある。

② バ ー チ ャル ・リア リテ ィの 利 用 が拡 大 す る 。 コ ス ト的 に は、 スポ ー ツ ・娯 楽 分

野にニーズが大 きいため、事業的 に成 り立ちやす い。スタ ン ドアロー ンタイプで

な く、 デ ー タベ ー スの 統合 が 進 む 。

③ 国際情 報交流のため にも、現在ATR研 究所等で開発中の言語翻訳 システムの

開発が望 まれ る。音声認識技術 の進歩 により、特 に 日本を含むア ジア諸国が金地

球 的に交流す る上で きわめて有益 である。 このための 「辞書」作 りを支援すべ き

で あ る。

④ 高度 ネ ッ トワークの利用技術が進み、低廉で簡易に利用で きるよ うにす る必要

があ る。(情 報圧縮技術等)
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間9.政 府 あるいは国 と して推進すべ き政策

1.情 報 に関する基 本的社会 的インフラス トラクチ ュア(ハ ー ドウェア)の 整備

総 総 霧藷:瞬 題]
2.基 本 的 ソ フ トウ ェアの 整 備

蔭 言=;三 三 万唾 三1
3.教 育 、訓練 の推進

「蕊鷲 ㌶巖醗 禰寡慾 当
4.法 的制度 の整備 ない し改善

医療、教 育、福祉、諸 届出書類等 が、通信ネ ッ トワー クで高度に処理 できるよ

う、法制度を見直す必要があ る。また、 「出勤」 自体 の仕組み も変化す るので 、

企業組織の あり方 も弾力化す る必要がある。

5.国 際 協 力

特 に、身近 な東南 ア ジアとの連携のために、システ ム構築 の支援をす る。在来

のODAに 止 ま らず 、情報化資源交換の見地か ら、国際協力のあ り方を見直すべ

きであ る。
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M・9「 行政竺]± エ]

第2回 調査への問題提起(多 目的 同時解決型の解 につ いて)

問L[大 筋としてはそのと竺 と⊇

5つ の課題か らの考察

問3.〈 課題に影響 が大 きい と思 われ る項 目〉

亡 壁 画[旦 亘 行動繍 の画 ピ 組織・亘 の不備]

知的資源の整備についての提言(知 的資源の必要性について)

問4[i亘 してはそ亘 ひ 三 司

知的資源 の整備について

問a必 要 な情報資源(リ ソー ス)

{1)人 材 の欠如に対 して

1

自然科学、社会科学、人文 科学を統合 した学問分野 の研究 。 自然 ・社会=経 済

システムの相互関係の追求。人の潜在能力を測 るモ ノサ シの研究 。

② 国民の行動 ・意識の問題に対 して

生活者 に関す る研究 。民族意識 に関す る研究 。真の福祉 とは何 かについての研

究 。

㎜

(3)組 織 ・制度の不備 に対 して

最適化 とは何かについての研究 。説得 ・納得 の構造研究 。ネ ッ トワー ク組織に

関す る研究。
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問7.利 用 シス テム

① 情 報資源 の利用にあた って は、 「資源→利用者」 とい う一一方 向の流れではな く、

「資源 ←→生活者」 とい う双方 向の利用形態が必要で ある。

② 情報 資源 につ いて も 「リサ イクル」の考え方が重要 である。現在 、おびただ し

い量 の情報が消費 され、廃棄 されて いるが 、利用の過程で有益 な情報が産 出され

て も廃棄 され ることが多 いと思われ る。

③ 情報 資源 は 「誰で も利用で きる」 ことが必要で あるが、 この 「誰で も」の意味

は、単 にア クセスで きるだけで な く、分野が異 なる者が互 いに理解で きるよ うな

資源 にす ることが重要 である。

問&利 用技術

① 双方 向データベース

利用者 もデータを登録 できるデ ータベースの構築

② 高度 プ レゼ ンテー シ ョン

異 な る分野の理解 を促進す るため、マルチメディア、バーチ ャル ・リア リティ

等 を駆使 し、イ クタラクテ ィブに表現す る技術の開発。

③ 日本語意味理解 システム

長文 の要約 、キー ワー ド抽出等を 自動化す る技術の開発。

④ 国別意思決定モデル

国際関係 を シミュ レー トす るため、各国 ・各地域の意思決定 モデルを開発 。

⑤ 認識 に関す る基礎研究

問9.政 府 あるいは国と して推進すべ き政策

1.情 報 に関す る基本的社会的 インフラス トラクチュア(ハ ー ドウェア)の 整備

蔭 撫}一 　久『 一]
2.基 本 的 ソ フ トウ ェア の整 備…嘉 翻

:;蕪;:セ∵ ±■
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3.教 育、訓練の推進

高等研究所 の開設。(情 報 資源の高度利 用等 に関す る高等研究所の開設)

4.法 的制度の整 備ない し改善

「1

-一 一 一 一 　-.一 一一 一

知的所有権の整備 。

一一 一一

(権利の確実な保護 と過剰保護の廃止等を図る)

5.国 際協 力

国際交流の強化。

備等を図る)

一 ー 一頭 当
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No.10 民間団体 53
一才1

第2回 調査への問題提起(多 目的同時解決型の解 について)

問■ その亘 乞 う]

5つ の課題か らの考察

問3.〈 課題に影響が大 きいと思われ る項 目〉

[三 想・哲竺:竺亜]匡 壼 形成の欠如]E政 治・塑i画

知的資源の整備についての提言(知 的資源の必要性について)

問4・「三 厩 と詞

知的資源の整備 について

問6.必 要 な情報 資源(リ ソース)

(1)思 想 ・哲学 ・理念 の欠如 に対 して

① 世界の動 向に関係 の深 い人物の行動 、演説等 を随時 イメー ジ(動 画)検 索 でき

るよ うにす る。(日 本 および外国で作成 した もの を同様 に見 られ るようにす る)

② 現在 の世界 の任意 の地点の状 況を、随時イメー ジ(動 画)検 索で きるよ うにす

る。(日 本 および外国で作成 した ものを同様 に見 られ るようにす る)

③ 日本 と外国 の情報 を同一条 件(手 続 き、料金)で 検索で きることが大切で ある。

② 合意形成の欠如 に対 して

① 過去 の 日本の歴史の主 要項 目について、随時イ メージ(動 画)検 索で きるよ う

にす る。特 に、あや まち と考え られ る部分を詳 しく解説す る。

② 過去の世界の歴史の主 要項 目について、随時イ メー ジ(動 画)検 索で きるよ う

にす る。
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③ 政治 ・行政の不備 に対 して

① 国際化の進んだ都市(ロ ン ドン、パ リ、ニュー ヨーク等)の 状況を体験的に教

え る。政治 ・行政は国民が変えて い くものである。

② 個別ケースを見せ るのではな く、都市の雰囲気 、人柄 、 ビジネス体験等、 トー

タルに教 えなければな らない。その 上で政治 ・行政のあ り方を全体的 ・体験的に

教え る。

問 τ 利用 システム

① 英語、中国語 、スペイ ン語 、 ロシア語等、世界 の言語 自動教育 システム。

② イ ンターネ ッ ト等に見 られ る如 く、個人、企業等が ボラ ンタ リー精神 に沿 って

ネ ッ トワー クや人脈を形成 してい く技術を修得 す る。

③ 電話料金を現在の1/10程 度 にす る。特 に外国料金を国 内料金並み とす る。

④ 自動翻訳(通 訳)シ ステム。

⑤ 小学校の英語教育 と国際交流の充実 。

問8.利 用技術

① 事例 と してあげ られて いる技術が有効 なのはせ いぜい1～2年 位で あろう。意

思決定や判断 に際 しては、あ くまで も文化 、風 土を背景 と して決定す るべ きであ

り、 これ らの利用技術 はせ いぜ い基礎資料作 りの参考にな るにす ぎない。

② それで も強 いて利用技術を あげれば、マルチメデ ィア、バー チャル ・リア リテ

ィ等、視聴味覚等に訴え る利用技術であ ろう。

③ これ らの方法を使 った分析結果を 自由に交換す る体制作 りが大切である。

5つ の問題 の解決にはまず(相 互の)理 解が大切であ り、これが民主 主義の基

本 であり、情報技術は これに役立つ ものであ るべ きで ある。まず情報資源(リ ソ

ース)の 充実 は大切であ るが 、あ との利用 システムは国民が いか に理解 しやす く

す るかを考えれば 十分であ り、利用技術 は個人個 人に任せれば よい。政府 は事例

紹介 と理解 の容易 さに貢献 すればよ く、ハ ー ドウェアの充実 は公益性の観点か ら

推進す るべ きであるが、 ソフ ト面 は民 間に任せ るべ きで あろ う。
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問9.政 府あるい は国 として推進すべ き政策

1.情 報に関す る基本的社会 的イ ンフラス トラクチュア(ハ ー ドウェア)の 整備

「

情 報 ハ イ ウ エイ 。

2.基 本 的 ソ フ トウ ェアの 整備

[基 一 ま民間蹴 るべきであろう・ただし・推進蹴=一 う・

3.教 育、訓練の推進

言語教育 、歴史教育 、地理教育。

 

L
4.法 的制度 の整備 ない し改善

規制を加えて はな らない。 また、民間で作 られ た ものを評価 して もいけない。

強 いていえ ば、外国 との情報交換(放 っておいて はなか なか進 まない)を 積極 的

に推進す べ きで あろ う。

5.国 際協力

外国での事例 を紹介 す るセ ンターを設 けて、無料 で情報 を提供す る。
]

一

　

一
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一 禁 無 断 転 載 一
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